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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、的場遺跡の調査成

果をまとめたものです。

的場遺跡は、天童市の北西部・成生地区に位置します。付近は田園および果樹園が広が

る農業地帯ですが周辺には国指定史跡の西沼田遺跡をはじめ、板橋１遺跡・板橋２遺跡・

蔵増押切遺跡など縄文時代から中世にかけての遺跡が数多く存在し、古くからこの地で

人々の生活が営まれていたことがうかがえます。

このたび、東北中央自動車道相馬・尾花沢線建設事業に伴い、工事に先立って的場遺跡

の発掘調査を実施しました。調査では古墳時代の竪穴建物跡・平地式建物跡や、平安時代

の井戸跡などが検出され、古墳時代の土師器・須恵器や平安時代の土師器・須恵器などの

遺物が出土しました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。

この祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

伝えていくことが私たちの重要な責務と考えます。その意味で、本書が文化財保護活動の

啓発・普及、学術研究、教育活動などの一助になれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申しあげま

す。

平成１６年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



例 言

１ 本書は、平成１０～１１年度の東北中央自動車道相馬・尾花沢線建設事業に係る「的場遺跡」の第２次・第３

次発掘調査報告書である。

なお、的場遺跡第１次調査については『東北中央自動車道相馬・尾花沢線関係予備調査報告書（１）』（山

形県埋蔵文化財センター調査報告書第６０集）が、また第２次・第３次調査時には『的場遺跡第２次（第３

次）調査説明資料』が、それぞれ財団法人山形県埋蔵文化財センターから刊行されているが、本報告書の

記載内容はそれらに優先する。

２ 調査は日本道路公団東北支社の委託を受けて、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

３ 調査要綱は下記の通りである。
ま と ば

遺 跡 名 的場遺跡

遺 跡 番 号 ２９５（山形県遺跡番号）

所 在 地 山形県天童市大字成生字的場

事業委託者 日本道路公団東北支社

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 木場 清耕（平成１０～１１年度）

理 事 長 木村 宰（平成１３～１５年度）

第２次調査

受 託 期 間 平成１０年４月１日～平成１１年３月３１日

現 地 調 査 平成１０年４月１３日～平成１０年６月２６日

平成１０年７月６日～平成１０年７月３１日（補足調査）

調査担当者 研究課長（兼）

調査第一課長 佐藤 庄一

主任調査研究員 佐藤 正俊

調 査 研 究 員 森谷 昌央（調査主任）

調 査 研 究 員 押切 智紀

調 査 員 黒沼 幹男

調 査 員 高柳 健一

第３次調査

受 託 期 間 平成１１年４月１日～平成１２年３月３１日

現 地 調 査 平成１１年７月１９日～平成１１年１１月１９日

平成１１年１１月２２日～平成１１年１１月３０日（補足調査）

調査担当者 調査第三課長 佐藤 正俊

主任調査研究員 氏家 信行

調 査 研 究 員 齋藤 健（調査主任）

調 査 員 大泉壽太郎



調 査 員 宮地 文七

平成１３年度整理作業

整 理 期 間 平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日

整理担当者 調査第三課長 佐藤 正俊

主任調査研究員 氏家 信行

調 査 研 究 員 齋藤 健

平成１４年度整理作業

整 理 期 間 平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日

整理担当者 調査第三課長 阿部 明彦

主任調査研究員 氏家 信行

調 査 研 究 員 犬飼 透

調 査 員 黒坂 広美

平成１５年度整理作業

整 理 期 間 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

整理担当者 調査第三課長 阿部 明彦

主任調査研究員 齊藤 主税

調 査 研 究 員 齋藤 健

調 査 研 究 員 犬飼 透

調 査 員 黒坂 広美

４ 本書の作成は犬飼 透・齋藤 健・黒坂広美が、執筆は犬飼 透（Ⅰ～Ⅳ・Ⅵ）が担当し、阿部明彦が監

修した。「Ⅴ・自然科学的分析」は株式会社吉田生物研究所に執筆を依頼した。

５ 委託業務は下記のとおりである。

基準点測量 株式会社大洋測量設計社

地形、遺構の写真測量・実測 アジア航測株式会社

木製品の樹種同定・保存処理 株式会社吉田生物研究所

図版編集 株式会社セビアス

６ 出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管している。

７ 発掘調査及び本書を作成するにあたり、下記の方々からご協力、ご助言をいただいた。（公所・団体名は

順不同、個人名は五十音順。敬称略。）

山形県教育庁文化財課（現山形県教育庁社会教育課埋蔵文化財保護室）、山形県土木部高速道路整備推進

室、山形県山形建設事務所高速道路用地対策課、東南村山教育事務所、天童市建設部建設課、天童市教育

委員会、天童土地改良区、石井克己、田嶋明人、辻秀人、萩本勝、若狭徹。



凡 例

１ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は次の通りである。

ＳＴ…竪穴建物跡 ＳＣ…平地式建物跡 ＳＢ…掘立柱建物跡 ＳＡ…柵列

ＳＫ…土坑 ＳＤ…溝状遺構・畝跡 ＳＧ…河川跡等 ＳＰ…ピット

ＳＸ…性格不明遺構 ＥＬ…遺構内カマド跡あるいは炉跡 ＥＰ…遺構内柱穴

ＥＢ…掘立柱 ＥＫ…遺構内土坑 ＥＤ…遺構内溝跡

ＲＰ…登録土器 ＲＱ…登録石器・石製品

ＲＷ…登録木製品 Ｐ…土器片 Ｓ…礫 Ｗ…木製品・木

２ 遺構番号は、基本的に現地調査段階での番号を踏襲しているが、一部に報告書作成時に新たに番号を付し

たものがある。

３ 遺跡位置の緯度・経度は世界測地系による。また、遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（日本

測地系）により、高さは東京湾平均海面を基準とする海抜高で表す。

４ 遺跡図中の方位は真北を示している。グリッドの南北軸は、Ｎ－１２°－Ｗを測る。

５ 遺構実測図は１／３０・１／４０・１／５０・１／６０・１／８０の縮図で採録し、各々スケールを付した。

６ 遺物実測図・拓影図は１／３・１／４・１／５・１／６・１／８で採録し、各々スケールを付した。

７ 遺構・遺物実測図中のアミはそれぞれ、以下の意味を示す。

…須恵器断面 …遺構断面図地山 …遺構内炭化物

…土器内面・外面の黒色処理 …遺構内焼土 …土師器底部削り範囲

８ 遺物の写真図版中の縮尺は任意による。

９ 遺物番号は、遺物実測図・遺物計測表・遺物の写真図版ともに共通したものである。

１０ 土層断面中の色調の記載は、１９９７年度農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標準土色帳」に拠っ

た。
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Ⅰ 調査の経緯

１ 調査に至る経過

的場遺跡の発掘調査は、日本道路公団の東北中央自動車道相馬・尾花沢線の建設事業に伴っ

て実施されたものである。

東北中央自動車道相馬・尾花沢線の建設事業は、平成２年度に県土木事業の上山～東根間都

市計画道路整備事業として計画された。その後国幹審より打ち出された高速道路整備路線計画

を受けて平成５年度に施行命令が発令され、平成８年度から本格的に事業が開始されている。

この間、山形県教育委員会では山形県土木部等の関係機関と協議を図りながら、平成２年度

から遺跡詳細分布調査を実施し、平成７年度には建設路線決定を受けてさらに遺跡の所在を確

認した。その結果、上山～東根間の路線内には周知の遺跡１７箇所に加え遺跡可能性地１６箇所の

３３箇所が位置していることが明らかになった。これに基づいて、埋蔵文化財の取り扱いについ

て山形県教育委員会が事業主体である日本道路公団と協議を行った結果、建設工事着手前の第

一次調査とその後の本発掘調査を計画的に進めることになり、財団法人山形県埋蔵文化財セン

ターが日本道路公団の委託を受けて平成９年度から発掘調査を実施している。

的場遺跡は以前からその存在が知られており、平成２年度の遺跡詳細分布調査では平安時代

の須恵器・赤焼土器（土師器）が確認された。その後平成９年７月２４日の県教育委員会文化財

課による試掘調査では遺跡範囲を東西３５０ｍ・南北４００ｍと推定し、それを受けて平成９年１０月

２２日～１１月１９日に財団法人山形県埋蔵文化財センターによって行われた第１次調査では奈良・

平安時代の集落跡や中世の遺構等が確認され、事業区域にかかる遺跡範囲について引き続き第

２・３次の発掘調査が実施されることになった。

発掘調査に至るまでの協議等は以下のとおりである。

◆日本道路公団東北支社管理課長より財団法人山形県埋蔵文化財センター調査第一課長（当

時）あてに埋蔵文化財発掘調査に係る費用積算調書の作成の依頼。（第２次調査……平成

１０年１月１９日。第３次調査……平成１１年１月１９日。）

◆財団法人山形県埋蔵文化財センター理事長より日本道路公団東北支社長あてに、発掘調査

を実施すること及び経費見積もりの回答。（第２次調査……平成１０年２月１０日。第３次調

査……平成１１年２月１２日。）

◆日本道路公団東北支社長より、財団法人山形県埋蔵文化財センター理事長あてに「東北中

央自動車道相馬・尾花沢線（上山～東根間）の建設工事に伴う平成１０（１１）年度埋蔵文化

財発掘調査」の依頼。（第２次調査……平成１０年４月１日。第３次調査……平成１１年４月

１日）

◆日本道路公団東北支社と財団法人山形県埋蔵文化財センターとで、「埋蔵物発掘調査業務

の委託契約」を締結。（第２次調査……平成１０年４月１日。第３次調査……平成１１年４月

１日）

Ⅰ 調査の経緯
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２ 調査の経過

� 第１次調査

第１次調査は平成９年１０月２２日から１１月１９日までのあいだの実質１１日間実施されている。調

査は遺跡範囲内の自動車道予定地に２×２０ｍを基本の単位としたトレンチを４８本設定し、遺

構・遺物の所在を確認した。その結果、竪穴建物跡や柱穴等の遺構が多数検出されたほか、奈

良・平安時代の土師器・須恵器、中世の磁器等の遺物が出土している。

この調査の時点では出土遺物の性格から、遺構は主に奈良・平安時代に属するものと推測さ

れていた。

� 第２次調査

第２次調査は、事業区域内の遺跡範囲中、自動車道の側道部にあたる９，５００㎡について平成

１０年４月１３日から６月２６日までと、補足調査（同年７月６日～３１日）を加えた実質７０日間にわ

たって実施された。以下に経過を略記する。

４月１３日

調査開始。器材搬入。

４月１５日

鍬入式。

４月１６日～２３日

重機による表土除去。

４月１６日～５月８日

遺構検出。

４月２７～３０日

調査区内にグリッドを設定。

（自動車道予定地のセンター杭を基準に、５×５ｍを一区間とした。Ｘ軸はＡ～Ｏ、Ｙ軸

は１～７５の範囲。）

５月２日～６月２６日

遺構精査。

精査が終了した遺構から実測図を採り、写真撮影を行う。

５月１４日～１５日

調査区に隣接する水田からの調査区内への漏水が著しかったため、それを防止する作業の

ために重機を導入。調査区西側端部の長さ約２４０ｍ・幅約２．５ｍの範囲を埋め戻す。

６月２３日

調査説明会。５４名の参加者を得られた。

６月２４日

空中写真撮影測量（委託業務）。

６月２６日

第２次調査終了・器材撤収。この日までに精査・記録が未了の遺構に対しては補足調査を

実施することになった。

第 １ 次 調 査

第 ２ 次 調 査

Ⅰ 調査の経緯
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７月６日

補足調査開始。器材搬入。

７月６日～３１日

遺構精査。

７月３１日

器材撤収。補足調査終了。

� 第３次調査

第３次調査は、第２次調査の調査区に挟まれた自動車道の本線部分のうち暫定２車線の部分

が対象となったが、そのうち第２次調査で遺構・遺物の検出・出土数に乏しかったＹ＝３１～３５

Ｇ以北を除いた８，２００㎡について平成１１年７月１９日から１１月１９日までと、補足調査（１１月２２日～

３０日）を加えた実質８５日間にわたって実施された。以下に経過を略記する。

７月１９日

調査開始。器材搬入。

７月２６日～８月３日

重機による表土除去。（８月４日に重機による残土整理。）

８月４日

基準点測量（委託業務）。

８月５日～９月１０日

遺構検出。

９月１４日～１１月１９日

遺構精査。

精査が終了した遺構から実測図を採り、写真撮影を行う。

１１月６日

調査説明会。８９名の参加者を得られた。

１１月１９日

調査終了。器材の一部を撤収。この日までに精査・記録が未了の遺構に対しては１１月２２日

から補足調査を実施することになった。

１１月２５日

空中写真撮影測量（委託業務）。

１１月３０日

補足調査終了。器材撤収。

第 ３ 次 調 査

Ⅰ 調査の経緯
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

１ 地理的環境

天童市は山形県のほぼ中心部を占める山形盆地の中心からやや東よりに位置する。東は奥羽

山脈、西は最上川と接し、南は山形市と接する立谷川扇状地に、北は東根市まで続く乱川扇状

地によって囲まれている。

このうち、的場遺跡の立地と関連が深いものは最上川とその東岸の地形および乱川扇状地で

ある。最上川に接する市西部域には、幅０．５～１㎞ほどの氾濫原の東側に位置する自然堤防上

に寺津・藤内新田・蔵増などの集落が立地し、さらにその東側には天童低地と呼ばれる後背湿

地が広がっている。乱川扇状地は白水川・村山野川・乱川・押切川などの河川による複合扇状

地で、扇頂は関山付近に位置し扇端部は東根市長瀞から天童市成生にかけての弧状の地域に広

がり半径は約１１㎞に及び、天童市域の北半を占める大規模な扇状地である。扇端部の天童市高

木・大清水・成生などには著名な涌泉があり、その豊富な水源を利用して古くから人々の生活

と密接に関わっていたと考えられる。

的場遺跡は天童市の市街地から北西に約３㎞にある同市成生（なりう）地区の西側に所在す

る。前述の乱川扇状地の扇端に位置し、西部の低湿地と隣接している。標高は８９～９０ｍを測り、

周辺は水田および果樹園が広がっている。本遺跡の今次調査区も、調査の直前までは水田ある

いは果樹園として用いられていた土地である。

２ 歴史的環境

天童市を含む山形盆地中心部からやや東側の地域は、縄文時代中期以降の各時代の遺跡が広

範囲に分布している。市東部の山麓部から平地の境界域では渡戸遺跡等縄文時代の遺跡が多く

見られるが、市西部の扇状地の先端部から最上川の自然堤防・後背湿地にかけては古墳時代以

降の遺跡が主体となる。

この地域における古墳時代の遺跡はその初期・中期にかけては扇端部や自然堤防上の微高地

に多く、塚野目Ａ遺跡（４世紀後半）や高木原口遺跡（５世紀代）、それに本遺跡やその南に

隣接する板橋２遺跡等はこれに該当するものと思われる。

その後古墳時代後期に入ると集落はより広い範囲に点在するようになり、微高地から低湿地

に進出し規模も大きくなる傾向が認められるが、その典型例は本遺跡の南方約２㎞に位置する

西沼田遺跡（国指定史跡）である。天童市西部の遺跡では最もよく知られておりまた重要な意

味を有する同遺跡では６世紀の建物跡や水田跡等の遺構が検出されたほか建築部材や農機具等

の木製品が多数出土し、当時の集落や農耕の様相を知る上で貴重な存在となっている。

近年、東北中央自動車道の建設工事に関連して本遺跡のほかに板橋１・板橋２・蔵増押切等

の遺跡で発掘調査が実施された。これらの多くは古墳時代の遺構・遺物を伴っており、各遺跡

の性格およびその相互の関連を明らかにすることで、当時のこの地域の様子がより明確になっ

てくることが期待される。

西 沼 田 遺 跡

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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第１図 遺跡位置図（国土地理院発行２万５千分の１地形図「寒河江」（Ｈ１２・１２・１）使用）

１．的場遺跡（古墳・平安）
２．板橋２遺跡（縄文・古墳）
３．板橋１遺跡（縄文・古墳・平安）
４．蔵増北Ｂ遺跡（平安・鎌倉）
５．蔵増押切遺跡（古墳・平安）
６．地蔵池Ｂ遺跡（平安）
７．高木原口遺跡（古墳）
８．高木石田遺跡（縄文・平安）
９．北畑遺跡（平安）
１０．押切遺跡（奈良・平安）

１１．柏木遺跡（縄文）
１２．西沼田遺跡（古墳）
１３．願正壇遺跡（縄文・古墳）
１４．中原遺跡（平安）
１５．塚野目遺跡（平安）
１６．矢口遺跡（縄文）
１７．塚野目Ａ遺跡（弥生～平安）
１８．塚野目Ｂ遺跡（平安）
１９．中袋遺跡（平安）
２０．砂子田遺跡（縄文）

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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Ⅲ 遺跡の概要

１ 遺跡の層序

的場遺跡は東から広がる乱川扇状地の前縁部に位置し、西に広がる最上川の後背湿地と隣接

する。標高は約８９～９０ｍを測る。

第３図の「基本層序１」は第２次調査区西側のＡ―４７Ｇ、「基本層序２」は第３次調査区西

側のＦ－５２～５３Ｇを示す。いずれも基本的にはグライ化した砂あるいはシルト質砂の地山層が

昭和５０年代の県営ほ場整備事業等によって削平されたあとに、耕作土が堆積している状態で

あったが、「２」の第Ⅱ層は、地山削平以前の遺構埋没時の覆土と思われる。

２ 遺構と遺物の分布
今回の発掘調査は第２次・第３次発掘調査計１７，７００㎡を対象としたものである。

「Ⅰ－２ 調査の経過」で既述の事情により、遺構・遺物とも検出・出土の数量は調査区全

体で見ると南側に偏った分布となっているが、実際にはその範囲（以下「遺構密集区域」と記

す）がかつて本遺跡で営まれていた集落の中心であったと推測する。

遺構は竪穴建物跡３０棟・平地式建物跡２棟・掘立柱建物跡１２棟等大規模なものに加え、小規

模なものも含めると約３，０００基が検出された。下記あるいは後述のように様々な時期の遺構が

存在すると思われるが、検出された面は時代による差はなくほぼ同一である。本遺跡の主体で

ある古墳時代の遺構は遺構密集区域の西側～中央部に位置するものが多く、次いで数の多い平

安時代に帰属すると思われる遺構は中央部から南東よりに位置している。

基本層序１（Ａ－４７Ｇ）
１ １０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト
２ １０ＹＲ２／１黒褐色シルト
３ ７．５Ｙ５／１灰オリーブ色シルト質砂

基本層序１

第３図 基本層序

基本層序２（Ｆ－５２～５３Ｇ）
Ⅰ １０ＹＲ４／２灰黄褐シルト
Ⅱ １０ＹＲ１．７／１黒色シルト
Ⅲ ５Ｙ５／１褐灰色砂

基本層序２

基 本 層 序

Ⅲ 遺跡の概要
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遺物は整理箱にして第２次調査で７９箱、第３次調査で２３０箱の計３０９箱が出土した。縄文時代

から近世に至るまでの様々な時期の土器・陶磁器・石器・石製品・木製品・金属製品などがあ

るが、中心となるのは古墳時代の土師器であり、下記あるいは後述のように多くは竪穴建物跡

や土坑などの遺構内から出土している。

次に主な遺構の分布と状況について簡単に述べる。

竪穴建物跡（ＳＴ）は検出された３０棟のうち２５棟が、遺構密集区域の中央から北西寄りにあ

たるＡ～Ｊ－４１～６０Ｇの範囲に位置している。７棟からカマド跡が、その他の建物跡の多くか

らは炉跡と思われる屋内施設が検出されているが、建物全体を含めて検出時の遺存状態は各遺

構によって差が大きい。主に古墳時代中期の土師器が出土しているほか一部の建物跡からは同

時期の須恵器も出土しており、建物跡の多くはこの時代に帰属するものと考えられるが、重な

り合った状況で検出されたものがあることや遺構の向き・カマドの位置・出土遺物の様相等を

考慮すると、各建物跡が使用された時期には微妙な違いがあるものと思われる。

平地式建物跡（ＳＣ）は遺構密集区域中央部からやや北寄りのＩ～Ｋ－５０～５２Ｇ（ＳＣ５００２）

とＪ～Ｌ－４６～４８Ｇ（ＳＣ５００１）で検出された。竪穴建物跡の密集地よりもやや東よりに位置

しており、地山面での検出・確認である。遺物の出土数は少ない。

掘立柱建物跡（ＳＢ）は１２棟中７棟が、遺構密集区域の中央から東側にかけて検出されてお

り、西側では確認されなかった。規模・構造・向きは各遺構で多少異なっているが、全般的に

出土遺物が少なく、帰属時期の詳細については未確認のものが多い。また柱穴から柱痕を検出

したものもある。

土坑（ＳＫ）は遺構密集区域の全般に広く分布している。竪穴建物跡が集中している区域か

ら検出された土坑には覆土中からは古墳時代の土師器が多量に出土したもの（ＳＫ３０２３・ＳＫ

３０３０など）がある。

井戸跡とした遺構（ＳＥ）も遺構密集区域全般に分布しているが土坑よりも数量は少なく、

遺存状態のよかったものは僅かであり出土遺物も少ない。素掘りのものが多いが、底部から木

枠や曲物の側板が出土したものもある。

溝跡・溝状遺構（ＳＤ）は調査区内の集落を区画していたと思われるもの（ＳＤ２０５４・２０５６・

２４８１）と、Ｄ～Ｎ－４６～５６Ｇで竪穴建物跡等の他の遺構を浅めに切って南北に走る耕作時の畝

跡と思われるものとに大別される。これらの遺構からは主に平安時代前期に属すると思われる

土器が出土している。

河川跡（ＳＧ）等自然遺構と思われるものでは、ＳＧ１１５７／３０００（調査次によって番号が異

なるが同一の遺構）がＹ＝３７～４１Ｇで東西に流れているが、この遺構を境に北と南とでは質・

量とも各遺構の検出状況は大きく異なっている。この遺構からは古墳時代の土師器のほか、須

恵器高坏等が出土している。また遺構密集区域の中央部やや東よりに位置するＳＧ２６３９（河川

跡というよりは池沼跡と思われる）からは平安時代前期の土器が出土している。

なお、調査区の西端での竪穴建物跡・東端での溝跡等の検出状況などから、本遺跡に位置し

ていた集落跡の範囲は調査区外の東西に広がるものと推測される。

竪 穴 建 物 跡

平地式建物跡

掘立柱建物跡

Ⅲ 遺跡の概要
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Ⅳ 出土した遺構と遺物

１ 竪穴建物跡（ＳＴ）

竪穴建物跡は第２次調査で１１棟、第３次調査で１９棟、計３０棟が確認された。以下に概略を述

べる。

ＳＴ６８７（遺構平面・断面図＝第１１図、出土遺物実測図＝第７０～７２図）

【位置】Ａ～Ｂ－６６～６７Ｇ。【長軸】３６０㎝（東西）。【短軸】３１５㎝（南北）。【平面プラン】方

形。【長軸方向】Ｎ－６７°－Ｗ。【重複関係】溝状遺構（ＳＤ６９３）に南西部を切られている。【遺

存状態】全体としては良好。【壁の立ち上がり】南北壁は垂直に、東壁はやや緩やかに立ち上

がる。【確認面からの深さ】２０㎝。【床面】貼床を有する。炭化物を多く含み、固くしまる。グ

ライ化している。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径２８～３６㎝・深さ４～２０㎝。

位置的には主柱穴の可能性があるがＥＰ２以外の深さは５㎝未満で掘り込みの浅いものが多い。

【周溝】南西隅を除きほぼ全周を廻る。（ＥＤ５）。幅１２㎝・深さ８㎝。東側は壁からやや離れ

る。【炉・カマド】プランほぼ中央の床面に焼土・炭化物が集中して検出された部分があり、

地床炉を有していたと考えられる。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（１～５）・

高坏（６～８）・甕（１０～１６）等古墳時代に属する土器のほか、石製品（１７）（石棒か）等が出

土。土器は細片が多かったが床面に張り付くような状態で出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ７１６（遺構平面・断面図＝第１２図、出土遺物実測図＝第７２・７３図）

【位置】Ａ～Ｂ－５７～５９Ｇ。南西部は調査区外に広がり、検出したプランは全体の３分の１程

度の範囲と思われる。【長軸】６９０㎝（南北・検出部分のみ）【短軸】４２０㎝（東西・検出部分の

み）【平面プラン】長方形と思われる。【長軸方向】Ｎ－１１°－Ｅ【重複関係】検出された部分

にはない。【遺存状態】やや不良。上面は後世に削平されたと思われ、特に西側の残存状態は

悪い。【壁の立ち上がり】やや急な角度。【確認面からの深さ】３０㎝。【床面】貼床を有する。

黒褐色土で炭化物を多く含む。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】プ

ラン中央からやや北寄りに床面の一部に焼土・炭化物が分布した部分があり、地床炉を有して

いた可能性がある。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（１８）・高坏（２１）・有孔鉢

（１９）・甕（２０・２２・２３）、石製品（２４～２６）等古墳時代に属する土器が出土しているが全体的

に出土量は少なかった。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ７３５（遺構平面・断面図＝第１３図、出土遺物実測図＝第７３・７４図）

【位置】Ａ～Ｃ－５５～５７Ｇ。西部は調査区外に広がる。【長軸】９００㎝（東西・検出部分のみ）。

【短軸】８８０㎝（南北）【平面プラン】正方形に近い隅丸方形。【主軸方向】Ｎ－８°－Ｗ【重複

関係】なし。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】ほぼ垂直。【確認面からの深さ】２０㎝。【床

面】貼床を有する。炭化物を多く含み、グライ化している。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～４の
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４基を確認。径５０～６０㎝・深さ３０～３６㎝。位置的には主柱穴の可能性がある。【周溝】未確認。

【炉・カマド】南壁やや東寄りにカマドを有するが、遺存状態は不良で袖部は確認できず、燃

焼部の壁面・底面に焼土が検出されたのみである。主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。【その他の

屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（２８～３０）・高坏（３２～３７）・甕（４０～４５）、須恵器坏（２７）

等古墳時代に属する土器が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ７５１（遺構平面・断面図＝第１４・１５図、出土遺物実測図＝第７５図）

【位置】Ａ～Ｃ－５３～５４Ｇ。西部は調査区外に広がる。【長軸】７３０㎝（南北）。【短軸】５００㎝

（東西・検出部分のみ）【平面プラン】正方形に近い隅丸方形と思われる。【主軸方向】Ｎ－２０°－

Ｗ【重複関係】北東でＳＴ７７７と重複（ＳＴ７５１→ＳＴ７７７）。【遺存状態】良好。【壁の立ち上が

り】ややゆるやかな角度。【確認面からの深さ】３０㎝。【床面】貼床を有する。グライ化してお

り固くしまる。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～２の２基を確認。径８０～１００㎝、深さ３５～５０㎝。調

査区外にこれらと対応するピットが所在するとしたら、位置的には主柱穴の可能性がある。【周

溝】未確認。【炉・カマド】南壁中央からやや東側にカマド跡を検出。主軸からの振れはＮ－

２０°－Ｗ。本体は長さ５０㎝・幅９０㎝、袖は長さ５０㎝を測る。東側の袖は後世の削平を受けてい

る。西側袖の先端部からは構築材と思われる礫が出土している。燃焼部は壁面が焼け、焼土の

堆積があり底面も焼けている。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（４６～４８）・高

坏（５０）・壷（４９）・甕（５１～５５）等古墳時代に属する土器が出土している。高坏は逆位でカマ

ド近くから出土しており、カマドの構築材であった可能性がある。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ７７７（遺構平面・断面図＝第１６図、出土遺物実測図＝第７６図）

【位置】Ｂ～Ｃ－５１～５３Ｇ。【長軸】７６０㎝。【短軸】７６０㎝。【平面プラン】ほぼ正方形。【長軸

方向】Ｎ－４８°－Ｗ【重複関係】ＳＴ７５１と重複（ＳＴ７５１→ＳＴ７７７）。【遺存状態】良好。【壁

の立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】１０㎝。【床面】直床と思われる。覆土直

下に粘土質シルトの床面がある。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径３０～３５㎝・

深さ３５～４０㎝。径は大きくないがほぼ等間隔に配置され掘り込みもしっかりしており、主柱穴

の可能性が高い。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。プラン南隅に焼土が検出されたが詳

細は不明である。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（５６～６０）・甕（６１～６２）等

古墳時代の土器のほか、平安時代の須恵器坏（６３）、等が出土している。決して量は多くない

がいずれも出土時の遺存状況は良好であった。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ７８９（遺構平面・断面図＝第１７図、出土遺物実測図＝第７６・７７図）

【位置】Ｃ～Ｄ－５１～５２Ｇ。東側の一部は調査区外。【長軸】４１５㎝（南北）。【短軸】４００㎝（東

西）。【平面プラン】正方形に近い隅丸方形。【長軸方向】Ｎ－２０°－Ｅ【重複関係】ＳＴ７９２と

重複。本遺構の北西側がＳＴ７９２を切る（ＳＴ７９２→ＳＴ７８９）【遺存状態】良好。【壁の立ち上

がり】ほぼ垂直に立ち上がる。【確認面からの深さ】２０㎝。【床面】直床と思われる。覆土直下

に灰黄色の地山がある。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径３５～４５㎝・深さ１２～

１８㎝。【周溝】未確認。【炉・カマド】プラン中央からやや南東寄りに焼土・炭化物が分布して
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おり、地床炉を有していた可能性がある。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（６５）・

有孔鉢（６８）・甕（６９・７０）等古墳時代に属する土器が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ７９２（遺構平面・断面図＝第１７図、出土遺物実測図＝第７７図）

【位置】Ｃ～Ｄ－５０～５１Ｇ。東側の一部は調査区外。【長軸】６５０㎝（南北）。【短軸】５７０㎝（東

西・検出部分のみ）【平面プラン】方形。【長軸方向】Ｎ－２５°－Ｗ【重複関係】ＳＴ７８９と重複

（ＳＴ７９２→ＳＴ７８９）。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】やや緩やかな角度。【確認面から

の深さ】１０㎝。【床面】直床と思われる。グライ化し、炭化物が多く混入している覆土直下に

灰黄色の床面あり。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径３０～４０㎝・深さ１５～２５㎝。

【周溝】南西隅にＬ字状に残存（ＥＤ５）。幅１５㎝・深さ４㎝。【炉・カマド】未確認。【その

他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（７３～７４）・甕（７５～７７）、須恵器坏蓋（７１）等古墳

時代に属する土器が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ７９５（遺構平面・断面図＝第１８・１９図、出土遺物実測図＝第７８～８１図）

【位置】Ａ～Ｃ－４９～５０Ｇ。 西部は調査区外に広がる。【長軸】７８０㎝（東西・検出部分のみ）。

【短軸】７２０㎝（南北）【平面プラン】方形。【主軸方向】Ｎ－６５°－Ｅ【重複関係】なし。【遺

存状態】プラン西側で圃場整備の削平を受けている。【壁の立ち上がり】急な角度。【確認面か

らの深さ】１８㎝。【床面】直床と思われる。灰黄色の地山上に炭化物が点々と貼り付いている。

【柱穴・ピット等】ＥＰ１～２の２基を確認。径４５～６０㎝・深さ３０～３４㎝。【周溝】未確認。【炉・

カマド】東壁中央からやや北側にカマド跡（ＥＬ１）を検出。主軸からの振れはＮ－１１０°－Ｅ。

本体は長さ１８５㎝・幅１０５㎝・残存高３５㎝、袖の検出部分は長さ９０㎝・幅９０㎝・深さ１９㎝を測る。

燃焼部は壁面が焼け、焼土の堆積があり底面も焼けている。袖は両側とも残存しており、先端

から土師器やカマド石が集中して検出されている。煙道部は若干残存しているものの吹出口ま

では残っていなかった。【その他の屋内施設】ＥＫ６およびカマド北東側の土坑は貯蔵穴の可

能性がある。【遺物】土師器坏（７８～８５）・有孔鉢（８７～８８）・壷（８９）・甕（９０～９５、９７～１０２）・

甑（９６）等、古墳時代に属する土器、平安時代の土師器（１０３）や、石製品数点（１０４～１０７）

が出土している。多くの遺物はカマドとその周辺に集中した状態で出土しており、一部の土器

はカマドの構築材として使用されていたものと思われる。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀後葉）と思われる。

ＳＴ１１１０（遺構平面・断面図＝第２０図、出土遺物実測図＝第８１～８２図）

【位置】Ｃ～Ｄ－４４～４６Ｇ。東部は調査区外に広がる。【長軸】５５０㎝（南北）。【短軸】５２０㎝

（東西・検出部分のみ）【平面プラン】正方形に近い。【長軸方向】Ｎ－１３°－Ｅ【重複関係】

なし。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】２５㎝。【床

面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～３の３基を確認。径２５～４０㎝・深さ１０～２５㎝。

位置的にはいずれも主柱穴の可能性が考えられるが、ＥＰ１を除いて掘り込みは浅い。【周溝】

検出されたプランのほぼ全周にわたって確認（ＥＤ１）。幅１５～２０㎝・深さ６㎝。掘り込みは

しっかりしている。【炉・カマド】プラン東側床面で焼土が検出されている。詳細は未確認で

ある。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（１０８～１１１）・甑（１１３）・甕（１１７・１１８）
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等古墳時代に属する土師器と須恵器（１１５）の坏身、平安時代の土師器（１１２）と須恵器（１１４）、

そのほか、石棒と思われる石製品（１１９）等が出土している。プラン東～南東側床面の焼土の

近くで土器出土が多く、本遺構が調査区外の範囲にカマドを有していた可能性を示唆するもの

でもあるが、カマドの有無の詳細は不明である。なお、須恵器坏身は床面からの出土である。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ１１１２（遺構平面・断面図＝第２０図、出土遺物実測図＝第８２図）

【位置】Ａ～Ｂ－４３～４４Ｇ。東部は調査区外に広がる。【長軸】４００㎝（南北）。【短軸】３８０㎝

（東西・検出部分のみ）【平面プラン】正方形に近い。【長軸方向】Ｎ－３１°－Ｗ【重複関係】

なし。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】緩やかに立ち上がったあと垂直に上がる。【確認

面からの深さ】２０㎝。【床面】直床と思われる。固くしまる。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～３の

３基を確認。径２５～４０㎝・深さ８～１０㎝。掘り込みは浅く位置的に見ても柱穴かどうかは疑問

が残る。【周溝】検出されたプランのほぼ全周にわたって確認（ＥＤ１）。幅１５㎝・深さ２㎝。

【炉・カマド】未確認。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（１２０）・甕（１２１）等

古墳時代の土器や、石製品（１２２）が出土しているが全体的に点数は少ない。なお（１２０）の坏

の底部外面には輪台技法を用いたと思われる痕跡が残っている。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ１１２７（遺構平面・断面図＝第２１図、出土遺物実測図＝第８２～８５図）

【位置】Ａ～Ｂ－４２～４３Ｇ。北西部は調査区外に広がる。【長軸】５２０㎝。【短軸】５００㎝。【平

面プラン】方形。【主軸方向】Ｎ－２６°－Ｗ【重複関係】なし。【遺存状態】良好。【壁の立ち上

がり】緩やかな角度。【確認面からの深さ】２０㎝。【床面】直床と思われる。固くしまる。【柱

穴・ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径３０～４０㎝・深さ１５～２０㎝。【周溝】未確認。【炉・

カマド】南壁の東側にカマド検出。主軸からの振れはＮ－３９°－Ｗ。本体は長さ１２０㎝・幅１００㎝・

現存高４５㎝、袖の検出部分は幅４０㎝・高さ４５㎝を測る。全体的な遺存状況は良好である。【そ

の他の屋内施設】未検出。【遺物】土師器坏（１２３～１２５）・甕（１２６～１３９）等古墳時代に属する

土器や、カマド石を含む石製品（１４０～１４２）が出土している。カマドとその周辺から多量の土

器が出土した。土師器のうち（１２５）と（１３８）の底部外面には輪台技法を用いて成形された痕

跡が残っている。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２００２（遺構平面・断面図＝第２２～２３図、出土遺物実測図＝第８６～８７図）

【位置】Ｅ～Ｆ－６０～６１Ｇ。【長軸】５８０㎝（南北）。【短軸】５６０㎝（東西）。【平面プラン】方

形。【主軸方向】Ｎ－２０°－Ｗ【重複関係】西でＳＸ３６６７に切られる。【遺存状態】良好。【壁の

立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】３０㎝。【床面】直床と思われる。【柱穴・

ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径５０～７０㎝・深さ３０～３６㎝。位置的には主柱穴の可能性

がある。【周溝】未確認。【炉・カマド】南壁の東側にカマド（ＥＬ１）検出。主軸からの振れ

はＮ－２８°－Ｗ。本体は長さ１９５㎝・幅１００㎝を測る。煙道は判然としない。袖の検出部分は長

さ１２０㎝・幅４０㎝・深さ２３㎝を測る。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（１４７）・

高坏（１４８・１４９）・甕（１５０～１５２）須恵器坏蓋（１４３～１４５）・坏身（１４６）等古墳時代に属する

土器のほか、砥石と思われる石製品（１５４・１５５）が出土している。土師器は主にカマドおよび

ＳＴ１１１２

ＳＴ１１２７

カマドを持つ

ＳＴ２００２

カマドを持つ
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その周辺の床面近くから、須恵器はプラン北西部の覆土中から出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２００４（遺構平面・断面図＝第２４図、出土遺物実測図＝第８７図）

【位置】Ｈ～Ｉ－５９～６０Ｇ。【長軸】４４０㎝（南北）。【短軸】３８０㎝（東西）。【平面プラン】長

方形。【長軸方向】Ｎ－１３°－Ｗ【重複関係】南西隅でＳＰ２１９６を切り、南隅でＳＰ２２０２に切ら

れ、ＳＰ２２０４を切る。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】やや急な角度。【確認面からの深

さ】３０㎝。【床面】直床と思われる。焼けた木材が折り重なるように多数検出されており、焼

失建物の可能性が考えられる。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径３２～６０㎝・深

さ１７～３１㎝。位置的には主柱穴と考えられる。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【その

他の屋内施設】未確認【遺物】土師器坏（１５６）・有孔鉢（１５７）・甕（１５８・１５９）等古墳時代に

属する土器のほか、縄文土器片（１６０）や石器の剥片（１６１）が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２００６（遺構平面・断面図＝第２５図、出土遺物実測図＝第８８図）

【位置】Ｆ～Ｇ－５４～５５Ｇ。【長軸】４３０㎝（東西）。【短軸】２６０㎝（南北）。【平面プラン】不

明。【長軸方向】Ｎ－８３°－Ｅ【重複関係】北側をＳＴ２００７に切られる（ＳＴ２００６→ＳＴ２００７）

【遺存状態】やや不良。【壁の立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】１０㎝。【床

面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【そ

の他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（１６２～１６４）・高坏（１６５～１６９）・甕（１７０～１７２）

等古墳時代に属する土器が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉）と思われる。

ＳＴ２００７（遺構平面・断面図＝第２５図、出土遺物実測図＝第８８～８９図）

【位置】Ｆ～Ｇ－５４Ｇ。【長軸】３６０㎝（南北）。【短軸】３５０㎝（東西）。【平面プラン】ほぼ正

方形。【長軸方向】Ｎ－１７°－Ｗ【重複関係】南側でＳＴ２００６を切る（ＳＴ２００６→ＳＴ２００７）【遺

存状態】やや不良。【壁の立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】１０㎝。【床面】

貼床を有すると思われる。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。

【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器甕・壷（１７３～１８１）・甑（１８２）等、古墳時代に

属する土器が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２００８（遺構平面・断面図＝第２６図、出土遺物実測図＝第９０図）

【位置】Ｆ～Ｈ－６４～６５Ｇ。【長軸】６６０㎝（東西）。【短軸】５２０㎝（南北・検出部分のみ）。【平

面プラン】方形。【長軸方向】Ｎ－９０‐Ｅ°【重複関係】南側でＳＴ２００９に、南東でＳＥ３９８５に

切られる。（ＳＴ２００８→ＳＴ２００９）【遺存状態】不良。【壁の立ち上がり】急な角度。【確認面か

らの深さ】３０㎝。【床面】貼床の有無等については判然としない。【柱穴・ピット等】未確認。

【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（１８４）・

高坏（１８５）・甕（１８６・１８７）等古墳時代に属する土器のほか、平安時代の須恵器甕（１８３）や、

砥石と思われる石製品（１８８）が出土している。

【帰属時期】遺物の出土量が少ないこともあり詳細は不明。古墳時代中期～平安時代前期まで

の範囲内の可能性がある。

ＳＴ２００４

焼失建物跡か

ＳＴ２００６

ＳＴ２００７

ＳＴ２００８
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ＳＴ２００９（遺構平面・断面図＝第２７図、出土遺物実測図＝第９０～９１図）

【位置】Ｆ～Ｈ－６５～６７Ｇ。【長軸】８００㎝（南北）。【短軸】７００㎝（東西）。【平面プラン】方

形。【長軸方向】Ｎ－８°－Ｗ【重複関係】北側でＳＴ２００８を切り、北東隅をＳＥ３９８５に切られ

る（ＳＴ２００８→ＳＴ２００９）。またプラン全体が性格不明の別遺構を切っている。【遺存状態】不

良。【壁の立ち上がり】やや急な角度。【確認面からの深さ】４０㎝。【床面】貼床の有無等につ

いては判然としない。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【そ

の他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器高坏（１８９～１９１）・甕（１９２）等古墳時代に属する土

器、土師器坏（１９９）・高台付坏（１９４・２００）・甕（１９３）、須恵器坏（１９５～１９７）・甕（１９８）等

平安時代に属する土器、そのほか性格不明の木製品（２０１～２０３）等が出土している。平安時代

の土器の一部には外面に墨書が確認されるものがある（１９７・１９９）ほか、坏類の底部にはすべ

て回転糸切の痕が見られる。また木製品のうち（２０１）には穿孔があり、（２０３）は片面が炭化

している。

【帰属時期】遺物およびその出土状況より、平安時代前期（９世紀第２～第３四半期）と思わ

れる。

ＳＴ２０１０（遺構平面・断面図＝第２８図、出土遺物実測図＝第９２図）

【位置】Ｅ～Ｆ－５２～５３Ｇ。【長軸】４４０㎝（東西・推定）。【短軸】４２０㎝（南北・推定）。【平

面プラン】方形と思われる。西側は不明確。【長軸方向】Ｎ－６０°－Ｅ【重複関係】北側でＳＴ

２０１１に、南東隅をＳＰ３６７６に、西をＳＤ２４４７に、東をＳＢ３５０３に切られる（ＳＴ２０１０→ＳＴ２０１１

→ＳＢ３５０３）。【遺存状態】不良。特に西側は後世の削平の影響を大きく受けている。【壁の立

ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】１４㎝。【床面】直床と思われる。【柱穴・ピッ

ト等】ＥＰ１の１基を確認。径４５㎝・深さ３０㎝。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【そ

の他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（２０６・２０７）・壷（２０９）・甕（２０８・２１０）等古墳時

代に属する土器、須恵器壷・蓋（２０４～２０５）等平安時代に属する土器が出土しているが、遺構

自体の遺存状態が良くない上に床面出土の遺物は少ない。

【帰属時期】出土遺物からは古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２０１１（遺構平面・断面図＝第２８図、出土遺物実測図＝第９２図）

【位置】Ｅ～Ｆ－５１～５２Ｇ。【長軸】５８０㎝（南北・推定）。【短軸】５７０㎝（東西・推定）。【平

面プラン】方形と思われる。北～北西側は不明確。【長軸方向】Ｎ‐２８°－Ｗ。【重複関係】南

側でＳＴ２０１１を切り、ＳＤ６０７４に切られる。東でＳＢ３５０３に切られる（ＳＴ２０１０→ＳＴ２０１１→

ＳＢ３５０３）。【遺存状態】不良。特に北～西側は後世の削平の影響を大きく受けている。【壁の

立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】１０㎝。【床面】直床と思われる。【柱穴・

ピット等】ＥＰ２の１基を確認したが、本遺構と重複するＳＴ２０１０に属するピットである可能

性もある。径３５㎝・深さ３５㎝。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【その他の屋内施設】

未確認。【遺物】土師器坏（２１１～２１３）・高坏（２１４）・甕（２１５・２１６）等古墳時代に属する土器

が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２０１２（遺構平面・断面図＝第２９図、出土遺物実測図＝第９２～９３図）

【位置】Ｇ～Ｈ－５３～５４Ｇ。【長軸】３８０㎝（南北）。【短軸】３７０㎝（東西）。【平面プラン】正

ＳＴ２００９

平 安 前 期 の
竪 穴 か

ＳＴ２０１０

ＳＴ２０１１

ＳＴ２０１２
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方形に近い方形。【長軸方向】Ｎ－５°－Ｗ。【重複関係】全体をＳＢ３５０３に切られる（ＳＴ２０１２→

ＳＢ３５０３）。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】急な角度。【確認面からの深さ】１４㎝。【床

面】貼床を有する。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】南側の壁近くの床面にはわずかに溝状

に掘り込まれたような部分があるが詳細は不明である。【炉・カマド】プラン中央やや北側に

地床炉と思われる焼土分布があるが詳細は不明である。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】

土師器坏（２１７・２１８）・壷（２２１）・甕（２１９・２２０・２２２・２２３）等古墳時代に属する土器が出土

している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２０１４（遺構平面・断面図＝第３０～３１図、出土遺物実測図＝第９３～９４図）

【位置】Ｆ～Ｇ－５６～５７Ｇ。【長軸】８４０㎝。【短軸】８４０㎝。【平面プラン】正方形。【長軸方向】

Ｎ－１３°－Ｗ【重複関係】なし。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】急な角度。【確認面から

の深さ】３０㎝。【床面】貼床を有する。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～４の４基を確認。径７２～９０㎝・

深さ３２～４０㎝。位置的には主柱穴の可能性が考えられる。【周溝】壁近くの床面はいずれも若

干掘り込まれているが詳細は不明。【炉・カマド】地床炉を確認。長さ６０㎝・幅６０㎝ Ｎ－１５°－

Ｗ。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（２２４～２３７）・高坏（２４０～２４３）・壷（２４５・

２４６・２４８）・甕（２４４・２４７・２４９）、須恵器坏蓋（２３８）・壷（２３９）等古墳時代に属する土器のほ

か、縄文土器（２５０・２５１）、石器・石製品（２５２～２５４）等が出土している。土師器のうち（２３０）

と（２４４）の底部外面は輪台を用いて成形されたあとそれを削り飛ばしたと思われる痕跡があ

る。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２０１６（遺構平面・断面図＝第３２図、出土遺物実測図＝第９５図）

【位置】Ｈ～Ｋ－５７～５９Ｇ。【長軸】６７０㎝（南北）。【短軸】５９０㎝（東西・検出部分のみ）。【平

面プラン】方形。【長軸方向】Ｎ－１５°－Ｅ【重複関係】北東をＳＸ２４８０に、南東をＳＤ２６２８に

切られる。【遺存状態】やや不良。【壁の立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】

１２㎝。【床面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】未

確認【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器高台付皿（２５６）・須恵器壷（２５５）等の、平

安時代に属する土器が出土しているが全体的に数量は少ない。

【帰属時期】遺物の出土量が少ないこともあり詳細は不明。古墳時代中期～平安時代前期まで

の範囲内の可能性がある。

ＳＴ２０１７（遺構平面・断面図＝第３３図、出土遺物実測図＝第９５図）

【位置】Ｄ～Ｆ－４９～５０Ｇ。南西は調査区外に広がる。【長軸】４８０㎝（東西・検出部分のみ）。

【短軸】４５０㎝（南北・検出部分のみ）。【平面プラン】方形。【長軸方向】Ｎ－４８°－Ｅ【重複

関係】なし。【遺存状態】不良。【壁の立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】１０㎝。

【床面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認

【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器鉢（２５７）・甕（２５８～２６０）等古墳時代に属する

土器や、数点の石製品（２６１～２６３）が出土しているが全体的に点数は少ない。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われるが

詳細は不明。

ＳＴ２０１４

ＳＴ２０１６

ＳＴ２０１７

Ⅳ 出土した遺構と遺物

１５



ＳＴ２０１９（遺構平面・断面図＝第３４図、出土遺物実測図＝第９６～９７図）

【位置】Ｉ～Ｊ－５４～５５Ｇ。【長軸】４４０㎝（東西）。【短軸】３８０㎝（南北）。【平面プラン】方

形。【長軸方向】Ｎ－７１°－Ｅ【重複関係】なし。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】急な角

度。【確認面からの深さ】２４㎝。【床面】貼床を有する。プラン西側に炭化した木材が多数検出

され、焼失建物の可能性あり。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～６の六基を確認。１・２は径２５㎝・

深さ３５㎝、３～６は径１５㎝・深さ１０～１５㎝。【周溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【その他

の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（２６４～２６７）・高坏（２６８～２７０）・壷（２７１・２７８）・甕（２７２～

２７５・２７７・２７９・２８０）・甑（２７６）等古墳時代に属する土器のほか、土製品の紡錘車（２８１）・砥

石と思われる石製品（２８２）。土師器のうち（２６７）の底部外面は輪台技法を用いて成形された

あとその輪台を削り飛ばしたと思われる痕跡がある。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ２０２０（遺構平面・断面図＝第３５図、出土遺物実測図＝第９８図）

【位置】Ｈ－５１～５２Ｇ。【長軸】４７０㎝（東西・検出部分のみ）。【短軸】３４０㎝（南北・検出部

分のみ）。【平面プラン】方形と思われる。【長軸方向】Ｎ－３０°－Ｅ【重複関係】北東をＳＣ５００２

に、南東をＳＸ２７６０に、南西をＳＢ３５０２に切られる。【遺存状態】良くない。【壁の立ち上がり】

やや急な角度。【確認面からの深さ】１０㎝。【床面】貼床の有無等は判然としない。【柱穴・ピッ

ト等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】北東隅に焼土が検出されているが詳細は不明。

【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（２８４・２８５）・甕（２８６・２８７）等古墳時代に属

する土器のほか、平安時代に属する須恵器双耳坏の破片（２８３）等が出土しているが全体的に

点数は少ない。土師器のうち（２８５）の底部外面は輪台を用いて成形されたあとそれを削り飛

ばしたと思われる痕跡がある。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われるが

詳細は不明。

ＳＴ４００２（遺構平面・断面図＝第３５図、出土遺物実測図＝第９８図）

【位置】Ｉ～Ｋ－４５～４６Ｇ。【長軸】５２０㎝。【短軸】５２０㎝。【平面プラン】ほぼ正方形。【長軸

方向】Ｎ－１０°－Ｅ【重複関係】南西隅をＳＫ３０３０に切られる。【遺存状態】不良。上部は後世

の削塀の悪影響が大きく、壁面はほとんど残っていない状態であった。【壁の立ち上がり】確

認面の高さが床面と同一と思われるため判然としない。【確認面からの深さ】確認面が床面と

思われる。【床面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】未確認。【周溝】未確認。【炉・カマド】

プラン中央部に焼土・炭化物が集中しており、地床炉があった可能性があるが詳細は不明。【そ

の他の屋内施設】ＳＫ３０３０からは多量の土師器が出土し、ＳＴ４００２と何らかの関連のある施設

であった可能性があるが詳細は不明である。【遺物】ＳＴ４００２としたプラン内から出土した遺

物は遺存状態が良くなく、図化したものは古墳時代に属する土師器甕（２８８）１点のみである。

なおＳＫ３０３０からは古墳時代に属する土師器坏・高坏・壷・甕等が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ４００３（遺構平面・断面図＝第３６～３７図、出土遺物実測図＝第９８～１０１図）

【位置】Ｄ～Ｆ－４６～４８Ｇ。【長軸】８１０㎝（南北）。【短軸】７２０㎝（東西）。【平面プラン】方

形。【長軸方向】Ｎ－４０°－Ｗ【重複関係】畝跡と思われる溝状遺構に覆土を切られている。【遺

ＳＴ２０１９

焼失建物跡か

ＳＴ２０２０

ＳＴ４００２

ＳＴ４００３
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存状態】良好。【壁の立ち上がり】やや急な角度。【確認面からの深さ】１８㎝。【床面】直床と

思われる。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～３の３基を確認したが、位置や深さから見て主柱穴で

あった可能性があるのはＥＰ３のみと思われる。径７０～１００㎝・深さ１５～３０㎝。【周溝】未確認。

【炉・カマド】プラン中央からやや南東寄りに石囲を伴う炉（ＥＬ１）を検出した。主軸から

の振れはＮ－４１°－Ｅ。４０㎝×２０㎝程度の大きさの石が４個組まれている。煙道は長さ５０㎝・

幅５０㎝が残存している。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（２９５～３００）・壷（３０１～

３０３）・甕（３０４～３２４）・甑（３２５）等古墳時代に属する土器多数のほか、模造石製品（２９０～２９３）・

砥石（２９４）・土製品の紡錘車（２８９）等が出土している。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

ＳＴ４００４（遺構平面・断面図＝第３８～３９図、出土遺物実測図＝第１０２～１０３図）

【位置】Ｇ～Ｈ－４８～５０Ｇ。【長軸】７６０㎝（東西）。【短軸】７５０㎝（南北）。【平面プラン】ほ

ぼ正方形。【主軸方向】Ｎ－３５°－Ｗ【重複関係】平安時代の畝跡と思われる溝状遺構に覆土を

切られる。また、南西隅を近代の用水路によって切られる。【遺存状態】良好。【壁の立ち上が

り】ゆるやかな角度。【確認面からの深さ】１２㎝。【床面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】

ＥＰ１～５の５基を確認。径６８～８４㎝・深さ２０～３０㎝。ＥＰ５を除いた４基は位置的には主柱

穴の可能性が考えられる。【周溝】未確認。【炉・カマド】北壁ほぼ中央にカマド跡（ＥＬ１）

を検出した。主軸からの振れはＮ－３０°－Ｗ。本体は長さ８０㎝・幅９０㎝を測る。煙道は未検出

である。袖の検出部分は長さ８０㎝・幅３０㎝を測る。【その他の屋内施設】。未検出。【遺物】土

師器坏（３２６～３３２）・壷（３３４）・甕（３３３・３３５・３４１～３４９）等古墳時代に属する土器のほか、

畝跡が覆土を切った際の流れ込みと思われる平安時代の土師器坏（３３６・３３７）・高台付坏（３３８）

等が出土している。古墳時代の土師器のうち（３２８）（３４９）の底部外面は輪台を用いて成形さ

れた痕跡が見られ、（３２８）にはその輪台を削り飛ばしたと思われる痕跡もある。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀後葉）と思われる。

ＳＴ４００５（遺構平面・断面図＝第４０～４１図、出土遺物実測図＝第１０４～１０５図）

【位置】Ｆ～Ｈ－４４～４５Ｇ。【長軸】６８０㎝（南北）。【短軸】６３０㎝（東西）。【平面プラン】方

形。【主軸方向】Ｎ－３８°－Ｗ【重複関係】西でＳＴ４００６を切る（ＳＴ４００６→ＳＴ４００５）。南西

隅でＳＥ３００１に切られる。【遺存状態】良好。【壁の立ち上がり】ゆるやかな角度。【確認面か

らの深さ】２４㎝。【床面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～５の５基を確認。径７０～

９０㎝・深さ２６～３２㎝。ＥＰ１～４の４基は位置的に見て主柱穴の可能性が考えられる。【周溝】

未確認。【炉・カマド】北壁ほぼ中央にカマド跡（ＥＬ１）を検出。主軸からの振れはＮ－３７°－

Ｗ。本体は長さ１８０㎝・幅２３０㎝を測る。煙道は未検出である。袖の検出部分は長さ１００㎝・幅

３６㎝・深さ８㎝を測る。【その他の屋内施設】未確認。【遺物】土師器坏（３５０～３５２）・壷（３５３）・

甕（３５４～３５８・３６１～３６４）等古墳時代に属する土器のほか、土製品の紡錘車（３５９・３６０）・性

格不明の石製品（３６５）等が出土している。古墳時代の土師器のうち（３５５）の底部外面には成

形時の輪台を削り飛ばしたと思われる痕跡がある。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀後葉）と思われる。

ＳＴ４００６（遺構平面・断面図＝第４０図、出土遺物実測図＝第１０６図）

【位置】Ｆ～Ｇ－４４～４５Ｇ。【長軸】４００㎝（南北）。【短軸】１９０㎝（東西・検出部分のみ）。【平

ＳＴ４００４

ＳＴ４００５

ＳＴ４００６
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面プラン】方形と思われる。【主軸方向】Ｎ－５０°－Ｗ。【重複関係】東をＳＴ４００５に、南をＳ

Ｅ３００１に切られる。（ＳＴ４００６→ＳＴ４００５）【遺存状態】やや不良。【壁の立ち上がり】やや急

な角度。【確認面からの深さ】１５㎝。【床面】直床と思われる。【柱穴・ピット等】未確認。【周

溝】未確認。【炉・カマド】未確認。【その他の屋内施設】。未確認。【出土した遺物】土師器坏

（３６６・３６７）・甕（３６９・３７０）等古墳時代に属する土器が出土しているが全体的に点数は少な

い。

【帰属時期】出土遺物および出土状況より、古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）と思われる。

２ 平地式建物跡（ＳＣ）

第３次調査で２棟が検出された。以下に概要を述べる。

ＳＣ５００１（遺構平面・断面図＝第４２図、出土遺物実測図＝第１０６図）

【位置】Ｊ～Ｌ－４６～４８Ｇ。プラン東側の一部は調査区外に連続するものと思われる。

【長軸】１０８０㎝（東西・検出部分のみ）。【短軸】８４０㎝。（南北）【平面プラン】隅丸方形に近

い。【長軸方向】Ｎ－０°【重複関係】本遺構のＥＤ１の南西隅が、ＳＤ６０６２にわずかに切られ

ている。【遺存状態】良好ではない。【壁】壁そのものに相当する構造物あるいは部位は遺存し

ていないと思われる。ただ、後述のＥＤ２が、壁を支える役割を果たしていた遺構と考えられ

る。【床面】不明。遺構確認面が地山面のため、後世の圃場整備による削平等により遺存して

いないと思われる。【柱穴・ピット等】ＥＰ１～２の２基を確認。径３０～４０㎝・確認面からの

深さ３０～３５㎝。平面上の大きさが同程度のピットはほかにも本遺構内から数基検出されている

が、掘り込みが浅いながらもしっかりしているこの２基については柱穴と考える。【溝】プラ

ン外側（外縁）のＥＤ１と、内側のＥＤ２の２条を確認。ＥＤ１は排水用に設けられたと思わ

れ、幅４０～１８０㎝・深さ２０～３６㎝を測り、遺構の西・北・東を巡るが東側では未検出の部分が

多い。また、南側ではこの溝が途切れている。ＥＤ２は壁を支える構造の一部と思われ、幅１６～

６０㎝・深さ５～８㎝を測り、長辺４９０㎝・短辺３４０㎝の方形を成すが、北と南にそれぞれ溝跡が

未検出で方形が途切れる部分がある。【その他の屋内施設】ＥＤ１の南側の「開口部」は、こ

の向き・位置に本建物跡の出入り口に相当する施設があったことをうかがわせるが詳細は不明

である。【遺物】土師器高坏（３７２・３７３）・甕（３７４～３７６）等古墳時代の土器や、須恵器坏（３７１）

等平安時代の土器が出土しているが全体としての出土量は少ない。【帰属時期】古墳時代と思

われる。

ＳＣ５００２（遺構平面・断面図＝第４３図、出土遺物実測図＝第１０６図）

【位置】Ｈ～Ｋ－５０～５２Ｇ。

【長軸】１１１０㎝（東西）。【短軸】９８０㎝（南北）。【平面プラン】隅丸方形に近い。【長軸方向】

Ｎ－４°－Ｗ【重複関係】ＳＤ６０６３～６０６８・６０７８・６０８２・６０８４・６０８５や、ＳＥ２９８６・ＳＫ２３２０

等の遺構に切られるほか、プラン中央部を近現代の用水路によって切られる。また、ＳＴ２０２０

を切る。【遺存状態】良好ではない。【壁】壁そのものに相当する構造物あるいは部位は遺存し

ていないと思われる。ただ、後述のＥＤ２が、壁を支える役割を果たしていた遺構と考えられ

る。【床面】不明。遺構確認面が地山面のため、後世の圃場整備による削平等により遺存して

いないと思われる。【柱穴・ピット等】ＳＰ３０７２・２８２０・２８１９等は本遺構に従属する柱穴であ

ＳＣ５００１

ＳＣ５００２
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る可能性も考えられるが、検出時の状況ではいずれも掘り込みが浅い。【溝】プラン外側（外

縁）のＥＤ１と、内側のＥＤ２の２条を確認。ＥＤ１は排水用に設けられたものと思われ、幅

５０～１５０㎝・深さ２０～２５㎝を測り、遺構の東・北・西を巡るが南側が途切れている。ＥＤ２は

壁を支える構造の一部と思われ、幅１０～４０㎝を測り、一辺４４０～４６０㎝の方形を成すが、北西の

部分は未検出である。【その他の屋内施設】ＥＤ１の南側の「開口部」は、この向き・位置に

本建物跡の出入り口に相当する施設があったことをうかがわせるが詳細は不明である。【遺物】

内面黒色処理の土師器坏（３７７）が出土しているが全体的に出土数は少ない。【帰属時期】主に

遺構の重複関係と調査区内の他の遺構との関連を考慮して、古墳時代と推測する。

３ 掘立柱建物跡（ＳＢ）

掘立柱建物跡は第二次調査で６棟、第三次調査で６棟、計１２棟が確認された。そのほか、関

連する遺構も含めて以下に概要を述べる。

ＳＢ１０７（遺構平面・断面図＝第４４図）

【位置】Ｌ～Ｎ－６９～７０Ｇ。【重複関係】ＳＤ８９・ＳＤ９０を切る。また、近現代の暗渠にＥＢ

６・ＥＢ１０を切られる。【規模】長軸８４０㎝・短軸５２０㎝。【梁行】２間（南北）。【桁行】４間（東

西）。【長軸方向】Ｎ－８０°－Ｗ。【柱穴】１２本。平面形は隅丸方形に近い円形または楕円形。径

４０～７０㎝・深さ２５～４０㎝。【柱間】１８４～２３６㎝。【遺物】出土していない。【性格・帰属時期等】

全体的な規模や長軸が東西を向く点はＳＢ３５０１と共通する。また本遺構に切られているＳＤ

８９・ＳＤ９０からは微量ながら平安時代に属する土器片が出土していることから、本遺構の構築

時期は平安時代以降と推測されるが詳細は不明である。

ＳＢ４５７（遺構平面・断面図＝第４５図）

【位置】Ｌ～Ｍ－５７～５８Ｇ。【重複関係】溝状の遺構数条（掘り込みは浅い）を切っている。【規

模】４６０×４６０㎝【梁行】２間（南北）。【桁行】２間（東西）。【総柱】あり（ＥＢ９）。【長軸方

向】Ｎ－２２°－Ｅ。【柱穴】９本。平面形は円形または楕円形。径４０～６０㎝・深さ３５～４５㎝。【柱

間】１９０～２２０㎝【遺物】出土していない。【性格・帰属時期等】柱の配置や全体の平面形状は

ＳＢ３５０６と共通するが、向きは異なる。総柱を有することから他の建物跡とは異なる性格を有

していた可能性も考えられるが詳細は不明である。

ＳＢ６７２（遺構平面・断面図＝第４５図・出土遺物実測図＝第４４図）

【位置】Ｋ～Ｌ－６６～６７Ｇ。【重複関係】東でＳＸ１４９を切る。【規模】長軸４８０㎝・短軸４００㎝

【梁行】２間（東西）。【桁行】２間（南北）。【長軸方向】Ｎ－２０°－Ｅ。【柱穴】８本。平面形

は円形または楕円形。径４０～８０㎝・深さ３５～４５㎝。【柱間】１５０～２２８㎝。【遺物】ＥＢ３の覆土

中から古墳時代の須恵器と思われる土器片（３７８）が出土。【性格・帰属時期等】本遺構と重複

するＳＸ１４９から出土した古墳時代の土師器には比較的古い様相が見られるほか、本遺構の柱

穴覆土から５世紀後半代と思われる須恵器片が出土していることから、本遺構は古墳時代中期

以降に帰属するものと考えられるが詳細は不明である。

ＳＢ８７９（遺構平面・断面図＝第４６図、出土遺物実測図＝第４７図）

【位置】Ｎ－４７～４８Ｇ。【重複関係】ＳＤ６００７～ＳＤ６００９（畝跡と思われる溝状遺構）と重複。

ＥＢ５がＳＤ６００７に切られる。【規模】３８０×３８０㎝。【梁行】２間（東西）。【桁行】２間（南北）。

ＳＢ１０７

ＳＢ４５７

ＳＢ６７２

ＳＢ８７９
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【長軸方向】Ｎ－８°－Ｅ。【柱穴】８本。平面形は円形または楕円形で隅丸方形に近いものも

含む。径３６～６０㎝・深さ１２～３０㎝。【柱間】１５０～１９０㎝。【遺物】ＥＢ３の覆土中から、古墳時

代に属すると思われる土師器甕（３７９）が出土している。【性格・帰属時期等】上記ＳＤとの重

複関係から平安時代前期以前と推測されるが詳細は不明である。

ＳＢ１６０１（遺構平面・断面図・出土遺物実測図＝第４７図）

【位置】Ｌ～Ｍ－４８～４９Ｇ。【重複関係】ＳＢ１６２０に切られる。また、ＳＤ６００７・６００９・６０１１

等の畝跡と思われる溝状遺構に切られる。【規模】長軸５９０㎝・短軸５４０㎝【梁行】３間（東西）。

【桁行】３間（南北）。【長軸方向】Ｎ－１７°－Ｅ。【柱穴】１２本。平面形は円形または楕円形。

径２６～６０㎝・深さ１６～５０㎝。【柱間】１１６～２４０㎝。【遺物】ＥＢ２・３・８・１２等から柱根と思

われる木材が出土（３８０～３８４）。【性格・帰属時期等】上記の他遺構との重複関係から、平安時

代前期以前と推測するが詳細は不明である。

ＳＢ１６２０（遺構平面・断面図＝第４６図）

【位置】Ｌ～Ｍ－４９～５０Ｇ。【重複関係】ＳＢ１６０１を切り、ＳＤ６００４・ＳＤ６００５に切られる。

ＳＢ３５０５とも重複する。【規模】長軸５１０㎝・短軸４７０㎝。【梁行】２間（南北）。【桁行】２間（東

西）。【長軸方向】Ｎ－２５°－Ｅ。【柱穴】７本。平面形は円形または楕円形。径３０～５０㎝・深さ

２０～５０㎝。【柱間】１９０～４８０㎝【遺物】出土していない。【性格・帰属時期等】上記ＳＤ（畝跡

と思われる溝状遺構）との重複関係により、平安時代前期以降と推測するが詳細は不明である。

ＳＢ３５０１（遺構平面・断面図＝第４８図、出土遺物実測図＝第４９図）

【位置】Ｉ～Ｊ－６４～６６Ｇ。【重複関係】小規模な溝状遺構数条を切っている。【規模】長軸７７０㎝・

短軸４８０㎝。【梁行】３間（南北）。【桁行】５間（東西）。【長軸方向】Ｎ－７９°－Ｗ。【柱穴】１２

本。平面形は隅丸方形あるいは楕円形。径５４～９０㎝・深さ１２～６１㎝。【柱間】１４０～１８０㎝。【遺

物】ＥＢ５～８・１０・１１から柱根と思われる木材（３８５～３９０）が出土している。【本遺構と隣

接する２遺構との関連について】本遺構の発掘調査時には、北に隣接するＳＡ３５０８・東に隣接

するＳＢ３５０７もこのＳＢ３５０１の一部としていた。だがその後の検討でＳＡ３５０８とは柱穴の平面

形・大きさで共通する部分よりもむしろ相違点が目立つことや、本遺構のＥＢ１・ＥＢ１２とＳ

Ａ３５０８のＥＢ１・ＥＢ６の間に位置する可能性のある柱穴が判然としないこと、またＳＢ３５０７

としたＥＢの位置関係は本遺構に従属するというよりも東に隣接する別遺構と考えられること、

などから本報告書ではこれら３基をそれぞれ別個の建造物の遺構とみなしている。しかし本遺

構のＥＢ１～ＥＢ１２を結ぶ辺上の柱穴が判然としないこと等を考えると、ＳＡ３５０８・ＳＢ３５０７

のいずれかあるいは双方とも、本遺構と一体化して一個の建造物の遺構であった可能性も否定

されるものではなく、詳細は今後の検討に委ねたい。【性格・帰属時期等】他の遺構だが、本

遺跡のＳＧ２６３９からは仏具として使用されたと思われる平安時代の土器が、ＳＤ２４８１からは「大

寺」との記載がある墨書土器が出土しており、これらの遺物からは本遺跡内に仏教寺院が所在

した可能性が考えられる。本遺構が発掘調査時に想定されたような規模・構造を持つものであ

るとすればその寺院跡に擬することも可能であるが、上記の件、および本遺構からはその性格・

時期を判断するに足る遺物の出土がない点から、この詳細についての明言は現時点では避けた

い。

ＳＢ１６０１

ＳＢ１６２０

ＳＢ３５０１

隣接する他の
遺構との関連
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ＳＢ３５０２（遺構平面・断面図・出土遺物実測図＝第５０図）

【位置】Ｇ～Ｈ－５１～５２Ｇ。【重複関係】南東でＳＴ２０２０を切る。【規模】長軸６００㎝・短軸４５０㎝

【梁行】２間（東西）。【桁行】３間（南北）。【長軸方向】Ｎ－１７°－Ｅ。【柱穴】１２本。平面形

は円形あるいは楕円形。径２３～４５㎝・深さ１８～３８㎝。【柱間】１６０～２１０㎝。【遺物】ＥＢ３の覆

土中から、平安時代に属する土師器坏（３９１）が出土しているほか、ＥＢ３・ＥＢ４からは柱

根と思われる木材が出土している。【性格・帰属時期等】出土遺物からは平安時代以降と推測

されるが詳細は不明である。

ＳＢ３５０３（遺構平面・断面図・出土遺物実測図＝第５１図）

【位置】Ｇ～Ｈ－５２～５３Ｇ。【重複関係】ＳＴ２０１０・ＳＴ２０１１・ＳＴ２０１２を切る。【規模】長軸

７６０㎝・短軸４６０㎝【梁行】２間（東西）。【桁行】４間（南北）。【総柱】ＥＢ３～９を結ぶ線と

ＥＢ１３～１４を結ぶ線の交点に位置する可能性もあるが未検出。【長軸方向】Ｎ－４°－Ｅ。【柱

穴】１４本。平面形は円形あるいは楕円形。径２５～６３㎝・深さ１９～４６㎝。【柱間】１７０～２２０㎝。

【遺物】ＥＢ６から古墳時代に属する土師器坏（３９２）・ＥＢ９から同じく土師器甕（３９３）が

出土したほか、ＥＢ１０から柱根と思われる木材（３９４）が出土している。【性格・帰属時期等】

出土遺物および遺構の上下関係からは古墳時代中期以降と思われるが詳細は不明である。

ＳＢ３５０５（遺構平面・断面図＝第５２図）

【位置】Ｋ～Ｌ－４９～５０Ｇ。【重複関係】ＳＣ５００２・ＳＤ６０６７～６０７２を切る。またＳＢ１６２０と

も重複するが上下関係は判然としない。【規模】長軸８００㎝・短軸５４０㎝。【梁行】２間（東西）。

【桁行】４間（南北）。【長軸方向】Ｎ－１３°－Ｅ。【柱穴】１２本。平面形は隅丸方形あるいはそ

れに近い楕円形。径５９～８５㎝・深さ２３～５０㎝。なお、北東隅に位置すると思われる柱穴は未検

出である。【柱間】１７５～２４０㎝。【遺物】出土していない。【性格・帰属時期等】遺構の上下関

係から平安時代以降と推測されるが詳細は不明である。

ＳＢ３５０６（遺構平面・断面図＝第５２図）

【位置】Ｌ～Ｍ－４８～４９Ｇ。【重複関係】ＳＤ３６４３を切る。【規模】長軸５９０㎝・短軸５４０㎝【梁

行】３間（東西）。【桁行】３間（南北）。【総柱】あり。【長軸方向】Ｎ－１７°－Ｅ。【柱穴】９

本。平面形は楕円形あるいは長円に近い楕円形。径３５～６０㎝・深さ８～３５㎝。【柱間】１７６～

２００㎝。【遺物】出土していない。【性格・帰属時期等】形状はＳＢ４５７と共通する。また位置は

遺構の密集する区域から北に離れており、本遺構の性格と関連があるのかも知れないがいずれ

にしても詳細は不明である。

ＳＢ３５０７（遺構平面・断面図・出土遺物実測図＝第５３図）

【位置】Ｌ～Ｍ－４９～５０Ｇ。【重複関係】特になし。【規模】（検出部分のみ）長軸７６０㎝・短軸

３５０㎝【梁行・桁行】未確認。【長軸方向】Ｎ－２５°－Ｅ。【柱穴】７本。平面形は隅丸方形ある

いは楕円形。径５０～１２５㎝・深さ１８～４５㎝。【柱間】２００～２８０㎝。【遺物】ＥＢ２・ＥＢ３から

柱根と思われる木材（３９５・３９６）が出土している。【性格・帰属時期等】前述のようにＳＢ３５０１・

ＳＡ３５０８との関連が窺えるが、詳細は不明である。

ＳＡ３５０８（遺構平面・断面図＝第４８図）

【位置】Ｉ～Ｊ－６４～６５Ｇ。【重複関係】特になし。【長さ】８５０㎝。【方向】Ｎ－８３°－Ｗ。【柱

穴】６本。平面形は楕円形。径５０～１２５㎝・深さ１８～４５㎝。【柱間】１４０～１７０㎝。【遺物】ＥＢ

ＳＢ３５０２

ＳＢ３５０３

ＳＢ３５０５

ＳＢ３５０６

ＳＢ３５０７

ＳＡ３５０８
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６から柱根と思われる木材が出土している。【性格・帰属時期等】ＳＢ３５０１・ＳＢ３５０７との関

連が窺える。前述のように当初はＳＢ３５０１の一部と判断したものを本報告書では別の解釈を

とったが、詳細は今後の検討に委ねたい。

４ 土坑（ＳＫ）

大規模なものや、多量の遺物の出土をみたものについて以下に概要を述べる。

ＳＫ１０９７（遺構平面・断面図＝第５４図）

【位置】Ｂ－４６Ｇ。【規模・形状】長径２８６㎝・短径２００㎝の楕円形。【重複関係】なし。【確認

面からの深さ】４３㎝【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上がる。【出土した遺

物】なし。【帰属時期】不明。

ＳＫ３０２３（遺構平面・断面図＝第５５図、出土遺物実測図＝第１１０～１１３図）

【位置】Ｉ－４９Ｇ。【規模・形状】長径２７６㎝・短径２１６㎝の楕円形。【重複関係】ＳＤ６０６１・６０６２

に切られる。【確認面からの深さ】５６㎝。【断面形】開口部に向かってやや急な角度で立ち上が

る。【遺物】覆土中および底面から土師器坏・鉢（４３０～４３５）・高坏（４３６～４４１）坩（４５２）・壷

（４４２～４４６）・甕（４４７～４５１・４５３～４６０）など古墳時代に属する多量の土器と、若干の石器・

石製品（４６１～４６５）が出土している。土師器のうち、（４３３～４３５）の底部外面には輪台を用い

て成形されたあとその輪台を削り飛ばしたと思われる痕跡がある。（４５１）は口縁部に蓋状のも

のを取り付けるためと思われる穿孔を有する。【帰属時期等】土器は５世紀代に属すると思わ

れるがその中で時期の新旧は混在する。当遺構の性格については、模造石製品等祭祀に使用す

ると考えられる遺物が共伴しないことから、土器の廃棄場所の可能性が考えられる。

ＳＫ３０３０（遺構平面・断面図＝第５５図、出土遺物実測図＝第１０８～１０９図）

【位置】Ｉ－４６Ｇ。【規模・形状】長径１９１㎝・短径１４２㎝の楕円形。【重複関係】ＳＴ４００２を切

る。【確認面からの深さ】５６㎝【断面形】開口部に向かってやや急な角度で立ち上がる。【遺物】

主に覆土中から土師器坏・碗（４１６・４１７）・高坏（４１８・４１９）・甕・壷（４２０～４２９）等古墳時代

に属する土器が出土している。（４１７）の底部外面には輪台を用いて成形されたあとその輪台を

削り飛ばしたと思われる痕跡がある。【帰属時期】古墳時代中期（５世紀）と思われ、ＳＴ４００２

廃絶時の土器投棄坑の可能性がある。

ＳＫ２１１２（遺構平面・断面図＝第５６図）

【位置】Ｈ－６６Ｇ。【規模・形状】長径１９１㎝・短径１６５㎝の楕円形【重複関係】ＳＰ２７９４等の

ピット２基に切られる。【確認面からの深さ】２８㎝【断面形】開口部に向かってゆるやかな角

度で立ち上がる。【遺物】出土していない。【帰属時期】不明。

ＳＫ２２６０（遺構平面・断面図＝第５６図）

【位置】Ｈ－５４Ｇ。【規模・形状】長径１４８㎝・短径１４４㎝の歪んだ円形。【重複関係】ＳＰ３６７５

に切られる。【確認面からの深さ】１１㎝【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上

がる。【遺物】出土していない。【帰属時期】不明。

ＳＫ２２９４（遺構平面・断面図＝第５６図、出土遺物実測図＝第１１７図）

【位置】Ｉ－５４Ｇ。【規模・形状】長径１４５㎝・短径１１０㎝の楕円形。【重複関係】ＳＤ６０８７を切

る。【確認面からの深さ】１５㎝【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上がる。【遺
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物】覆土中から古墳時代に属する土師器甕（４９２）が出土。【帰属時期】不明。

ＳＫ２３０８（遺構平面・断面図＝第５６図）

【位置】Ｉ－５３Ｇ。【規模・形状】長径１４３㎝・短径９４㎝の楕円形【重複関係】ピット１基に切

られる。また近現代の暗渠に切られる。【確認面からの深さ】１７㎝【断面形】開口部に向かっ

てやや急な角度で立ち上がる。【遺物】出土していない。【帰属時期】不明。

ＳＫ２３２０（遺構平面・断面図＝第５６図）

【位置】Ｉ－５２Ｇ。【規模・形状】長径１７０㎝・短径１６５㎝の歪んだ円形。【重複関係】ＳＣ５００２

を切る。【確認面からの深さ】１９㎝【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上がる。

【遺物】出土していない。【帰属時期】不明。

ＳＫ２５３９（遺構平面・断面図＝第５７図）

【位置】Ｈ－５６Ｇ。【規模・形状】長径９６㎝・短径９５㎝のやや歪んだ円形。【重複関係】なし。

【確認面からの深さ】１２㎝【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上がる。【遺物】

出土していない。【帰属時期】不明。

ＳＫ３０２４（遺構平面・断面図＝第５７図）

【位置】Ｊ～Ｋ－５６Ｇ。【規模・形状】長径１００㎝・短径７６㎝の楕円形。【重複関係】ＳＤ６０６９

を切る。【確認面からの深さ】１２㎝【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上がる。

【遺物】出土していない。【帰属時期】不明。

ＳＫ２４７７・ＳＫ２４７８（遺構平面・断面図＝第５７図）

【位置】Ｈ～Ｉ－５４～５５Ｇ。【規模・形状】ＳＫ２４７７は長径１６０㎝・短径１４８㎝、ＳＫ２４７８は長

径１６２㎝・短径１２３㎝のいずれも歪んだ楕円形。【重複関係】ＳＫ２４７８がＳＫ２４７７を切る。【確認

面からの深さ】１５～２２㎝。【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上がる。【遺物】

出土していない。【帰属時期】不明。

ＳＫ３６６５（遺構平面・断面図＝第５７図、出土遺物実測図＝第１０８図）

【位置】Ｅ－５６Ｇ。南側は調査区外に連続するものと思われる。【規模・形状】長径２１３㎝・短

径１５２㎝の不定形。【重複関係】なし。【確認面からの深さ】２１㎝【断面形】開口部に向かって

ゆるやかな角度で立ち上がる。【遺物】土師器坏（４０９～４１２）・甕（４１３～４１５）等、古墳時代に

属する土器が出土している。【帰属時期】古墳時代中期と思われる。

ＳＫ２１８２（遺構平面・断面図＝第６０図、出土遺物実測図＝第１０７図）

【位置】Ｅ～Ｆ－６３～６５Ｇ。【規模・形状】長径８００㎝・短径４９０㎝の不定形。【重複関係】ＳＤ

２１８１溝状遺構を切る。【確認面からの深さ】１６㎝【断面形】開口部にむかってゆるやかな角度

で立ち上がる。【遺物】土師器坏（３９７～３９９）・高坏（４００～４０２）・甕（４０３～４０５）等古墳時代

に属する土器と、土師器高台付坏（４０６）・須恵器坏（４０７・４０８）等平安時代に属する土器とが

出土している。【帰属時期】出土遺物から古墳時代中期～平安時代前期と推測するが詳細は不

明である。

ＳＫ１５３２（遺構平面・断面図＝第６１図）

【位置】Ｎ－６８Ｇ。【規模・形状】長径１６４㎝・短径１１０㎝の歪んだ楕円形。【重複関係】南側で

溝状遺構を切る。【確認面からの深さ】３３㎝【断面形】開口部に向かってやや急な角度で立ち

上がる。【遺物】出土していない。【帰属時期】不明。
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ＳＫ３０３２（遺構位置図＝第７図、出土遺物実測図＝第１１４～１１５図）

【位置】Ｉ～Ｊ－４７Ｇ。【規模・形状】長径１６７㎝・短径１３０㎝の歪んだ楕円形。【重複関係】小

規模な溝状遺構を切る。【遺物】土師器坏（４６９～４７１）・高坏（４６６）・甕（４６７・４６８）等古墳時

代に属する土器のほか、若干の石製品（４７２）が出土している。【帰属時期】古墳時代中期以降

と思われる。

５ 井戸跡（ＳＥ）

規模・遺存状況・出土遺物等から、特に重要な意味を持つと思われた４基について以下に概

要を述べる。

ＳＥ２４１９（遺構平面・断面図＝第５７図）

【位置】Ｊ－５５Ｇ。【長径】２５０㎝。【短径】２２７㎝。【平面プラン】楕円形。【重複関係】ＳＤ６０１９

を切っている。【確認面からの深さ】７４㎝。【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち

上がる。【出土した遺物】平安時代に属する土器が若干量と曲物の一部と思われる木製品が出

土しているが、いずれも小片であった。【帰属時期】本遺構に切られたＳＤ６０１９が平安時代前

期の遺構と考えられることと、本遺構の出土遺物から、構築時期・埋没時期とも平安時代前期

と推測する。

ＳＥ２４２０（遺構平面・断面図＝第５８図・出土遺物実測図＝第５８・５９・１１８図）

【位置】Ｊ－５５Ｇ。【長径】１９６㎝。【短径】１７８㎝。【平面プラン】楕円形。【重複関係】なし。

【確認面からの深さ】４９㎝。【断面形】開口部に向かってゆるやかな角度で立ち上がる。【底面】

検出時、若干の湧水が確認された。【出土した遺物】底部から木枠が覆土の重みで押しつぶさ

れた状態で出土した。出土状況のほか、遺存状態の比較的よかった部材のみ実測図を掲載して

いる（５０７～５１５）。そのほかに覆土中から底部切り離しが回転糸切となる須恵器坏（５０２）が出

土している。【帰属時期】構築時期は判然としないが埋没時期は平安時代前期の９世紀中葉～

後葉以降と思われる。

ＳＥ２８７１（遺構平面・断面図＝第６０図・出土遺物実測図＝第６０・１１８図）

【位置】Ｂ－４６Ｇ。【長径】２８６㎝。【短径】２００㎝。【平面プラン】楕円形。【重複関係】なし。

【確認面からの深さ】４３㎝。【断面形】開口部に向かって急な角度で立ち上がる。【底面】検出

時、若干の湧水が確認された。【出土した遺物】底部から曲物の側板（５１６）が、覆土中から、

底部切り離しが回転糸切となる須恵器坏（５０３・５０４）が出土している。【帰属時期】構築時期

は判然としないが埋没時期は平安時代前期の９世紀中葉～後葉以降と思われる。

ＳＥ６４０（遺構位置図＝第６２図・出土遺物実測図＝第１１８図）

【位置】Ｌ－５２～５３Ｇ。【長径】１５０㎝。【短径】１４０㎝。【平面プラン】楕円形。【重複関係】Ｓ

Ｄ６０２１を切る。【出土した遺物】覆土中から近世陶器が２点出土（５０５・５０６）している。（５０５）

は段重と思われ、時期は近代にまで下る可能性もあるが生産地を含め詳細は未確認である。

（５０６）は１８～１９世紀の唐津と思われる小型甕である。【帰属時期】いずれも詳細は判然としな

いが構築時期は平安時代前期以降・埋没時期は近世後半以降と考えられる。
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６ 溝状遺構・畝跡等（ＳＤ）

ＳＤ１８６（遺構平面・断面図＝第５４図、出土遺物実測図＝第１２３図）

【位置】Ｌ～Ｍ－６２Ｇ。東側は調査区外に連続しているものと思われ未検出である。【検出部

分の長さ・幅・深さ】順に１０１０㎝・９４～１５０㎝・１９㎝。【断面形】中心部の底部からゆるやかな

角度で両端に立ち上がる。【重複関係】西端でＳＤ１７５に切られる。【遺物】土師器甕（５６７・５６８）・

須恵器坏・高台付坏（５６９～５７１）など平安時代の土器が主体。須恵器坏には底部外面に箆書文

字を有するものがある。【性格・帰属時期等】同様な形状・状況で検出された他の遺構や、遺

物の帰属時期から、平安時代前期（９世紀中葉～後葉頃）の区画溝と推測する。

ＳＤ８９・ＳＤ９５（遺構平面・断面図＝第６１図）

【位置】Ｍ－６７～７１Ｇ。ＳＤ９５の東側は調査区外に連続しているものと思われ未検出である。

【検出部分の規模】ＳＤ８９は長さ１７３０㎝・幅８０～１９０㎝・深さ２５㎝。ＳＤ９５は長さ３１０㎝・幅

１１０～１５８㎝・深さ１２㎝【断面形】中心部の底部からゆるやかな角度で両端に立ち上がる。【重

複関係】ＳＢ１０７に切られる。【遺物】古墳時代～平安時代に属すると思われる主に土師器の器

種不明の小片が少量出土したのみである。【性格・帰属時期等】検出位置・平面上の形状から

は、西に所在するＳＤ２０５４・ＳＤ２０５６との関連が窺えるが、詳細は不明である。

ＳＤ２０５４・ＳＤ２０５６（遺構平面・断面図＝第６４図、出土遺物実測図＝第１２４図）

【位置】Ｆ～Ｍ－６５～７０Ｇ。【検出部分の規模】ＳＤ２０５４は長さ４０５０㎝・幅９０㎝・深さ２０㎝。

ＳＤ２０５６は長さ３３３０㎝・幅１４０㎝・深さ２５㎝【断面形】中心部の底部からゆるやかな角度で両

端に立ち上がる。【重複関係】特になし。【遺物】土師器坏・高台付皿・甕等平安時代の土器（５７７～

５７９）が主体。【性格・帰属時期等】出土遺物の帰属時期およびＳＴ２００９竪穴建物跡等との関連

が考えられることより、平安時代前期（９世紀後葉頃）の区画溝と推測する

ＳＤ２９２２・ＳＤ２９５２・ＳＤ３６４３（遺構平面・断面図＝第６５図、出土遺物実測図＝第１２４図）

【位置】Ｅ～Ｌ－４０～４２Ｇ。【検出部分の規模】ＳＤ２９２２は長さ３７３０㎝・幅１２０㎝・深さ２３㎝、

ＳＤ２９５２は長さ２１４０㎝・幅７０㎝・深さ２０㎝、ＳＤ３６４３は長さ１１００㎝・幅１２０㎝・深さ１８㎝。【断

面形】中心部の底部からゆるやかな角度で両端に立ち上がる。【重複関係等】ＳＤ３６４３がＳＢ

３５０６に切られる。またＳＤ３６４３はＫ－４０ＧでＳＤ２９２２とつながり、ＳＤ２９２２はＫ－３９Ｇで、Ｓ

Ｄ２９５２はＪ－４０ＧでＳＧ３０００につながっている。また、未調査区域を挟んで西側の側道部調査

区に所在するＳＤ１１１６は、位置・向きからみてＳＤ２９２２と連続している可能性がある。【出土

遺物】全体的に出土量は少なくまた依存状態も良くなく、実測図を掲載したのはＳＤ２９２２から

出土した、底部切り離しが回転ヘラ切りとなる平安時代の須恵器坏（５８７）１点のみである。【性

格・帰属時期等】出土遺物量が乏しい上に検出時の遺構の依存状況もよくないため詳細は不明

だが、ＳＤ２９２２の遺物および、当遺構に連続すると思われるＳＤ１１１６が調査区の西端でＳＴ１１１２

の覆土上層を切っていることから、平安時代前期（９世紀前葉～中葉頃）の区画溝の可能性が

考えられる。

ＳＤ２４８１・ＳＤ３５６０（遺構平面・断面図＝第６６図、出土遺物実測図＝第１２３図）

【位置】Ｇ～Ｌ－５６～５７Ｇ。【検出部分の規模】ＳＤ２４８１は長さ２９１０㎝・幅６０～２０３㎝・深さ

１２㎝、ＳＤ３５６０は長さ５７０㎝・幅３０～１４０㎝・深さ１３㎝。【断面形】中心部の底部からゆるやか
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な角度で両端に立ち上がる。【重複関係等】Ｊ－５７Ｇで両遺構がつながっている。またＳＤ２４８１

はＳＸ２５４１を切り、ＳＰ２５７１に切られている。【遺物】ＳＤ２４８１から須恵器坏（５５４・５５５）・高

台付坏（５５６～５５８）・双耳坏片（５５９）・土師器坏（５６０）・壷と思われる灰釉陶器（５６１）等平安

時代に帰属すると思われる土器のほか、砥石（５６２）等が出土。須恵器坏・高台付坏はいずれ

も底部切り離しが回転糸切となり、また坏の底部外面には箆書（５５４）・墨書（５５５）の文字が

記載されている。土師器の（５６０）は内面黒色処理が施されている。【性格・帰属時期等】ＳＤ

２４８１の出土遺物から、平安時代前期（９世紀後葉）以降の集落内の区画溝と推測する。

ＳＤ６２４・ＳＤ８２９（遺構平面・断面図＝第６２図、出土遺物実測図＝第１２２～１２３図）

【位置】Ｌ～Ｎ－５１～５５Ｇ。両遺構間の調査区が現代の農道と用水路によって分断されたため

別々の遺構として登録したが、連なる１本の溝状遺構であった可能性がある。【検出部分の規

模】ＳＤ６２４は長さ１４２０㎝・幅５０～２００㎝・深さ２６㎝、ＳＤ８２９は長さ９６０㎝・幅８０～１００㎝・深

さ３４㎝。【断面形】底部中央部から両側の端部に向かって、やや急な角度で立ち上がる。【重複

関係等】ＳＤ６２４はＳＤ６０２５を切り、ＳＤ６０２４に切られる。ＳＤ８２９はＳＤ６０１２を切っている。

【遺物】ＳＤ６２４からは土師器坏（５６４）・高台付坏（５６５・５６６）など平安時代の土器が、ＳＤ

８２９からは須恵器坏（５４７）・高台付皿（５４６）・壷（５４８・５４９）・甕（５５２・５５３）土師器鉢（５５０）

といった平安時代の土器のほか、灰釉陶器（５５１）が出土している。このうち（５４７）は底部外

面に墨書文字が認められるが字形は不明である。また（５６５）の底部外面には菊花状のナデ痕

が認められる。【性格・帰属時期等】両遺構とも、後述のＳＤ６００１～ＳＤ６０３１遺構が分布する

中に所在しているほか、出土遺物の年代観（平安時代前期）も共通する点が多い。ＳＤ６００１～

ＳＤ６０３１と同様に「畝跡」だった可能性もあるが、特にＳＤ６２４の規模が他の畝跡と差が大き

いため、本書では別遺構として分類した。

ＳＤ６００１～ＳＤ６０３１（遺構平面・断面図＝第６２図、出土遺物実測図＝第１２４図）

【位置】Ｋ～Ｏ－４７～５６Ｇ。両遺構間の調査区が現代の農道と用水路によって分断されたため

別々の遺構番号を与えて登録・記載したものもあるが、本来は連なる一個の遺構であったもの

もあると思われる。【検出部分の規模】長さ２２０～１７００㎝・幅２０～１００㎝・深さ７～４２㎝。【断面

形】底部中央部から両側の端部に向かって、やや急な角度で立ち上がる。【重複関係等】ＳＤ

６００４・ＳＤ６００５がＳＢ１６２０と、ＳＤ６００７～ＳＤ６００９がＳＢ８７９とＳＢ１６０１と重複する。またＳ

Ｄ６０１２がＳＤ８２９に切られ、ＳＤ６０２０とＳＤ６０２１がＳＤ２５０８に切られ、ＳＤ６０２５がＳＤ６２４に切

られる。さらに、ＳＤ６０２１は近世の井戸跡と思われるＳＥ６４０に切られている。【遺物】ＳＤ６０１３

から須恵器高台付坏・ＳＤ６０１５から須恵器双耳坏片（５８４）・ＳＤ６０２０から須恵器坏（５８１）・Ｓ

Ｄ６０２５から土師器鉢（５７２）・須恵器坏（５７３～５７６）等平安時代の土器のほか、ＳＤ６０２０からは

古墳時代の土師器高坏（５８２）も出土している。須恵器坏の底部切り離しは回転糸切となり、

（５７３）は体部外面に、（５７６）は底部外面に墨書文字を有するが字形は不明である。【性格・帰

属時期等】平安時代前期以降の畝跡と思われる。

ＳＤ６０５１～ＳＤ６０８８（遺構平面・断面図＝第６３図、出土遺物実測図＝第１２４図）

【位置】Ｇ～Ｍ－４６～５４Ｇ。両遺構間の調査区が現代の農道と用水路によって分断されたため

別々の遺構番号を与えて登録・記載したものもあるが、本来は連なる一個の遺構であったもの

もあると思われる。【検出部分の規模】長さ１９０～１９２０㎝・幅２５～１００㎝・深さ６～２７㎝。【断面
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形】各遺構による差が大きく、多くの溝跡に共通する典型的な形状は見出せない。【重複関係

等】ＳＴ２０１０・ＳＴ２０１１・ＳＴ２０１２・ＳＴ２０２０・ＳＴ４００３・ＳＴ４００４・ＳＣ５００２等古墳時代に

属すると思われる遺構の、主に覆土を切っている。【遺物】ＳＤ６０８７から須恵器双耳坏の破片

（５８５）が出土しているが、全体的に出土数に乏しい。【性格・帰属時期等】ＳＤ６００１～ＳＤ６０３１

同様、平安時代前期以降の畝跡と思われる。

７ 河川跡（ＳＧ）等

ＳＧ１１５７／ＳＧ３０００（遺構平面・断面図＝第６５図、出土遺物実測図＝第１１９・１２１図）

【位置】Ｂ～Ｅ－３７～４０Ｇ（ＳＧ１１５７・第２次調査で検出）・Ｆ～Ｏ－３６～４１Ｇ（ＳＧ３０００・

第３次調査で検出）。調査区内の遺構密集地の北を、東西に蛇行している。検出された調査時

が異なることと、両遺構間に未調査区域（自動車道の将来施工予定地）が入ったためそれぞれ

別の遺構番号を付したが、実際には連続した一本の河川跡と思われる。本遺構の南と北では各々

の遺構検出の質・量に著しい差があり、調査区内の集落跡の北端を区画するものとして意識さ

れていた自然遺構の可能性が考えられる。【検出部分の長さ】ＳＧ１１５７＝１２８０㎝・ＳＧ３０００＝

６３２０㎝。【検出部分の幅】ＳＧ１１５７＝５００～７７０㎝・ＳＧ３０００＝２８０～７７０㎝。【確認面からの深さ】

ＳＧ１１５７＝３０㎝・ＳＧ３０００＝５０㎝。【断面形】河道中心の底部から両岸に向かってゆるやかに

立ち上がる。覆土は自然堆積と思われる。【重複関係等】ＳＤ２９２２・ＳＤ２９５２等の溝状遺構が

本遺構と連続した形で検出されている。【遺物】ＳＧ１１５７からは土師器高坏（５１７・５１８）・甕

（５１９・５２１～５２３）や、ＴＫ２３期併行と思われる須恵器高坏（５２４）等古墳時代の土器が出土し

ている。ＳＧ３０００の出土遺物も土師器坏（５３７・５３８）・有孔鉢（５３９）・甕（５４１）等古墳時代の

土器が主体である。ＳＧ３０００から出土した土師器坏（いずれも口縁部片）は外面に赤い彩色が

認められるほか同遺構からは手づくねのミニチュア土器（５４５）も出土しており、祭祀行為と

の関連が窺えるが詳細は不明である。【帰属時期】古墳時代中期以前には集落を区画する役割

を果たしていたが、出土遺物からみてそれ以降比較的早い時期に自然堆積により河道は埋まっ

てしまったと思われる。

ＳＧ２６３９（遺構位置図＝第４．５図、出土遺物実測図＝第１２０図）

【位置】Ｊ～Ｋ－６１～６３Ｇ。【規模等】長径１１００㎝・短径１０９０㎝の方形に近い不定形。深さは

最深部で４６㎝。覆土が黒く湿っていたため便宜上「河川跡（ＳＧ）」の略号を付したが、その

規模・形状からは「池沼跡」と見るべきと思う。【重複関係】時期不明の溝状遺構や不定形遺

構を切っているが、明確なものではない。【遺物】土師器高坏（５３２）・高台付坏（５３３）・甕（５３４）・

須恵器坏（５２７～５３０）・高台付坏（５３１）等平安時代に属すると思われる土器が主体。土師器の

うち（５３２）がやや特異な器形・性格を有すると思われるが、詳細は後述する。須恵器は底部

が回転糸切となる坏が主体で、底部外面に墨書文字を有するものや、内面に煤付着が認められ

るものがある。【帰属時期】出土遺物から考えて平安時代前期（９世紀中葉以降）と思われる。

出土遺物数は決して多くないが上記のような特徴を持ったものが目立ち、当遺構のみならず隣

接する他の遺構の性格とも関連を持っている可能性も考えられる。

平安時代前期
の 畝 跡 か

ＳＧ１１５７／
ＳＧ３０００

古墳時代中期の
河 川 跡

ＳＧ２６３９

平安時代前期の
池 沼 跡 か

Ⅳ 出土した遺構と遺物

２７



８ その他の遺構

ＳＰ２０２１～２０２８・２０３７・３５９０・３６７７（遺構平面・断面図、出土遺物実測図＝第６９図）

【位置】Ｊ～Ｋ－７０～７２Ｇ。【長径】５３～８９㎝。【短径】４３～６１㎝。【確認面からの深さ】１９～

５５㎝。【重複関係】特になし。【遺物】ＳＰ２０２２とＳＰ３６７７から柱根と思われる木材が１点ずつ

出土（６１７・６１８）している。【性格・帰属時期等】これらのピットは、特に２０２１～２０２４・３５９０・

３６７７については建物跡の柱穴である可能性が高い。しかし調査区の南端に位置しているために

ここに所在したと思われる建物跡に属した柱穴には未検出のものがあると思われる。いずれに

しても詳細は不明である。

ＳＸ１４９（遺構平面・断面図＝第６７図、出土遺物実測図＝第１２７図）

【位置】Ｌ－６６～６７Ｇ。【規模・形状】長径３７１㎝・短径１８５㎝の不定形。【確認面からの深さ】

１７㎝。【重複関係】西側をＳＢ６７２のＥＢ１・ＥＢ２に切られる。【遺物】土師器高坏（６３０）・

甕（６２８・６２９）等古墳時代の土器が出土した。本遺構の北西隅付近からは多くの土師器片が出

土しているが、図化可能な状態に復元しえたのは上記３点のみである。【性格・帰属時期等】

出土土器は、竪穴建物跡等から出土したものよりもさかのぼった時期の様相を示している。本

遺構の性格については判然としないが時期は古墳時代前期に帰属するものと思われる。

ＳＸ１７０・ＳＸ６７９（平面・断面図＝第６８図、出土遺物実測図＝第６８・１２６図）

【位置】Ｌ～Ｎ－６５～６６Ｇ。ＳＸ１７０は東側が調査区外に連続する。【規模・形状】ＳＸ１７０は

長径７１０㎝・短径３９０㎝（いずれも検出部分）、ＳＸ６７９は長径６２０㎝・短径３８０㎝のいずれも不定

形。【確認面からの深さ】ＳＸ１７０は５０㎝、ＳＸ６７９は４０㎝。【重複関係】両遺構とも底面を数個

の小ピットに切られている。【遺物】ＳＸ６７９からは古墳時代の土師器や平安時代の土師器・須

恵器（６１９～６２４）・性格不明の石製品（６４０）・柱根と思われる木材（６２５）等の遺物が出土して

いる。【性格・帰属時期等】ＳＸ６７９の出土遺物からは、この付近に平安時代前期以降の建物跡

が所在した可能性が窺えるが、詳細は不明である。

ＳＸ２５４１（遺構平面・断面図＝第６９図）

【位置】Ｈ～Ｉ－５５Ｇ。【規模・形状】長径５５０㎝・短径２４０㎝の不定形。【確認面からの深さ】

３１㎝。【重複関係】周囲あるいは底面を数個の小ピットに切られている。【遺物】出土していな

い。【性格・帰属時期等】不明。
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Ⅴ 自然科学的分析

山形県的場遺跡出土木製品の樹種調査結果

㈱吉田生物研究所

１．試料

試料は山形県的場遺跡から出土した容器１点、建築材１７点、用途不明品１３点の合計３１点であ

る。

２．観察方法

炭化していない資料については、剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）

の各切片を採取し、永久プレパラートを作製した。炭化した資料については、数㎜四方の小破

片をエポキシ樹脂に包埋して研磨し、同様の３方向の薄片プレパラートを作製した。これらの

プレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

３．結果

樹種同定結果（針葉樹２種、広葉樹８種）の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖

学的特徴を記す。

１）スギ科スギ属スギ（Cryptomeria japonica D.Don）

（遺物№１，４，２６，２７（小））

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接

線方向に並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で１分野に１～３個あ

る。板目では放射組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。ス

ギは本州、四国、九州の主として太平洋側に分布する。

２）ヒノキ科アスナロ属（Thujopsis sp.）

（遺物№２９）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散

在または接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で１分野

に２～４個ある。板目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞が

ある。アスナロ属にはアスナロ（ヒバ、アテ）とヒノキアスナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下

では識別困難である。アスナロ属は本州、四国、九州に分布する。

３）ヤナギ科ヤナギ属（Salix sp.）

（遺物№１４）

散孔材である。木口では中庸ないしやや小さい道管（～１１０μｍ）が単独または２～４個
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放射方向ないし斜線方向に複合して分布する。軸方向柔組織は年輪界で顕著。柾目では道管

は単穿孔と交互壁孔を有する。放射組織は直立と平伏細胞からなり異性である。道管放射組

織間壁孔はやや大きく、篩状になっている。板目では放射組織はすべて単列、高さ～４５０μ

ｍであった。ヤナギ属はバッコヤナギ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

４）ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect Prinus sp.）

（№２，２３）

環孔材である。木口では大道管（～３８０μｍ）が年輪界にそって１～３列並んで孔圏部を

形成している。孔圏外では急に大きさを減じ、薄壁で角張っている小道管が単独あるいは２～

３個複合して火炎状に配列している。放射組織は単列放射組織と非常に列数の広い放射組織

がある。柾目では道管は単穿孔と対列壁孔を有する。放射組織は全て平伏細胞からなり同性

である。道管放射組織間壁孔には大型の壁孔が存在する。板目では多数の単列放射組織と肉

眼でも見られる典型的な複合型の広放射組織が見られる。コナラ節にはコナラ、ミズナラ、

カシワ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

５）ブナ科クリ属クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）

（№８～１０，１２，１３，１５～２２，２４，２８，３０）

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大道管（～５００μｍ）が年輪にそっ

て幅のかなり広い孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小道管

が単独あるいは２～３個集まって火炎状に配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有

縁壁孔を有する。放射組織は大体において平伏細胞からなり同性である。板目では多数の単

列放射組織が見られ、軸方向要素として道管、それを取り囲む短冊型柔細胞の連なり（スト

ランド）、軸方向要素の大部分を占める木繊維が見られる。クリは北海道（西南部）、本州、

四国、九州に分布する。

６）クワ科クワ属（Morus sp.）

（№５）

環孔材である。木口では大道管（～２８０μｍ）が年輪界にそって１～５列並んで孔圏部を

形成している。孔圏外では小道管が２～６個、斜線状ないし接線状、集合状に不規則に複合

して散在している。柾目では道管は単穿孔と対列壁孔を有する。小道管には螺旋肥厚もある。

放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管内には充填物（チロース）が見られる。

板目では放射組織は１～６細胞列、高さ～１．１㎜からなる。単列放射組織はあまり見られな

い。クワ属はヤマグワ、ケグワ、マグワなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。
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７）クスノキ科タブノキ属（Machilus sp.）

（№２７（大））

散孔材である。木口では中庸で厚壁の道管（～１３０μｍ）が単独または２ないし数個が放

射方向あるいは斜方向に連続して年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞は道管の周囲を厚

く鞘状に囲んでいる。柾目では道管は単穿孔とまれに階段穿孔、側壁に交互壁孔と螺旋肥厚

を有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管と放射組織間壁孔は円形、

レンズ状、篩状の壁孔が並んでいる。板目では放射組織は１～３細胞列、高さ～６００μｍか

らなる。放射組織の直立細胞や軸方向柔細胞が油細胞（樟脳油貯蔵細胞）となったものが見

られる。タブノキ属はタブノキ、ホソバタブがあり、本州（日本海側は青森、太平洋側は岩

手中部以南）、四国、九州、琉球に分布する。

８）カエデ科カエデ属（Acer sp.）

（№３，７，３１）

散孔材である。木口ではやや小さい道管（～１００μｍ）が単独ないし数個複合して分布す

る。軸方向柔細胞は年輪界で顕著である。木繊維の壁に厚薄があり木口面で濃淡模様が出る。

柾目では道管は単穿孔、螺旋肥厚を有する。放射組織はすべて平伏細胞からなり同性である。

板目では放射組織は１～６細胞列、高さ～１㎜からなる。カエデ属はウリカエデ、イタヤカ

エデ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

９）トチノキ科トチノキ属トチノキ（Aesculus turbinata Blume）

（№２５）

散孔材である。木口ではやや小さい道管（～８０μｍ）が単独かあるいは２～４個放射方向

に接する複合管孔を構成する。道管の大きさ、分布数ともに年輪中央部で大きく年輪界近辺

ではやや小さくなる傾向がある。軸方向柔細胞は１～３細胞の幅で年輪の一番外側（ターミ

ナル状）に配列する。柾目では道管は単穿孔と側壁に交互壁孔、螺旋肥厚を有する。放射組

織はすべて平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔は六角形をした比較的大きな

壁孔が密に詰まって篩状になっている（上下縁辺の１～２列の柔細胞に限られる）。板目で

は放射組織は単列で大半が高さ～３００μｍとなっている。それらは比較的大きさが揃って階

層状に規則正しく配列しており、肉眼では微細な縞模様（リップルマーク）として見られる。

トチノキは北海道、本州、四国、九州に分布する。

１０）広葉樹の樹皮

（№１１）

木口面では不連続な周皮と周皮に挟まれた死滅した二次師部が見られる。柾目面では周皮

と死滅した二次師部が交互に見られる。板目面では周皮、放射組織、軸方向要素と死滅した

二次師部が複雑に絡み合って見られる。
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表１ 山形県的場遺跡出土木製品同定表

№
遺物
番号

出 土 地 点 器 種 等 樹 種
写真

（顕微鏡）
図版

１ ５１６ ＳＥ２８７１ 曲物 スギ科スギ属スギ ６１

２ ＳＴ２００４ 不明 ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

３ ＳＴ２００８ 不明 カエデ科カエデ属

４ ２０３ ＳＴ２００９ 不明 スギ科スギ属スギ ６１

５ ＳＴ２０１２ 不明 クワ科クワ属

７ ＳＴ２０１９ 不明 カエデ科カエデ属

８ ＳＢ６７２ 柱根か ブナ科クリ属クリ

９ ３９６ ＳＢ３５０７／ＥＢ３ 柱根 ブナ科クリ属クリ ６１

１０ ＳＢ１６０１／ＥＢ４ 柱根 ブナ科クリ属クリ

１１ ＳＢ１６０１ 柱根か 広葉樹の樹皮

１２ ＳＢ１６０１／ＥＢ８ 柱根 ブナ科クリ属クリ

１３ ３８０ ＳＢ１６０１／ＥＢ２ 柱根 ブナ科クリ属クリ ６２

１４ ＳＢ１６０１／ＥＢ７ 柱根 ヤナギ科ヤナギ属

１５ ３９５ ＳＢ３５０７／ＥＢ２ 柱根 ブナ科クリ属クリ

１６ ３８７ ＳＢ３５０１／ＥＢ５ 柱根 ブナ科クリ属クリ ６２

１７ ＳＢ３５０１ 柱根か ブナ科クリ属クリ

１８ ３８９ ＳＢ３５０１／ＥＢ６ 柱根 ブナ科クリ属クリ

１９ ３８５ ＳＢ３５０１／ＥＢ７ 柱根 ブナ科クリ属クリ ６２

２０ ３８２ ＳＢ３５０１／ＥＢ８ 柱根 ブナ科クリ属クリ

２１ ３９４ ＳＢ３５０３／ＥＢ１０ 柱根 ブナ科クリ属クリ ６３

２２ ３９０ ＳＢ３５０１／ＥＢ１１ 柱根 ブナ科クリ属クリ

２３ ３８６ ＳＢ３５０１ ＥＢ１０ 柱根 ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節 ６３

２４ ＳＥ２４１９ 曲物か ブナ科クリ属クリ

２５ ５０７ ＳＥ２４２０ 木枠 トチノキ科トチノキ属トチノキ ６３

２６ ５３６ ＳＧ２６３９ 不明 スギ科スギ属スギ

２７ ＳＤ２６２５
不明（大）

（小）

クスノキ科タブノキ属

スギ科スギ属スギ

２８ ６１７ ＳＰ２０２２ 柱根か ブナ科クリ属クリ ６４

２９ ６１８ ＳＰ３６７７ 柱根か ヒノキ科アスナロ属 ６４

３０ ６２５ ＳＸ６７９ 柱根か ブナ科クリ属クリ ６４

３１ ＳＫ３０２３ 不明 カエデ科カエデ属
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Ⅵ 考察とまとめ

考察１・古墳時代の土師器について

本遺跡の調査では竪穴建物跡・土坑等の遺構内を中心に、古墳時代中期に帰属すると思われ

る土師器が多量に出土した。そのうち、主要な器種である坏・高坏・壷・甑（有孔鉢）・甕の

５種について全体的な器形や各部の形状から分類を試みた。分類の基準については「表２」を

参照されたい。

各器種の竪穴建物跡における出土状況の概要としては、

�坏は、全体的な形が丸型となる単純口縁のもの（Ａ類）の比率が高く、次いで口縁が外反す

る単純口縁のもの（Ｅ類）が多い。これらは同時期の坏の主体的な類型と考えられているも

のとほぼ一致する。

�高坏は、完形またはそれに近い資料では中空柱状の脚部を有し、裾部が大きく開き坏部が外

傾するもの（Ｄ類）が多いほか、破片資料では脚部・坏部に稜があるもの（Ａ類）が目立つ。

�壷は小型で丸型のもの（Ｃ類）が多い。

�甑（有孔鉢）は、出土した建物跡のカマドの有無とは必ずしも関連していない。

�甕は、大型のものでは球胴型（Ａ類）と長胴型（Ｂ類）とが大半を占め、菱形のもの（Ｃ類）

は少ない。これも甑類と同様に、長胴型の出土とその遺構のカマドの有無とは必ずしも関連

していない。小型のものでは器高が１５０㎜に満たないものが多数を占めている。

等が指摘できる。

全体的な様相は、山形県内での５世紀後葉～末葉の土師器が一括出土した遺跡の典型例とさ

れる下柳Ａ遺跡（山形市）の資料との共通性が高いと思われるが、高坏で「Ａ類」の出土数が

多い点から、それよりも若干さかのぼる時期の遺物あるいは遺構が所在した可能性も考えられ

る。

また、一部の坏（２３０・４１７・４７０・４８７など）・甕（２４４・３５５など）の底部外面には輪台成形

ののちにその輪台を「削り飛ばし」た痕跡を明確に残すものがある。その特徴を有すると確認

した遺物については遺物図版に底部外面の実測を付して報告したが、完形の資料が少ないため、

器形の細部との関連や時期等については判然としない。同時代・時期の他遺跡で出土した資料

との比較・検討も含め、詳細な考察は別の機会に譲りたい。

考察２・竪穴建物跡の変遷・新旧関係について

既述のように今回の調査では３０棟の竪穴建物跡が検出された。その多くは古墳時代中期（５

世紀代）に属する（１棟（ＳＴ２００９）は平安時代前期。また、特に遺存状態が良くない上に遺

物の出土量が少ない２棟（ＳＴ２００８・２０１６）については古墳時代中期～平安時代前期までの範

囲内のいずれか）と思われるが、各遺構の前後関係を、カマドの位置等各遺構の特徴および出

土土器の様相等を手がかりに考えてみる。

カマド跡が検出された竪穴建物跡は７棟で、それぞれのカマドの位置から、

（Ａ）南壁東寄り………ＳＴ７３５・７５１・１１２７・２００２

竪穴出土土器
の 様 相

輪 台 技 法

カマドの位置
と 新 旧 関 係
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表２ 古墳時代土師器分類表

＊分類基準は、阿部明彦・吉田江美子２００２「山形県における古墳時代中期の土器様相（１）」（『山形考古』第７巻第
２号（通巻３２号））に準拠したものである。

器種 分類 分類基準 例（本書内の遺物番号）

坏

Ａ
Ⅰ
Ⅱ

全体的な形が丸型となる単純口縁のもの。
丸底のもの。
平底のもの。

１・４ほか多数
５８

Ｂ 口縁が一度『くの字』に折れて直行する単純口縁のもの。 ８０

Ｃ
１
２

口縁が『くの字』に内屈する単純口縁のもの。
全体的な形がＶ字形のもの。
全体的な形がＵ字形のもの。

１０８・２２４
７３・８３

Ｄ 口縁が一度『くの字』に折れ、直行する部分が器行の約１／３を占め
る単純口縁のもの。

７９

Ｅ 口縁が外反する単純口縁のもの。 ３１・４６・８５
Ｆ 口縁端に内削ぎがあるもの。 ３０
Ｇ 口縁の内削ぎ部が長いもの。

高

坏

Ａ 脚部・坏部に稜があるもの。 １６８・１６９
Ｂ 裾部がラッパ形に開くもの。
Ｃ 坏部の口縁が直行で開くもの。 １６６

Ｄ 中空柱状の脚部を有し、裾部が大きく開くもので、坏部が外傾する
もの。

８・３６・５０

Ｅ 中空柱状の脚部を有し、裾部が大きく開くもので、
坏部が内弯するもの。

３７

Ｆ 中空の短脚で、坏部が内弯ないし外傾するもの。 ２・３４・２４２
Ｇ 中実の短脚で坏部が外傾するもの。

壷

Ａ 複合口縁のもの。
Ｂ 折り返し口縁のもの。

Ｃ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

丸形のもの。
胴部が丸型で頸部が長いもの。
胴部がつぶれているもの。
胴部が丸型で頸部が短いもの。
頸部が胴部より長いもの。

４９
８９
２０９

Ｄ 長胴形のもの。 １７４・１７８

甑

・

有

孔

鉢

Ａ
１
２

甕形、頸部にくびれがあり口縁が外反する無底式のもの。
最大径が口縁部にあるもの。
最大径が胴部にあるもの。 ９６・１８２

Ｂ 深鉢形で無底式のもの。 １１３

Ｃ
１
２

浅鉢式で単孔式のもの。
折り返し口縁で体部に丸みを持つもの。
体部が直線的なもの。

Ｄ 小型の鉢形で底部にふくらみのある単孔式のもの。 ６８
Ｅ 小型の深鉢形で平底・単孔式のもの。 ９・８７・８８
Ｆ 筒形で無底式のもの。

甕

複合口縁のもの。 ２３・６１

Ａ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

大型・球胴形（器高÷胴径が１．１５未満のもの）。
頸部のすぼまりが強いもの。（胴部径÷頸部径が１．５以上）
頸部のすぼまりが弱いもの。（胴部径÷頸部径が１．５未満）
特大型（器高３５０㎜以上）

１３８・２１６・２８０
６９・３１９
４７４

Ｂ
Ⅰ
Ⅱ

大型・長胴形（器高÷胴径が１．１５以上のもの）。
頸部のすぼまりが強いもの。（胴部径÷頸部径が１．５以上）
頸部のすぼまりが弱いもの。（胴部径÷頸部径が１．５未満）

１１・９７・９８
１６・５５・３６４

Ｃ 菱形 １５０・３５８・４９３
Ｄ 小型甕 ３３３・４５７
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（Ｂ） 北壁ほぼ中央…ＳＴ４００４・４００５

（Ｃ） 東壁北寄り……ＳＴ７９５

の３種に大別される。また同一遺構内でのカマドの改築はいずれも認めらない。

（Ａ）～（Ｃ）それぞれの出土土器組成を見ると、まず、（Ａ）では多い高坏が（Ｂ）・（Ｃ）

にはないことから（Ａ）が（Ｂ）・（Ｃ）に先行することが、また（Ｂ）・（Ｃ）の間では大

型甕の器形や口径の違い等から、（Ｃ）が（Ｂ）に先行することが予想される。さらに（Ａ）

の中でＳＴ１１２７は高坏の出土状況や坏の器形から他の３棟より若干新しい時期に下る可能性も

考えられる。以上の点からこの７棟には「（Ａ）→（Ａ’＝ＳＴ１１２７）→（Ｃ）→（Ｂ）」といっ

た新旧関係があることが予想される。

また、カマドを持つ竪穴建物（ＳＴ７５１）を持たない竪穴建物（ＳＴ７７７）が切っている例が

あることや、既述のように甑類・甕類の出土状況とカマドの有無とに特別な相関が認められな

いことから、本次調査区内の集落変遷の段階ごとに、カマドを有する建物とそうでない建物が

並存していた時期があると考えるのが妥当と思われる。

上記の、カマドを持つ竪穴建物跡の予想される新旧関係に、その他の建物跡を規模・南北軸

（長軸とは限らない）の北に対する振れ・出土遺物の様相等から分類したものを当てはめてい

くと、

（Ａ－１）Ｎ－３５°－Ｗ未満・面積２０㎡以上４０㎡未満・高坏出土＝ＳＴ７５１・２００２・２０１１

（Ａ－２）Ｎ－３５°－Ｗ未満・面積６０㎡以上・高坏出土＝ＳＴ７３５・２０１４

（Ａ－３）Ｎ－３５°－Ｗ未満・面積２０㎡未満・高坏出土＝ＳＴ２００４・２０１９

（Ａ’）Ｎ－３５°－Ｗ未満・面積２０㎡以上４０㎡未満・高坏なし＝ＳＴ７９２・１１２７

（Ｃ）Ｎ－Ｅ・高坏なし ＝ＳＴ７８９・７９５・１１１０

（Ｂ）Ｎ－３５°－Ｗ以上・面積４０㎡以上６０㎡未満・高坏なし＝ＳＴ７７７・４００３・４００４・４００５

といった、３期ないしは４期にわたる変遷があったのではないか、と推測される。しかし遺構・

遺物の遺存・出土状況は各遺構間の差異が大きく、機会を改めて厳密な再検討が必要と思われ

る。

考察３・ＳＣ５００１・５００２「平地式建物跡」について

表題の両遺構はいずれも第３次調査で地山面から検出されたものである。

従来、東日本で「平地式建物跡」とされる遺構は火山活動（群馬県黒井峯遺跡等）や洪水（福

島県中平遺跡）等による堆積の影響によって「当時の地表面」が各々の発掘調査時まで残存し

ていた遺跡内で検出された報告例が多い。

本遺跡のＳＣ５００１・ＳＣ５００２に関しては検出当初から平地式建物跡である可能性が指摘・言

及されていたものの検出面が「当時の地表面」ではないことと、山形県内では畑田遺跡（鶴岡

市）の調査で報告されている「周溝を持つ竪穴住居跡（同遺跡のＳＴ１０３＋ＳＤ１００、ＳＴ１５０＋

ＳＤ２４９等）」や、本遺跡の南約２㎞に位置する蔵増押切遺跡（天童市）の調査で検出された「竪

穴住居跡」とされた遺構（同遺跡のＳＴ１０１９・ＳＴ１０２０）と形態的に類似する点もあり、その

性格の判断については一時保留していた。

しかしその後の検討の結果、ＳＣ５００１・ＳＣ５００２の両遺構とも、今回の本遺跡の調査で検出

された竪穴建物跡とはプランの平面形状や周溝の規模が大きく異なることや、これらを竪穴建

カマドの有無
と 新 旧 関 係

集 落 の 変 遷
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物跡と見た場合には２条の溝状遺構とその中間に位置する柱穴と思われる遺構との整合性がと

れない、と考えられることから、本報告書では「平地式建物跡」として報告するものである。

考察４・古墳時代の須恵器について

本遺跡の調査では竪穴建物跡（ＳＴ）から１０点、掘立柱建物跡（ＳＢ）から１点、河川跡（Ｓ

Ｇ）から１点、遺構外から５点の古墳時代の須恵器が出土した。器種は坏身４点（２７・１１５・

１４６・６６４）、坏蓋７点（７１・１４３・１４４・１４５・２０５・２３８・６６２）、高坏２点（５２４・６６５）、壷（２３９）

１点のほか、判然としないもの３点（３７８・６６３・６６６）である。

坏身・坏蓋はいずれも陶邑古窯跡群編年の「ＴＫ２３（Ⅰ－４）」期併行と思われ、特にＳＴ

２００２から出土した４点中の２点（１４４・１４５）と遺構外出土の１点（６６４）は形状・色調等の外

見上の特徴が陶邑産のものと共通する要素が多い。一方、ＳＴ２０１４出土の２点（２３８・２３９）に

は口縁部が大きく外反するという顕著な特徴がある。同様の口縁は渋江遺跡（山形市渋江）で

出土した本遺跡よりもやや古い時期と思われる（「ＴＫ２０８」期に比定される）須恵器の一部に

も見られ、ある特定の生産地・施設の特徴を示している可能性もある。

高坏（５２４）はＳＧ１１５７から、坏部・脚部のそれぞれ一部を欠くものの完形に近い状態で出

土した。胎土はやや大きめの砂粒が目立つなど粗めであるが、成形・焼成とも丁寧な造りの優

品である。脚部は三窓で、それぞれの窓の周辺に成形時の面取り痕が明瞭に認められる。もう

１点の高坏（６６５）は脚部片のみの出土だが、四窓の脚部を持っていたと思われること、断面

の形状が丸みを帯び、またそこから見える胎土の色調が煉瓦のような暗赤色であること、等か

ら、時期は「ＴＫ２０８」期にまでさかのぼる可能性もある。

器種不明とした３点はいずれも口縁部の破片で、（６６３）の外面には波状文が、（６６６）の外面

には二本の隆線の下に波状文が認められ、後者は大きめの器形になることが予想される。また

（３７８）は口縁の屈曲部外面に一本の隆線が認められるほか、図上で復元を試みた限りではか

なり特異な器形になることが予想されるが、詳細は不明である。

「ＴＫ２３（Ⅰ－４）」という年代観は、本次調査区内の土師器の主体が５世紀後半に属する

と思われることと基本的には矛盾しないが、須恵器が出土した遺構の土師器にそれよりやや古

い様相と思われるものも認められることや、「陶邑産と共通する要素が多い」としたＳＴ２００２

出土の２点は床面よりもやや高い覆土中の出土であること、床面から出土したＳＴ２０１４の２点

は同時代の須恵器としてはやや特殊な形状を有していること、などに問題点や検討課題が残る

と思われる。しかし、いずれにしても同一遺跡内からのまとまった出土、という点で重要な意

義を持つものである。

考察５・平安時代の土器について

（ア）墨書土器

本遺跡から出土したいわゆる「墨書土器」は、土師器・須恵器合わせて約２５点であるが、そ

の大半は須恵器坏・高台付坏に属し、底部外面に文字が記されたものである。出土地点はＳＴ

２００９・ＳＤ２４８１・ＳＧ２６３９等平安時代に属すると思われる遺構が中心であるが遺構外からの出

土も多い。また同一遺構から同一文字の資料が複数出土している例が二つ（ＳＧ２６３９から「成」、

ＳＰ６６１から「恵」）あることは注目すべき点と思われる。

文字の判読・判別が可能だったものについて以下に列挙する。

ＴＫ２３期併行
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「＊」＝「能」か、その可能性の高いもの＝７点（５２９・６１６・６７１・６７３・６７４・６７５・６７８）、「成」＝

３点（４９５・５２７・５２８）、「恵」＝２点（６０９・６１０）、「畳」か＝１点（１９７）、「大寺」＝１点（５５６）、

「丁」＝１点（５５６）、「己」か＝１点（６７０）「日○」あるいは「日下」か＝１点（６７６）。「？」＝

１点（６３）。

このうち「大寺」については、墨書ではないが須恵器甕の体部外面に刻字のあるもの（６２７）

も出土していることを付記する。この文字は、本調査区内から出土した平安時代に属すると思

われる土師器高坏（５３２、後述）や、ＳＢ３５０１とそれに関連すると思われる建物跡の出土状況な

どとあわせて、本遺跡内に仏教寺院が存在した可能性を窺わせるものでもあるが現時点では憶

測の域を出ない。

その他の文字のうち「�」＝「能」や「恵」・「成」は山形県内では従来出土数あるいは出

土した遺跡数の少ないものである。これらの文字は平安時代前期における本遺跡に特有の性格

と関連している可能性があるが、これも詳細は今後の検討に委ねたい。

（「成」は太夫小屋１遺跡（川西町）および服部・藤治屋敷遺跡（山形市）では多数の出土例

があるが、県内ではその両遺跡以外からの出土例は少ない。）

（イ）ＳＧ２６３９出土の「高坏」（５３２、巻頭写真８）

本遺物は平安時代前期の池沼跡と思われる遺構から出土したもので、ロクロ成形の坏部のみ

の出土で脚部に相当する部分は未出土・未確認である。当初は脚部が離れた箇所を「つまみ」

が離れたものと判断し「蓋」とみていたが、一般的な坏に対応する蓋としては法量が大きすぎ

ることや、完形を想像した場合に高瀬山Ｋ遺跡（寒河江市）で出土した須恵器高坏や内面黒色

処理の土師器高坏、太夫小屋１遺跡（川西町）で出土した須恵器高坏との類似性が指摘できる

ところから、高坏として報告するものである。

この高坏の内面には煤が付着していることから、香炉・燈台等として用いられた可能性が考

えられ、さらには仏具であったとも想像できるが現時点では詳細は不明である。

まとめ

� 的場遺跡は、古墳時代中期の集落跡を主体とし、平安時代前期や中世～近世の遺構を含む、

幅広い時代に係る複合遺跡である。

� 古墳時代の集落跡は２７棟の竪穴建物跡・２棟の平地式建物跡のほか、多くの土坑等を有す

るものである。竪穴建物跡のうち７棟ではカマド跡が確認されたほか、一部の建物跡から

は廃絶時に焼失した痕跡が明確に窺える。平地式建物跡は遺存状況が良くないものの、山

形県内ではこれまで検出の報告例が少なかった種類の遺構である。

� 古墳時代中期（５世紀中葉～後葉）の土師器が、主に竪穴建物跡や土坑などの遺構中から

多量に出土している。また一部の坏・小型甕の底部外面に見られる「輪台削り飛ばし」に

ついては今後詳細な検討が必要と思われる。

� 古墳時代中期（５世紀後葉、「ＴＫ２３」期併行）の須恵器が一括性の高い状況で出土して

おり、今後、県内の同時期の須恵器を検討する上でのひとつの標識になりうるものと思わ

れる。

� 平安時代前期に属すると思われる遺構は竪穴建物跡１棟（ＳＴ２００９）、井戸跡や、区画溝・

類例の少ない
文 字
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畝跡と思われる溝状遺構、池沼跡の可能性のある遺構（ＳＧ２６３９）等があるが古墳時代の

遺構と比べて検出数は少ない。遺物は９世紀中葉～末葉に属すると思われる土師器・須恵

器が主体である。全体の出土量から見ると須恵器坏類等での墨書土器の比率は高い。一部

の遺構と遺物の性格・特徴からは、本遺跡内に当該時期の廃寺跡が所在した可能性が窺え

る面もあるが詳細は今後の検討を俟ちたい。

� 掘立柱建物跡は１０棟以上検出されているが、検出時の遺存状況が良くないものが多いため

詳細な帰属時期については不明な点が多い。
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表３ 遺物計測表（１）

（凡例）
計測値……（ ）は図上復元値を、（斜め数字）は残存値を示す。
調整等……N＝ナデ、HN＝ヘラナデ、M＝ミガキ、H＝ハケメ、Ke＝ケズリ、RI＝輪台技法

Ka＝カキメ、Ro＝ロクロナデ、A＝アテ、T＝タタキ、黒＝黒色処理
a＝回転ヘラ切、b＝回転糸切、c＝網代痕、d＝木葉痕、e＝菊花状ナデ、f＝指押痕

１ １８ 土師器 坏 ST６８７ １２８ ３４ ５４ ７．５／４ ５YR７／６橙 N･M N･M Ke RP２７ AⅠ

２ １８ 土師器 坏 ST６８７ １４０ ２４ ６１ ７．５YR８／３浅黄橙 N･M N･M Ke RP２４ F

３ 土師器 坏 ST６８７（１５０） ９／３ ５YR７／６橙 N N･M AⅠ

４ 土師器 坏 ST６８７（１４４）（３８） ５８ ９／４ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M N･M 内黒 AⅠ

５ ３９ 土師器 坏 ST６８７ １１／６ ５YR６／６橙 N･M N･M 底部外面に箆
書「×」

７０
６ 土師器 高坏 ST６８７（１６６） １３／６ ５YR６／４にぶい橙 N N RP２２ D

７ 土師器 高坏 ST６８７ （１５２） ９／４ ２．５YR６／８橙 N･M N RP１６

８ ２５ 土師器 高坏 ST６８７（１８６）（１６３） １３９ ６／４ ２．５YR５／６明赤褐 N･M N･M RP２６ D

９ ３８ 土師器 有孔鉢 ST６８７ １４７ ６０ １４０ ９／８ ７．５YR６／４にぶい橙 N･M･Ke HN RP２８ E

１０ 土師器 甕 ST６８７ ２１０ ７．５YR５／２灰褐 N･H N･H RP２５

１１３０ 土師器 甕 ST６８７（１６６） ７４ ２５８ ３２２ １１／５ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H･Ke N Ke RP２３ BⅠ

１２ 土師器 甕 ST６８７（１４６） ８／５ ７．５YR７／３にぶい橙 N N RP２２ D

１３ 土師器 甕 ST６８７ １８０ ９／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H H RP２５ BⅠ

７１ １４ 土師器 甕 ST６８７ ２５８ ８／６．７ １０YR７／４にぶい黄橙 N･H N･H RP２５ AⅡ

１５ 土師器 甕 ST６８７ ７４ ２１４ ２１／６ ７．５YR７／４にぶい橙 H･Ke H Ke RP２２ B

１６３０ 土師器 甕 ST６８７（１９７） ５５ ２５２ ２９５ ９／６．５ １０YR７／４にぶい黄橙 N･H N･ke Ke RP２１ BⅡ

１７ 石製品 石棒か ST６８７ 長さ’（１６０）、幅７８、厚さ４３ ２．５Y６／１黄灰

１８ 土師器 坏 ST７１６ １３４ ４０ ６１ ８／６ ５YR７／６橙 M･Ke N･M Ke RP１１９ AⅠ

１９ 土師器 有孔鉢 ST７１６（１７０）（３６） １１８ １２／７ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H･Ke N･ke RP１１９

７２ ２０ 土師器 甕 ST７１６（１７２） ９／７ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H N

２１ 土師器 高坏 ST７１６ ２４ ７．５YR８／３浅黄橙

２２ 土師器 甕 ST７１６ ２４４ ２４３ １０／６ ５YR７／４にぶい橙 N･H N RP１１９ AⅡ

２３３０ 土師器 甕 ST７１６ １５５ ８３ ２４４ ３２０ １２／５ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H･Ke N･H･M Ke RP１１９複合口縁

２４ 石製品 不明 ST７１６ 長さ（５９）、幅２８、厚さ１４ ２．５Y６／１黄灰

２５ 石製品 ST７１６ 長さ（２４２）、幅１１７、厚さ８６ ２．５Y６／２灰黄

２６５６ 石製品 不明 ST７１６ 長さ８３、幅６６、厚さ５３ ２．５Y７／１灰白

２７４２ 須恵器 坏 ST７３５ （６０） ８／５．５ N５／灰 Ro Ro Ke

２８ 土師器 坏 ST７３５ １５６ ８４ ５７ ８／３．４ １０YR８／４浅黄橙 N･M N･M AⅠ

７３
２９１８ 土師器 坏 ST７３５ １１２ ４２ ５４ ６／４ ２．５YR６／６橙 N N RP８０ AⅠ

３０ 土師器 坏 ST７３５ １６０ ８０ ６６ １０／３ ５YR６／６橙 N･M N･M Ke RP１１８ F

３１２６ 土師器 鉢 ST７３５ １９０ ６０ ８２ ２．５YR６／６橙 N･M N･M E

３２ 土師器 高坏 ST７３５ １８０ ９／４．５ ２．５YR６／６橙 N･M N･M D

３３ 土師器 高坏 ST７３５（１８０） １０／６ １０YR７／４にぶい黄橙 N･M N･M RP１１７ D

３４ 土師器 高坏 ST７３５ １２２ ６８ １０YR７／４にぶい黄橙 F

３５２５ 土師器 高坏 ST７３５ （１３４） ７．５YR７／４にぶい橙 N･M･Ke N D

３６２５ 土師器 高坏 ST７３５ １８６ ７９ １４８ １０／４ ２．５YR４／１赤灰 N･M･Ke N･M D

３７２５ 土師器 高坏 ST７３５ ２３４ １３６ １６６ ７・５YR６／６ M N E

３８ 土師器 有孔鉢 ST７３５ （３０） ７．１／６ ２．５Y７／３浅黄 N N D

３９ 土師器 甕 ST７３５ ２２ １０／２．５２．５Y５／１黄灰 Ke N･ke

７４
４０２６ 土師器 壷 ST７３５ １５４ ９／６ ７．５YR８／４浅黄橙 N･M N CⅠ

４１ 土師器 壷 ST７３５ ２３２ ９／５ ５YR６／６橙 M･Ke N･M CⅡ

４２ 土師器 甕 ST７３５ １４０ ６．８／３ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H N･H･Ke D

４３ 土師器 甕 ST７３５ １７０ ９／６ １０YR８／４浅黄橙 N･M･Ke N･M 複合口縁

４４ 土師器 甕 ST７３５ １８０ １７６ ８／５ ５YR７／２明褐灰 N･H N･H BⅡ

４５３０ 土師器 甕 ST７３５ １７８ ８５ ２１３ ２７４ ９／５ ５YR７／６橙 N･H N BⅡ

４６１８ 土師器 坏 ST７５１ １３６ ３２ ５６ ５／３ ７．５YR６／４にぶい橙 N･M N･M Ke RP４１ E

７５
４７１８ 土師器 坏 ST７５１ １５６ ６４ ９／５ ２．５YR６／６橙 N RP６１ AⅠ

４８ 土師器 坏 ST７５１（１５４） ４５ １０／４ １０YR８／４浅黄橙 N･M･Ke N･M RP６６ AⅠ

４９ 土師器 壷 ST７５１ ８０ ７／５ ２．５YR６／６橙 N･M N･M RP４０ CⅠ

遺物計測表
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表４ 遺物計測表（２）

５０２５ 土師器 高坏 ST７５１ １７８ １０／４．８５YR６／６橙 N･M N･M RP４２ D

５１２８ 土師器 甕 ST７５１ １２６ ６６ １１８ ９８ ６／５ １０YR６／３にぶい黄橙 N･H N･M Ke RP４３ D

７５
５２ 土師器 甕 ST７５１ ２３０ ９／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H N RP６８ A

５３ 土師器 甕 ST７５１ ８４ １１／５ ７．５YR７／４にぶい橙 H Ke RP５１ A

５４ 土師器 甕 ST７５１ （６４） ５YR７／６橙 H HN RP６９

５５３１ 土師器 甕 ST７５１ ２００ ３２ ２５７ ２９８ １２／５ ７．５YR６／４にぶい橙 N･H HN Ke RP４３ BⅡ

５６１８ 土師器 坏 ST７７７ １３０ ３８ ４０ ７／４ ７．５YR８／４浅黄橙 N･M N･M RP４５ AⅠ

５７ 土師器 坏 ST７７７ １３８ ４０ ４３ ５．５／５ ２．５YR５／６明赤褐 N･M M AⅠ

５８１８ 土師器 坏 ST７７７ １４５ ７５ ４６ ６ ２．５YR５／６明赤褐 N･M N･M Ke AⅡ

５９１８ 土師器 坏 ST７７７ １４０ ３８ ６１ ５．２／４ １０R５／６赤 N･M N･M RP６２ AⅠ

６０１９ 土師器 坏 ST７７７ １３８ ４０ ７５ ９／３ ５YR７／４にぶい橙 N･M N･M Ke RP４４ E

６１ 土師器 甕 ST７７７ １５５ ２４８ １０／５ ５YR７／３にぶい橙 N･H N RP４６複合口縁
７６
６２３１ 土師器 甕 ST７７７ １９４ （６０） ２３６ ２７０ ８／６ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H N Ke RP４９

６３４５ 須恵器 坏 ST７７７ ７４ ８／５ ５Y６／１灰 Ro Ro a 平安底部外面
に墨書「十」か

６４ 石製品 不明 ST７７７ 長さ６４、幅５３、厚さ１８ ７．５YR８／２灰白

６５ 土師器 坏 ST７８９ １１４ ７４ ４０ ７／５ ５YR６／６橙 N･M N･M Ke RP１１１ AⅠ

６６２６ 土師器 坏 ST７８９ １１２ ５４ ７１ ９．５／６ ２．５YR６／６橙 N N･M F

６７ 石製品 不明 ST７８９ 長さ（１１６）、幅７９、厚さ６６ ２．５GY５／１オリーブ灰 RQ１０９

６８３８ 土師器 有孔鉢 ST７８９（１６４） ５８ １２０ １２／７ ７．５YR７／３にぶい橙 N･Ke HN･Ke Ke RP９９ D

６９３１ 土師器 甕 ST７８９ １５６ ６４ ２４７ ２７１ １７／５ ２．５YR５／６明赤褐 N･H･Ke HN RP１０６ AⅡ

７０３１ 土師器 甕 ST７８９（２２８） ２６５ ８／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H HN RP１００／１０６ AⅠ

７１４１ 須恵器 坏蓋 ST７９２ １２４ ４０ ７／３ １０YR７／１灰白 Ro･Ke Ro

７７
７２３９ 土師器 不明 ST７９２ ２．５YR６／６橙 RP９５意匠不明

の刻あり
７３ 土師器 坏 ST７９２（１３０）（５２） ４２ ６．２／５ N･M N･M Ke C２

７４ 土師器 坏 ST７９２ ９４ ２８ ４２ ４．５／３．２２．５YR５／６明赤褐 N M AⅠ

７５ 土師器 甕 ST７９２（１４４） ５YR７／６橙 N N RP１０８複合口縁

７６ 土師器 甕 ST７９２ １５８ １７３ ７／６ １０R５／６赤 N･H HN･Ke RP１１３ D

７７ 土師器 甕 ST７９２ ７５ ９／４ １０YR６／３にぶい黄橙 H･Ke HN Ke AⅢ

７８１９ 土師器 坏 ST７９５ １２５ ６４ ４４ ７／４ １０YR８／３浅黄橙 N･M N･M Ke RP２９ AⅠ

７９１９ 土師器 坏 ST７９５ １４２ ４３ ９．５／４．５２．５YR６／６橙 N･M N･M Ke 貯蔵穴から
出土 D

８０ 土師器 坏（蓋） ST７９５ １３０ ２６ ４４ ９／５ ５YR７／６橙 N N･M Ke カマド跡から
出土 B

８１１９ 土師器 坏（蓋） ST７９５（１４２） ５０ ５０ ６／５ ５YR６／６橙 N･M N･M Ke RP３７ AⅠ

８２１９ 土師器 坏 ST７９５ １２９ （２５） ４５ ５／４ ２．５YR６／４にぶい橙 N･M･Ke N･M Ke RP３８ AⅠ

８３１９ 土師器 坏 ST７９５ １３１ ８０ ５０ ６／５ ５YR６／６橙 N･M N･M Ke RP３０／３１ C２

８４１９ 土師器 坏 ST７９５ １３６ ５４ ４８ ６．５／５．６２．５YR６／６橙 N･M N･M Ke カマド跡から
出土

A
Ⅰ

７８
８５ 土師器 坏 ST７９５ １５６ ６３ １０／５ ７．５YR５／３にぶい褐 N･M N･M RP３３ E

８６２７ 土師器 鉢 ST７９５ １０１ ２０ ６６ ４．３／３．５１０YR７／４にぶい黄橙 N･Ke N･Ke Ke RP８２

８７３８ 土師器 有孔鉢 ST７９５ １５４ ５８ １３０ １２／６ ７．５YR６／４にぶい橙 H･Ke HN･Ke Ke RP３０ E

８８３８ 土師器 有孔鉢 ST７９５ １７６ ４２ １４０ ７．５YR７／３にぶい橙 N･Ke N Ke RP３３ E

８９２７ 土師器 壷 ST７９５ ８８ （１３９） ９．５／５ ７．５YR６／３にぶい褐 N･M N･M RP８２ CⅡ

９０ 土師器 甕 ST７９５（１２０） ７．５／３ ２．５YR６／８橙 N カマド跡から
出土

９１ 土師器 甕 ST７９５ ６８ ２２７ ９／６ １０YR７／２にぶい黄橙 H･Ke HN･H Ke RP３１／３２ BⅡ

９２ 土師器 甕 ST７９５ ７２ ２３０ ９／７ ２．５YR６／６橙 H･Ke H RP３４／３５カマ
ド跡から出土 BⅡ

９３ 土師器 甕 ST７９５（１３３） （１３２）（６２） ７／６ ２．５YR６／４にぶい橙 N HN カマド跡から
出土 D

９４ 土師器 壷 ST７９５（１２８） （１５０） ６／５．５ ２．５YR６／６橙 N･H HN RP３５ D

７９
９５ 土師器 甕 ST７９５ ７０ １０／６ ５YR５／２灰褐 H･Ke HN･H Ke RP３６

９６３７ 土師器 甑 ST７９５ ２２２ ２７０ １０／４ ７．５YR８／３浅黄橙 N･Ke N･Ke RP３９ A２

９７３２ 土師器 甕 ST７９５ １６２ ７０ ２２３ ２８１ １５／５ １０YR７／４にぶい黄橙 N･H･Ke HN･H Ke RP３６ BⅠ

９８３２ 土師器 甕 ST７９５ １６７ ６９ ２３３ ２８６ １０／６ ７．５YR７／４にぶい橙 H･Ke HN･H Ke RP３０／３１／３２ BⅠ

８０ ９９ 土師器 甕 ST７９５ １３６ ７／５ ７．５YR６／２灰褐 N･H N･H RP８１

遺物計測表
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表５ 遺物計測表（３）

１００ 土師器 甕 ST７９５ １３４ ７／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H N･H カマド跡から
出土

１０１ 土師器 甕 ST７９５（１７８） （２４５） ７／６ １０YR６／４にぶい黄橙 N･H･Ke HN･H RP３０／３１／８８ AⅠ

８０
１０２ 土師器 甕 ST７９５ ７０ ２４０ １０／６ ２．５YR６／６橙 H･Ke HN･Ke Ke カマド跡から

出土 C

１０３ 土師器 高台付坏 ST７９５ ６０ ７．２／４．６７．５YR６／３にぶい褐 Ro Ro.M・黒 b 平安

１０４５４ 石製品 不明 ST７９５ 長さ（５３）、幅４３、厚さ３３ ５YR７／２明褐灰

１０５５３ 石製品 砥石 ST７９５ 長さ１３７、幅６４、厚さ５３ １０YR６／１褐灰 RQ８３上部に炭
化物付着

１０６５２ 石製品 皿か ST７９５ 長さ１４５、幅２２９、厚さ５３ １０YR６／２灰黄褐

１０７ 石製品 不明 ST７９５ 長さ４０、幅２９、厚さ３４ ５Y５／１灰

１０８ 土師器 坏 ST１１１０（１３２）（４２） ４８ ７／４ １０R４／３赤褐 N･M N･M Ke RP７８ C１

１０９ 土師器 坏 ST１１１０（１２４） （４５） ８／６．５ ７．５YR７／３にぶい橙 RP７４ AⅠ

８１１１０１９ 土師器 坏 ST１１１０ １３８ ２５ ５１ ７／４ ２．５YR６／８橙 N･M N･M Ke RP７１ AⅠ

１１１２０ 土師器 坏 ST１１１０（１８６） ５０ ６３ ８／５．２ ２．５YR５／６明赤褐 N･M N･M Ke RP７５ AⅠ

１１２ 土師器 坏 ST１１１０（１３６）（５４） ５１ ６／４ ７．５YR６／４にぶい橙 Ro Ro b 平安

１１３３８ 土師器 甑 ST１１１０（２１６） ８１ ２５５ ２２７ １２／８ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･Ke H RP４７ B

１１４ 須恵器 坏 ST１１１０ ６４ ８／３ １０YR６／１褐灰 Ro Ro b RP７９平安

１１５４２ 須恵器 坏身 ST１１１０（１０８） ５．５／２．５N５／灰 Ro･Ke Ro RP７０

１１６２８ 土師器 鉢 ST１１１０（２４８） ７０ ２２２ １６３ １１／７ １０R５／６赤 N･H N Ke RP４８

１１７ 土師器 甕 ST１１１０ ６２ ２２３ ２２／７ ７．５YR６／３にぶい褐 H･Ke HN Ke RP７７／７８ B

１１８ 土師器 甕 ST１１１０ ５４ １４／６．５７．５YR６／３にぶい褐 Ke N Ke RP４８

１１９５４ 石製品 石棒か ST１１１０長さ（１３６）、幅（５９）、厚さ（５２） １０YR８／３浅黄橙

８２１２０ 土師器 坏 ST１１１２ ２．５YR６／６橙 N N Ke･RI

１２１ 土師器 甕 ST１１１２ １６２ ６．５／４．５１０YR８／３浅黄橙 N･H HN

１２２５３ 石製品 不明 ST１１１２長さ（１０５）、幅４６、厚さ２８ ７．５Y７／１灰白

１２３ 土師器 坏 ST１１２７ １００ ４０ ３６ ７．２／５．６１０YR８／４浅黄橙 N･M N RP５８ AⅠ

１２４２０ 土師器 坏 ST１１２７ １５９ ５６ ５４ １１／４．５７．５YR７／４にぶい橙 M M RP５７ E

１２５ 土師器 坏 ST１１２７ ２８ ９／４ ５YR６／６橙 N M Ke･RI

１２６ 土師器 甕 ST１１２７ １９６ ７２ １０／７．２１０YR７／４にぶい黄橙 N･H･Ke HN Ke RP６０ AⅡ

１２７ 土師器 甕 ST１１２７ ７６ １４／８ １０YR８／３浅黄橙 N･H N Ke RP８４

１２８ 土師器 甕 ST１１２７ ４８ ８．５／５．７２．５YR６／６橙 H･Ke HN･H Ke RP６０

８３１２９ 土師器 甕 ST１１２７ ７２ １０／５．８１０YR８／４浅黄橙 H･Ke HN RP５０／６０

１３０ 土師器 甕 ST１１２７ １８９ ２３４ ８／６ ５YR６／２灰褐 N･H HN･H RP８６ AⅡ

１３１ 土師器 甕 ST１１２７ ７２ ８／５ ７．５YR６／２灰褐 H･Ke HN Ke RP８４

１３２２８ 土師器 甕 ST１１２７ １９０ ２０２ １０／７ １０YR８／４浅黄橙 N･H HN RP５６

１３３ 土師器 甕 ST１１２７（１５０） ５．５／３．５１０R４／６赤 N･H HN･H RP５９

１３４３２ 土師器 甕 ST１１２７ １２８ ７０ １９４ ２１４ １１／９ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･Ke N Ke RP６０複合口縁

１３５ 土師器 甕 ST１１２７ ７４ １１／７ ７．５YR７／４にぶい橙 H HN･H Ke RP６０／８５

８４１３６ 土師器 甕 ST１１２７ ７／３．５ ２．５YR５／６明赤褐 H HN Ke RP６０／８７

１３７ 土師器 壷 ST１１２７ １２４ ２５１ １１／８ ２．５YR５／６明赤褐 N･H･M HN･H RP８７ D

１３８２８ 土師器 甕 ST１１２７ ８５ ２４３ ９．５／７ １０YR８／４浅黄橙 N･H HN Ke･RI RP５０／６０ AⅠ

１３９ 土師器 甕 ST１１２７ ２００ ２６６ １５／１０ ７．５YR７／３にぶい橙 N･Ke HN RP５９／８９ AⅢ

１４０５３ 石製品 カマド石 ST１１２７長さ（２２８）、幅１１８、厚さ９４ １０YR８／２灰白

８５１４１５３ 石製品 カマド石 ST１１２７長さ（２６７）、幅１３９、厚さ９７ ７．５YR８／４浅黄橙

１４２５４ 石製品 不明 ST１１２７長さ１１８、幅４６、厚さ３１ １０YR６／６明黄褐

１４３４２ 須恵器 坏蓋 ST２００２ ５／３ N４／灰 Ro･Ke Ro RP５２０

１４４４２ 須恵器 坏蓋 ST２００２ ９／３ N４／灰 Ro.ke Ro RP５２０

１４５４１ 須恵器 坏蓋 ST２００２ １２４ ４２ ７／３ N６／灰 Ro･Ke Ro RP５３２

１４６４１ 須恵器 坏身 ST２００２ １０４ ４２ ６．５／３ N６／灰 Ro Ro Ke RP５２０

８６
１４７ 土師器 坏 ST２００２ １５０ ５０ ５３ ６／４ ２．５YR５／８明赤褐 M N･M Ke RP２３５ AⅠ

１４８ 土師器 高坏 ST２００２ １７０ ５．６ ５YR５／６明赤褐 M M D

１４９ 土師器 高坏 ST２００２ １５／４ ５YR６／６橙 N RP６３１

１５０３２ 土師器 甕 ST２００２ ２００ ６８ ２５２ ２５７ １０／５ ５YR７／４にぶい橙 N･H･Ke HN RP５３３ C

１５１２８ 土師器 甕 ST２００２（２７０） （２１８） ９／６ ７．５YR６／３にぶい橙 N･H HN･H RP５３３ BⅠ

１５２ 土師器 甕 ST２００２ ２０３ ７４ ２６２ ３３０ １０／７ ７．５YR４／２灰褐 N･H N Ke RP６３２ BⅠ

遺物計測表
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表６ 遺物計測表（４）

１５３ 縄文土器 不明 ST２００２ ５

１５４５４ 石製品 砥石か ST２００２長さ１５０、幅３４、厚さ３２ ２．５GY７／１
明オリーブ灰

１５５５４ 石製品 砥石か ST２００２長さ１２６、幅４９、厚さ４４ ２．５Y８／１灰白

８７
１５６２０ 土師器 坏 ST２００４ １２８ ２２ ６３ ９／４ ７．５YR４／６褐 N･M N･M Ke RP５３０底部外

面に箆書「×」 C２

１５７３９ 土師器 有孔鉢 ST２００４ （１８） ７．５／７ １０YR７／２にぶい黄橙 H･Ke N･M RP２４６ D

１５８ 土師器 甕 ST２００４（１７０）（３０） ６．２／３ １０YR５／３にぶい黄褐 H HN RP２４６ D

１５９ 土師器 甕 ST２００４ １６７ （２７０） ７／５ ２．５YR５／６明赤褐 H HN RP２４７ AⅠ

１６０ 縄文土器 不明 ST２００４ ６／５ ７．５YR４／３褐

１６１５４ 石器 剥片 ST２００４長さ４６、幅９、厚さ３７ １０YR４／１褐灰

１６２２０ 土師器 坏 ST２００６ １３４ ５０ ５１ １０／４ ２．５YR６／６橙 N N RP２８５ AⅠ

１６３２０ 土師器 坏 ST２００６ １４１ ６２ ４３ ７／４ ２．５YR５／８明赤褐 N･M N･M RP５３６ AⅠ

１６４ 土師器 坏 ST２００６ １１／６ １０YR６／３にぶい黄橙 M M

１６５ 土師器 高坏 ST２００６ １６８ ８／４ ５YR７／４にぶい橙 N･M N RP３５１坏部内
面に煤付着 D

１６６ 土師器 高坏 ST２００６ ９／３ ５YR５／６明赤褐 M D

８８
１６７ 土師器 高坏 ST２００６ １７０ ９／４ ５YR６／６橙 M M RP５４１／５４３ C

１６８ 土師器 高坏 ST２００６ ２００ ８／５ ７．５YR７／３にぶい橙 RP３５０ A

１６９ 土師器 高坏 ST２００６ ２００ １２／６ ５YR５／６明赤褐 N･M N･M RP５４３ A

１７０ 土師器 甕 ST２００６（１３２） ９／５ １０R５／６赤 N･H HN RP５３６ D

１７１ 土師器 甕 ST２００６ ４８ ８／６ ７．５YR５／３にぶい橙 H･Ke HN Ke･RI RP５３５

１７２ 土師器 甕 ST２００６ ７／４．３ ５YR７／３にぶい橙 N･H N･H RP２８４

１７３ 土師器 甕 ST２００７ １６８ ７／３ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H HN･H RP２９３ BⅠ

１７４ 土師器 壷 ST２００７ １４２ （２４９） ８／６ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･M N･H RP２９３ D

１７５ 土師器 甕 ST２００７ １３０ ６．５／３．２２．５YR６／６橙 N N RP２９５

１７６ 土師器 甕 ST２００７ １７６ ８．８／４ ２．５YR６／６橙 N･H N･H RP２９３ BⅠ

１７７ 土師器 甕 ST２００７ １８１ ９／６．５ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H N･H RP３３８ BⅠ

８９
１７８ 土師器 甕 ST２００７ ７８ １０／６．３１０YR７／３にぶい黄橙 H･Ke HN Ke RP５３７体部下

半に煤付着
１７９ 土師器 甕 ST２００７ ７０ ９／３．５ ７．５YR５／２灰褐 H･Ke HN Ke RP２９１

１８０ 土師器 壷 ST２００７ １１０ （２１４） １０／６ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H･M HN･H RP２９５ D

１８１ 土師器 甕 ST２００７ ７８ ８／４ ７．５YR５／２灰褐 H･Ke N RP３３８ BⅠ

１８２３７ 土師器 甑 ST２００７ ２１６ ８０ ２４３ ２７１ ９／６ ７．５YR６／３にぶい橙 N･H･M HN･H･Ke RP５３８ A２

１８３ 須恵器 甕 ST２００８ ９／７．５ N４／灰 T A RP２３１平安

１８４ 土師器 坏 ST２００８（１５５） ６０ ５６ ８．２／５．２７．５YR６／６橙 N M RP５４７ F

１８５ 土師器 高坏 ST２００８（２４８） ６／４．５ ２．５YR５／４にぶい赤褐 N N RP５２９ A

１８６ 土師器 甕 ST２００８（２１０） ７．５／５ ７．５YR６／３にぶい褐 N･H N･H 口縁に煤付着

１８７ 土師器 甕 ST２００８ ７０ １０／６ ７．５YR７／４にぶい橙 H H Ke RP５５７ B

９０
１８８５５ 石製品 砥石 ST２００８長さ（１５５）、幅６５、厚さ４８ ２．５YR８／２灰白 RQ５４６

１８９ 土師器 高坏 ST２００９ １４０ ５．４／４．３７．５YR８／２灰白 N N･M A

１９０ 土師器 高坏 ST２００９ １０／８ １０YR７／２にぶい黄橙 M N RP２５７

１９１ 土師器 高坏 ST２００９ ９／５ ７．５YR７／４にぶい橙 M N RP５２５

１９２ 土師器 甕 ST２００９（１８０） ５／４ １０YR７／２にぶい黄橙 N･H N･M RP２２３

１９３ 土師器 甕 ST２００９ ９４ ８／４ ７．５YR７／３にぶい橙 H･Ke M・黒 c 平安

１９４ 土師器 高台付坏 ST２００９ ８０ ８／６ ７．５YR７／３にぶい橙 Ro 黒 b RP５２１平安

１９５ 須恵器 坏 ST２００９ ５６ １０／４ ５YR６／４にぶい橙 Ro Ro b 平安

１９６ 須恵器 坏 ST２００９ ５８ ８／４ ５YR６／４にぶい橙 Ro Ro b RP２２４平安

１９７４４ 須恵器 坏 ST２００９ １３１ ５６ ３５ ４／３ ５GY５／１オリーブ灰 Ro Ro b
RP５２２
平安底部外面
に墨書「畳」か

９１
１９８５０ 須恵器 甕 ST２００９ （１２０）（２５１） １３／７ N６／灰 Ro･T Ka･A･ a RP５５８平安

１９９４５ 土師器 坏 ST
２００９ １３３ （６２） ５／４ １０YR７／３にぶい黄橙 Ro Ro b 平安体部外面

に墨書「□」
２００ 土師器 高台付坏 ST２００９（１４５）（６７） ６７ ５／３．５ ７．５YR６／４にぶい橙 Ro M・黒 平安

２０１５７ 木製品 不明 ST２００９長さ（２１７）、幅２１、厚さ７ 穿孔

２０２５７ 木製品 不明 ST２００９長さ１２８、幅（６５）、厚さ７

２０３５７ 木製品 不明 ST２００９長さ（３１６）、幅１５８、厚さ１０ 表面炭化

遺物計測表
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表７ 遺物計測表（５）

２０４ 須恵器 壷 ST２０１０ （８６） ７／４．４ １０YR５／１褐灰 Ro Ro b RP３００平安

２０５ 須恵器 坏蓋 ST２０１０ ６／５ N５／灰 Ro･Ke Ro 内面に灰釉

２０６ 土師器 坏 ST２０１０（１１０） ５９ １１／５．４５YR７／４にぶい橙 N･M N･M Ke E

２０７ 土師器 坏 ST２０１０ １４４ ６１ １０／３．５５YR６／６橙 N･M N･M Ke E

２０８２８ 土師器 甕 ST２０１０ １１７ ６０ １３２ ９６ ４．５ ５YR６／４にぶい橙 N･H･Ke HN･M Ke D

２０９ 土師器 壷 ST２０１０（１００） （１２０） ６／４ ２．５YR６／６橙 N N CⅢ

２１０ 土師器 甕 ST２０１０（２００） （２１０） ６／４ ７．５YR５／３にぶい褐 N･H HN B

２１１ 土師器 坏 ST２０１１（１３４）（４４） （４３）５．５／４．５１０YR５／３にぶい黄褐 N･M N Ke 底部外面に線刻 AⅠ

９２２１２２０ 土師器 坏 ST２０１１ １５６ ７０ ４６ ９．５／３．５７．５YR５／２灰褐 N･M N･M Ke RP５５３ AⅠ

２１３２０ 土師器 坏 ST２０１１ １４５ ６０ ８／５．３ ２．５YR５／６明赤褐 N･M N･M AⅠ

２１４２５ 土師器 高坏 ST２０１１（１９７） ５／４．３ ５YR６／６橙 N･M N RP５５４ A

２１５ 土師器 甕 ST２０１１ １９０ １３／７ ２．５YR６／６橙 N･H N RP５５２

２１６２８ 土師器 甕 ST２０１１ １５３ ６８ １９４ ２１０ １５／５ ５YR７／４にぶい橙 N･H N･H Ke RP５５１ AⅠ

２１７２０ 土師器 坏 ST２０１２ １４５ ５３ ４７ ９／４ ２．５YR５／６明赤褐 N･M N･M Ke RP５０５ A
Ⅱ

２１８２１ 土師器 坏 ST２０１２ １４０ ５／４ ２．５YR６／６橙 N･M N･M RP５１４ AⅠ

２１９ 土師器 甕 ST２０１２ １８１ （２４２） ５／４ ７．５YR５／３にぶい褐 N･H N･H 口唇部特徴から
台付甕の可能性

A
Ⅰ

２２０２９ 土師器 甕 ST２０１２ １９７ ８５ （１８７）２０７ １０／５ ７．５YR６／２灰褐 N･H N･H Ke RP３１４ AⅡ

２２１ 土師器 壷 ST２０１２ （１４２） ６／６ ５YR５／２灰褐 N･M･Ke N RP３４９ CⅡ

２２２ 土師器 甕 ST２０１２ １６２ ７／３ １０YR３／３暗褐 N･H N･H RP３４９ BⅡ

２２３ 土師器 甕 ST２０１２ １７０ （１７０） ５／４ ７．５YR６／４にぶい橙 N･H N･H RP２８２ D

２２４２１ 土師器 坏 ST２０１４ １３４ ５３ ７．５YR７／３にぶい橙 N･M･Ke N･M Ke RP３２６ C１

２２５ 土師器 坏 ST２０１４ １４６ ５８ ８／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･M Ke RP３４４ AⅠ

２２６２１ 土師器 坏 ST２０１４ １５４ ６４ ７．５／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N N･M RP３４４ AⅠ

２２７１７ 土師器 坏 ST２０１４ １４７ ４９ ７／３ ２．５YR５／６明赤褐 N N RP３２３ AⅠ

２２８２２ 土師器 坏 ST２０１４（１４８）（４０） （５０） ９／５ ５YR６／６橙 N･M･Ke N･Ke Ke RP３２５ AⅠ

９３２２９ 土師器 坏 ST２０１４ １３８ ５１ ２．５YR６／６橙 N･M N･M Ke RP３４５ AⅠ

２３０１７ 土師器 坏 ST２０１４ １４６ ２８ ６１ １０／４ ７．５YR４／３褐 N･H･Ke N･M Ke･RI RP３４３

２３１１７ 土師器 坏 ST２０１４ １５０ ４０ ４６ ９／６．４ ５YR５／６明赤褐 N･M N･M Ke RP２５０ AⅠ

２３２２１ 土師器 坏 ST２０１４ １４４ ５６ ４１ ７／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M･Ke N･M Ke RP３４５ AⅠ

２３３ 土師器 坏 ST２０１４（１６０）（７８） ４１ ８．５／４．３１０YR７／３にぶい黄橙 N N･M Ke RP３２５ AⅠ

２３４ 土師器 坏 ST２０１４ １１４ ４４ ４２ ５／４ ５YR６／６橙 N N Ke RP３４４ AⅠ

２３５２１ 土師器 坏 ST２０１４ １５４ ４７ １０／５ ５YR６／６橙 N･M N･M Ke AⅠ

２３６３９ 土師器 坏 ST２０１４ ７．５／７ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M N Ke 底部外面に箆
書「×」

２３７３９ 土師器 坏 ST２０１４ ６／５ ５YR７／６橙 N･Ke N Ke 底部外面に箆
書「×」

２３８４１ 須恵器 蓋 ST２０１４ １１６ ４６ １０／３ １０YR６／１褐灰 Ro･Ke Ro RP３２２

２３９４１ 須恵器 壷か ST２０１４（９６） ２２ ５９ ８／２．５ N５／灰 Ro･Ka Ro･Ka RP６２１

２４０ 土師器 高坏 ST２０１４ １１／６ ５YR５／４にぶい赤褐 N･M M RP３３７ A

２４１ 土師器 高坏 ST２０１４（１８４） （７３） ８／６ ２．５YR６／６橙 N･M N･M RP３３０ E

２４２２５ 土師器 高坏 ST２０１４ （１２０） ５ ５YR６／６橙 H･M H･M RP３３１ F

２４３ 土師器 高坏 ST２０１４（２２０） ９／３ １０YR７／３にぶい黄橙 N･M N･M A

２４４４０ 土師器 甕 ST２０１４ １２１ ４８ １３２ ９８ ６／６ １０YR５／３にぶい黄褐 H･M N Ke･RI RP３２１

９４
２４５ 土師器 壷 ST２０１４（１３４） ８／４．５ ７．５YR８／４浅黄橙 N H RP６２２

２４６ 土師器 壷 ST２０１４（９６） ６／３ １０R５／６赤 N･M N･M 外面赤彩か CⅠ

２４７ 土師器 甕 ST２０１４ ６２ ７／６ ７．５YR７／４にぶい橙 H H Ke RP３４６ B

２４８２７ 土師器 壷 ST２０１４ （１５１） ７．５YR５／４にぶい褐 M･Ke N･H RP３２７ CⅡ

２４９ 土師器 甕 ST２０１４（２２６） １０／６ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H HN

２５０５１縄文土器 浅鉢 ST２０１４ １０YR７／２にぶい黄橙

２５１５１縄文土器 不明 ST２０１４ １０YR７／３にぶい黄橙

２５２５５ 石製品 砥石 ST２０１４長さ６５、幅２８、厚さ１７ ５Y８／１灰白

２５３５２ 石製品 不明 ST２０１４長さ５５、幅５１、厚さ３６

２５４５６ 石器 石核か ST２０１４長さ４１、幅６６、厚さ２９ １０YR４／２灰黄褐

９４２５５ 須恵器 壷 ST２０１６ ６６ ９／３．５ ５Y５／１灰 Ro･Ke Ro b RP３１９平安

２５６ 土師器 高台付皿 ST２０１６ ６６ １０／５ １０YR６／３にぶい黄橙 Ro M・黒 平安

遺物計測表
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表８ 遺物計測表（６）

２５７ 土師器 甑 ST２０１７（１８０） ６ １０R６／６赤橙 N･H N RP３６８ B

２５８ 土師器 甕 ST２０１７（１４８） ８／４ １０YR８／４浅黄橙 N･H N･H

２５９ 土師器 甕 ST２０１７（１８０） ７／５．５ ５YR６／４にぶい橙 N･H N･H RP４２４

９５２６０ 土師器 甕 ST２０１７（１７８） １０YR７／４にぶい黄橙 N･H N･H RP４００／５４０ BⅠ

２６１ 石製品 砥石 ST２０１７長さ（１０４）、幅４６、厚さ３９ ２．５Y８／１灰白

２６２５４ 石製品 石棒か ST２０１７長さ（９５）、幅５０、厚さ３５ ２．５Y８／１灰白

２６３ 石製品 石棒か ST２０１７長さ（９０）、幅６４、厚さ４０ １０YR７／１灰白

２６４ 土師器 坏 ST２０１９ １５２ ４９ ６．５／５．５１０YR８／３浅黄橙 M･Ke N･M RP２５９ AⅠ

２６５ 土師器 坏 ST２０１９ １４６ ６／５ １０YR３／２黒褐 N･M N･M AⅠ

２６６ 土師器 坏 ST２０１９（１３４） ５YR６／６橙 N･M･Ke M Ke RP３５２ AⅠ

２６７３９ 土師器 坏 ST２０１９（１４９） ２４ ６／４ １０YR６／４にぶい黄橙 M･Ke M Ke･RI RP３５８底部外面に箆書「×」
２６８ 土師器 高坏 ST２０１９ １０／７ ７．５YR７／３にぶい橙 M N RP３５７

２６９ 土師器 高坏 ST２０１９ １２／８ １０R５／６赤 N･M N RP３６０ D
９６２７０ 土師器 高坏 ST２０１９ １５／８ ７．５YR６／６橙 M N RP２５７

２７１ 土師器 甕 ST２０１９ １７０ ９／７ １０YR８／３浅黄橙 N･H･Ke N･H RP５０２ CⅡ

２７２３３ 土師器 甕 ST２０１９ １７６ ９１ ２７３ ２８５ １４／６ ７．５YR５／２灰褐 H･M･Ke HN RP３５２
複合口縁

２７３ 土師器 甕 ST２０１９ １８０ （１７６） ８／５ １０YR７／４にぶい黄橙 N･H N･M RP３５５ D

２７４ 土師器 甕 ST２０１９ （６０） ８／６ １０YR８／４浅黄橙 N･H HN･H RP３５２ B

２７５ 土師器 甕 ST２０１９ ６３ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･H RP２５９

２７６３９ 土師器 甑 ST２０１９ ９／７．５ ７．５YR８／３浅黄橙 N･H N･H RP３４７ D

２７７３３ 土師器 甕 ST２０１９ １９９ ６０ ２４４ ２６５ １０／４ ７．５YR８／３浅黄橙 N･H･Ke HN･H H RP３５７・３５８ AⅠ

２７８ 土師器 壷か ST２０１９ （１９８） ９／７ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M N･H RP５０２ A

９７
２７９ 土師器 甕 ST２０１９ （２４２） １０／６．５７．５YR６／３にぶい橙 N･H N･H RP３５３ BⅠ

２８０３４ 土師器 甕 ST２０１９ ２１２ ８０ ２８２ ３０３ １０／５ １０YR５／４にぶい黄橙 N･H･Ke HN･H Ke RP３５６ AⅠ

２８１５６ 土製品 紡錘車 ST２０１９長径３７、短径３４、厚さ１６ ７．５YR８／１灰白 RP２４８

２８２５５ 石製品 砥石か ST２０１９長さ（４９）、幅３６、厚さ２８ ７．５YR８／２灰白

２８３４７ 須恵器 双耳坏 ST２０２０ ６．６／４ ７．５R５／２灰赤 Ro･Ke Ro･Ke 平安耳部片
のみ

２８４２１ 土師器 坏 ST２０２０ １５２ ４２ ５６ ７／５ ５YR５／６明赤褐 N･M N･M Ke RP５１２ AⅡ

２８５４０ 土師器 坏 ST２０２０ ４ ７．５YR８／４浅黄橙 Ke･RI RP３０２

２８６ 土師器 甕 ST２０２０（１７０） １２／８ ５YR５／６明赤褐 N･H N RP３０４ A

２８７ 土師器 甕 ST２０２０ ２０４ １０／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H N･H RP３０５ B

９８
２８８ 土師器 甕 ST４００２（１６０） （２８０） １０YR８／３浅黄橙 N･H N RP６０１

複合口縁

２８９５６ 土製品 紡錘車 ST４００３径３９、厚さ２４ ７．５YR８／３浅黄橙 黒色の付着物
あり

２９０５６ 石製品 模造石製品 ST４００３径３７、厚さ４ N４／灰 RQ４９０

２９１５６ 石製品 模造石製品 ST４００３長径（４２）、短径（３５）、厚さ３ N４／灰 RQ４９０

２９２５６ 石製品 模造石製品 ST４００３長径４４、短径４１、厚さ４ N４／灰 RQ４９０

２９３５６ 石製品 模造石製品 ST４００３長径（３３）、短径（２４）、厚さ４ N４／灰 RQ４９１

２９４５５ 石製品 砥石 ST４００３長さ８４、幅２６、厚さ２５ ２．５Y８／２灰白

２９５ 土師器 坏 ST４００３（１４４） ６４ ５０ ８／３ １０YR８／３浅黄橙 N N･M RP４８４ AⅠ

２９６ 土師器 坏 ST４００３（１４０） ３８ ５５ ２．５YR６／６橙 N N 平安 AⅡ

２９７ 土師器 坏 ST４００３（１５２） ５６ ６１ ７．５YR８／４浅黄橙 N N E

２９８２１ 土師器 坏 ST４００３ １３４ ５０ ５８ ７／４．５ ５YR６／６橙 N･M N･M Ke RP４９４ E

２９９２２ 土師器 坏 ST４００３ １６０ （７７） ９／４ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N RP５７３ AⅠ

３００２６ 土師器 坏 ST４００３ １４０ ５６ ８３ ６／４．８ ７．５YR８／２灰白 N･H N･H RP５７２ E

９９
３０１ 土師器 壷 ST４００３ （１５５） ９／５ ７．５YR７／３にぶい橙 M H CⅡ

３０２２７ 土師器 壷 ST４００３ １１／５ RP４９２ CⅡ

３０３ 土師器 壷 ST４００３ （１４８） １１／５ ７．５YR６／４にぶい橙 M f RP５６５ CⅡ

３０４２７ 土師器 甕 ST４００３（１２３）（６０） １２５ ８／５ １０YR８／３浅黄橙 N･H･Ke N･H RP５６４ D

３０５ 土師器 甕 ST４００３ １６０ （１５１） ７．５／４ ２．５YR５／６明赤褐 N･H N RP４９６ D

３０６ 土師器 甕 ST４００３（１４６） ７．５YR７／２明褐灰 N･H N･H

３０７ 土師器 甕 ST４００３（１４４） １０／８ １０YR８／３浅黄橙 N･M N 複合口縁

３０８ 土師器 甕 ST４００３（１８３） １０／５ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H HN RP４８８ B

遺物計測表
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表９ 遺物計測表（７）

３０９ 土師器 甕 ST４００３（１７６） １０YR７／２にぶい黄橙 N･H N 複合口縁

９９３１０ 土師器 甕 ST４００３（１６０） ７．５YR８／４浅黄橙 N･H N RP５６８

３１１ 土師器 甕 ST４００３ １６８ １０／５ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H･M N･H RP５６３

３１２ 土師器 甕 ST４００３（１７０） ８．５／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H N RP４９３

３１３ 土師器 甕 ST４００３ ２１０ ７／４ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H HN RP４９７

３１４ 土師器 甕 ST４００３（１６０） １０／５ １０YR７／２にぶい黄橙 N･H HN

１００３１５ 土師器 甕 ST４００３ （２４３） １０／８ １０YR８／３浅黄橙 H H RP５６６ BⅠ

３１６ 土師器 甕 ST４００３ ８２ １０／５ １０YR７／３にぶい黄橙 H･Ke N･H Ke RP４９８ C

３１７ 土師器 甕 ST４００３ ６４ （３０３） ７．５YR８／４浅黄橙 N･H N RP５６９ A

３１８ 土師器 甕 ST４００３（１６５） １４／６ １０YR７／４にぶい黄褐 N･H HN RP３７４／４８５ A

３１９ 土師器 甕 ST４００３ ２４４ （２８０） ９／７ ７．５YR６／３にぶい褐 N･H HN RP３７４ AⅡ

３２０ 土師器 甕 ST４００３（１５４） ７．５YR８／３浅黄橙 N･H N 複合口縁

３２１ 土師器 甕 ST４００３ ８４ ９／５ ５YR５／６明赤褐 H N･H Ke RP４９６ A

１０１３２２ 土師器 甕 ST４００３ ７６ ８／６ ７．５YR６／４にぶい橙 H N･H RP４２６ B

３２３ 土師器 甕 ST４００３ ６８ ２１４ ７．５YR６／２灰褐 N･H N･H RP４９８底部煤
付着 A

３２４ 土師器 甕 ST４００３（１８０） ７／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H N･H RP５６２ B

３２５３７ 土師器 甑 ST４００３ ２０９ ８７ ２５９ ３００ ８／５ ７．５YR５／６明褐 N･H･Ke N･H･Ke RP５６３ A２

３２６２２ 土師器 坏 ST４００４ １３４ ４１ ８／４．５ ５Y６／６橙 N･M･Ke N･M Ke RP５９３ AⅠ

３２７ 土師器 坏 ST４００４ １３４ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M N･M Ke RP４２３ AⅠ

３２８２２ 土師器 坏 ST４００４ １５３ ８／５ ５YR６／６橙 N･M N･M Ke･RI RP３６１ AⅠ

３２９ 土師器 坏 ST４００４ １３６ ６／３ ７．５YR７／３にぶい橙 N･M N･M RP５８２ F

３３０ 土師器 坏 ST４００４ １５０ ３０ ５４ ５．５／１．５５YR６／６橙 N･M･Ke RP５８５ AⅠ

３３１ 土師器 坏 ST４００４ １３４ ７０ ７６ ７／６ １０R５／６赤 N M Ke RP４３９ AⅠ

１０２３３２ 土師器 坏 ST４００４（１２０） １０R６／６赤橙 N･Ke N･M RP５８７ AⅠ

３３３２９ 土師器 甕 ST４００４（１４０）（２６） （１２０） ６／５ ７．５YR６／３にぶい褐 N･H N RP５８２／５８３ D

３３４ 土師器 壷 ST４００４ １００ （１６９） ９／６ ７．５YR８／４浅黄橙 N･Ke N RP４２３

３３５ 土師器 甕 ST４００４（１９０） ８／６．５ ２．５YR５／６明赤褐 N･H HN RP３７７

３３６４２ 土師器 坏 ST４００４ １４０ ５８ ５０ １０YR７／２にぶい黄褐 Ro Ro b RP３６２平安

３３７ 土師器 坏 ST４００４（１５６）（７６） ７／３ ５YR７／６橙 Ro Ro b 平安体部内面
に黒色付着物

３３８４２ 土師器 高台付坏 ST４００４ １５９ ５６ ６９ １２／４ ７．５YR７／３にぶい橙 Ro M・黒 b RP３７９平安

３３９５５ 石製品 砥石か ST４００４長さ５７・幅４０・厚さ１４ ５GY７／１明オリーブ灰

３４０５３ 石製品 石棒か ST４００４長さ（２８１）・幅（１１１）・厚さ８３ ５Y７／１灰白 RQ５９１

３４１ 土師器 壷か ST４００４（１２６） ８／６ ５YR６／６橙 N･Ke HN RP５８４

３４２ 土師器 甕 ST４００４（２６０） （２３７） ９／５ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H･Ke N･H RP３７２／５８０／５８２

３４３ 土師器 甕 ST４００４（１８４） ８／６ ２．５YR６／６橙 N･M N･M RP５９４
複合口縁

３４４ 土師器 甕 ST４００４（２８０） １０YR８／４浅黄橙 N･H N･H RP５９６

１０３３４５ 土師器 甕 ST４００４ ７２ ７／５ ７．５YR８／３浅黄橙 H･Ke H Ke RP５９２

３４６ 土師器 甕 ST４００４ １２／６ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H･Ke H RP３６３

３４７ 土師器 甕 ST４００４（１６８） ６ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･H RP５９０ BⅡ

３４８３４ 土師器 甕 ST４００４ ２４９（２４９） ８／７ ７．５YR８／３浅黄橙 N･H･Ke N･H RP５８６ BⅡ

３４９ 土師器 甕 ST４００４ ６６ １０／６ ２．５YR６／６橙 N･H N･H RI RP５８１／５８８／５９０

３５０ 土師器 甕 ST４００５ １５２ （３２） ５０ ７／５ N･M N･M RP４６４カマド
跡から出土

A
Ⅰ

３５１２２ 土師器 坏 ST４００５ １３２ ２４ ５０ ６．５／４ ５YR７／６橙 N･M･Ke N･M･Ke Ke RP４７３カマド
跡から出土 AⅠ

３５２ 土師器 坏 ST４００５ １８６ （５４） （６６） ５YR５／６明赤褐 N N RP６０６ AⅠ

３５３ 土師器 壷 ST４００５ １０４ ５．５／２．５５YR５／６橙 N H RP６１３ CⅠ

１０４
３５４ 土師器 甕 ST４００５ １４０ ６／５ ５YR５／３にぶい赤褐 N･H HN RP４７１ D

３５５４０ 土師器 甕 ST４００５ １０８ ５６ １２２ ９８ １０YR８／３浅黄橙 N･H HN Ke･RI RP６０７ D

３５６ 土師器 甕 ST４００５（２４１） ６０ （２２１）１５９ １０／５ ７．５YR６／３にぶい橙 N･Ke N･Ke RP４６４カマド
跡から出土

３５７ 土師器 甕 ST４００５（１８２） １５／５ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H H RP４７５カマド
跡から出土

３５８ 土師器 甕 ST４００５ ６６ １１／７ １０YR８／３浅黄橙 N･Ke N Ke RP４７２ C

３５９５６ 土製品 紡錘車 ST４００５長径４５・短径４２・厚さ２１ ２．５Y８／１灰白 RP６０８
穿孔なし

遺物計測表
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表１０ 遺物計測表（８）

１０４３６０５６ 土製品 紡錘車 ST４００５径４３・厚さ１６ １０YR８／２灰白 RP６０９黒色付
着物あり

３６１ 土師器 甕 ST４００５（１９０） （２９５） ８／７ ７．５YR６／４にぶい橙 N･H HN RP４７２ AⅠ

３６２ 土師器 甕 ST４００５（１９８） １４／５ ７．５YR８／３浅黄橙 N･H HN RP４７９

１０５３６３ 土師器 坏 ST４００５ ７０ １２／８ ５YR６／６橙 H N･H Ke RP４７５カマド
跡から出土

３６４３３ 土師器 甕 ST４００５ １６４ ５６ ２２７ ２９２ １３／５ ７．５YR５／３にぶい褐 N･H N･H Ke RP４７８ BⅡ

３６５ 石製品 不明 ST４００５長さ８６・幅７１・厚さ４９ N２／黒 RQ６１０

３６６２２ 土師器 坏 ST４００６ １３４ ３８ ５６ ８／５ ５YR６／６橙 N･M N RP４７０ AⅠ

３６７ 土師器 坏 ST４００６（１４８）（４０） ５４ ７／５ ７．５YR７／２明褐灰 N M Ke RP６１２ AⅠ

３６８２７ 土師器 壷 ST４００６ （１４２） １２／８ ２．５YR６／６橙 N N RP６１３ CⅡ

３６９ 土師器 甕 ST４００６（１１３） （１２８） ９／６ ２．５YR６／６橙 N･H N RP４６９ D

３７０２９ 土師器 甕 ST４００６ １８３ ７０ ２０９ ２２２ １１／４ ７．５YR４／２灰褐 N･H HN Ke RP４４６ A

１０６
３７１ 須恵器 坏 SC５００１（１３５） ９６ ３５ ２．５Y７／２灰黄 Ro Ro a ED１から出土

３７２２６ 土師器 高坏 SC５００１ １３６ １１／５ ５YR７／４にぶい橙 N･M N RP４０５／４０６

３７３ 土師器 高坏 SC５００１（１８４） ９／５ ５YR７／６橙 N･M N･M RP４０６ C

３７４ 土師器 甕 SC５００１（１４０） （１４２） ７／４ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H N RP４０５／４０６ D

３７５２９ 土師器 甕 SC５００１（１４８） ７３ （１７３）１６８ ７／３．５ ７．５YR５／２灰褐 N･H N･M RP４０５／４０６ D

３７６ 土師器 甕 SC５００１（１９１） （２３７） ５／４ ２．５YR５／４にぶい赤褐 N･H N･H B

３７７ 土師器 坏 SC５００２ ６８ ６／４ ７．５YR８／４浅黄橙 M M・黒 Ke

４４３７８４２ 須恵器 不明 SB６７２（２００） ８／２．５ N６／灰 Ro Ro･Ka EB３出土 RP１２

３７９ 土師器 甕 SB８７９（１５０） ７２ １３／６ ７．５YR８／６浅黄橙 H H Ke EB３から出土

３８０ 木製品 柱根 SB１６０１長さ（１６８）・幅６０・厚さ１９ EB２

４７
３８１ 木製品 柱根 SB１６０１長さ（２０３）・幅４４・厚さ２７ EB２

３８２５８ 木製品 柱根 SB１６０１長さ（３１８）・長径１１２・短径１１１ EB８

３８３５８ 木製品 柱根 SB１６０１長さ（３１３）・長径１１５・短径９７ EB３

３８４ 木製品 柱根 SB１６０１長さ（１４３）・長径１２６・短径１００ EB１２

３８５５８ 木製品 柱根 SB３５０１長さ（１７８）・長径１７２・短径１４６ EB７

３８６５８ 木製品 柱根 SB３５０１長さ（２５５）・長径２１３・短径１９１ EB１０

４９
３８７５８ 木製品 柱根 SB３５０１長さ（２０３）・長径１７１・短径１５３ EB５

３８８５９ 木製品 柱根 SB３５０１長さ（３２７）・長径２０４・短径２００ EB８

３８９５９ 木製品 柱根 SB３５０１長さ（３８４）・長径２１６・短径１７７ EB６

３９０５９ 木製品 柱根 SB３５０１長さ（３９２）・長径１９４・短径１７９ EB１１

５０３９１４５ 土師器 坏 SB３５０２ （６２） １１／６ ７．５YR６／４にぶい橙 Ro Ro b
EB３から平安
底部外面に墨
書「成」

３９２３９ 土師器 坏 SB３５０３ ４４ ７／６ １０YR７／４にぶい黄橙 N･H･M N･M Ke
EB６から体部
外面に箆書
「×」

５１
３９３４９ 土師器 甕 SB３５０３ １９４ （１９２） ７．５YR６／４にぶい橙 N･H HN･H EB９から出土

３９４５９ 木製品 柱根 SB３５０３長さ（３５８）・長径１１７・短径１０３ EB１０

５３
３９５６０ 木製品 柱根 SB３５０７長さ（５５９）・径１８８ EB２

３９６ 木製品 柱根 SB３５０７長さ（３４４）・長径１３２・短径１２２ EB３

３９７２２ 土師器 坏 SK２１８２（１６０） ４８ ６０ ７／４ ７．５YR７／２明褐灰 N･M N･M Ke RP２０７ E

３９８４０ 土師器 甕 SK２１８２ ３８ ３５／５ １０YR７／４にぶい黄橙 N N Ke･RI RP２１８

３９９２２ 土師器 坏 SK２１８２（１４１） ２０ ４８ ６／４．５ ２．５YR６／６橙 N･H M RP２０７ AⅠ

４００ 土師器 高坏 SK２１８２ （２００） １５／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M N･M RP２０６ A

４０１２５ 土師器 高坏 SK２１８２ １８６ １４９ １２７ ６／５ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H･M N･H･M RP２１９ D

４０２ 土師器 高坏 SK２１８２ （１６６） １０／６ ５YR６／６橙 M N･H RP２２１

１０７４０３ 土師器 甕 SK２１８２ １８０ ９／６ ５YR６／４にぶい橙 H HN RP２２２ A

４０４ 土師器 甕 SK２１８２（２４０） ９／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H HN RP２１８ A

４０５ 土師器 甕 SK２１８２ １５６ （１８８） ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N RP２０７ D

４０６ 土師器 高台付坏 SK２１８２ ６４ ７．５YR６／４にぶい橙 Ro M・黒

４０７ 須恵器 坏 SK２１８２（１３６） ５４ ３６ ７／３ N５／灰 Ro Ro b RP２１６平安

４０８４６ 須恵器 坏 SK２１８２ ６４ ８／４ ５Y６／１灰 Ro Ro b
RP２１５平安底
部外面に墨書
「×」転用硯か

１０８４０９２２ 土師器 坏 SK３６６５ １４２ ５８ １０／５ １０YR６／３にぶい黄橙 N･M N･M C２

遺物計測表
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表１１ 遺物計測表（９）

４１０ 土師器 坏 SK３６６５（１３０） ６／５ ２．５YR６／６橙 N･M･Ke N･M･Ke F

４１１ 土師器 坏 SK３６６５（１３２） ５８ ８／５ ７．５YR７／３にぶい橙 N N･M AⅠ

４１２２３ 土師器 坏 SK３６６５ １５４ ３９ ５３ ８／５ ２．５Y５／８明赤褐 N･M N･M Ke AⅠ

４１３ 土師器 甕 SK３６６５ １８２ ９／７ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N A

４１４ 土師器 甕 SK３６６５（２４０） ７．５YR６／３にぶい橙 N･H N A

１０８
４１５ 土師器 甕 SK３６６５（１８０） （２００） １０／５ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H HN･H BⅡ

４１６ 土師器 坏 SK３０３０ １４１ ７．５YR８／４浅黄橙 N･M N RP３８４／３８７ AⅠ

４１７２４ 土師器 碗か SK３０３０ １２４ ４４ ７９ ７／４ ７．５YR８／４浅黄橙 N M Ke･RI RP３８６

４１８ 土師器 高坏 SK３０３０ １９０ ２．５YR６／６橙 N N RP３８１ A

４１９ 土師器 高坏 SK３０３０ ２．５YR６／８橙 M N RP３８１ E

４２０ 土師器 甕 SK３０３０（１３０） ２４ （１４１）１２０ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H･Ke N RP３８３ D

４２１ 土師器 壷 SK３０３０（８１） ９／６ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･M N･H RP３９５ C

４２２ 土師器 甕 SK３０３０（１４８） ６／５ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H N･H RP３８１／３８４／３８６

４２３ 土師器 甕 SK３０３０ １４４ １２／６ １０YR８／４浅黄橙 N･H N･H RP３８１／３８４／４１６

４２４ 土師器 甕 SK３０３０ ２４２ （２１４） １１／６ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･H

１０９
４２５ 土師器 甕 SK３０３０ １７５ （１８７） ７．５YR８／３浅黄橙 N･H N･H RP３８７／４１７ D

４２６ 土師器 甕 SK３０３０（１９８） ６／５ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H HN RP４８１

４２７ 土師器 甕 SK３０３０ ２７０ ８０ ２５１ ２３３ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H HN

４２８ 土師器 甕 SK３０３０（１９０） ９／５ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H N･H RP３８４

４２９ 土師器 甕 SK３０３０ １９０ （２１９） １０YR８／４浅黄橙 N･H N･H RP３８４／３８７

４３０２３ 土師器 坏 SK３０２３ １６０ ４９ ６／４ ５YR６／４にぶい橙 N･M N･M AⅠ

４３１ 土師器 坏 SK３０２３ １３６ （５２） ５７ ５／３ ７．５YR７／４にぶい橙 N N･M E

４３２ 土師器 坏 SK３０２３（１３０）（３０） ４９ ７／６ ２．５YR５／６明赤褐 N N AⅠ

４３３４０ 土師器 坏 SK３０２３（１３８） ６／３ ７．５YR４／２灰褐 Ke M Ke･RI

４３４ 土師器 坏 SK３０２３ （４０） ７．５YR７／４にぶい橙 M M Ke･RI

４３５ 土師器 坏 SK３０２３ （３８） ９／５ ７．５YR７／３にぶい橙 M M･Ke Ke･RI

４３６２６ 土師器 高坏 SK３０２３ ２２２ ５YR６／６橙 N･M N･M A

１１０
４３７２６ 土師器 高坏 SK３０２３ １１５ ９／４ ７．５YR８／４浅黄橙 N･M N･M A

４３８２６ 土師器 高坏 SK３０２３ １７４ １３／４ ７．５YR８／４浅黄橙 N･M N･M D

４３９ 土師器 高坏 SK３０２３ １８２ １４／４ ２．５YR６／６橙 N N･M D

４４０ 土師器 高坏 SK３０２３ １８２ １０／４ １０YR８／４浅黄橙 N･M N･M C

４４１ 土師器 高坏 SK３０２３（１７１） ２．５YR５／６明赤褐 N･M N

４４２ 土師器 壷 SK３０２３ １４０ ９／５ ７．５YR８／４浅黄橙 N･M N CⅠ

４４３２７ 土師器 壷 SK３０２３ １５３ ５ ７．５YR８／３浅黄橙 N･H N CⅠ

４４４２７ 土師器 壷 SK３０２３ １００ １４５ １４７ ５YR６／４にぶい橙 N･M H CⅠ

４４５ 土師器 甕 SK３０２３（１１６） （１３０） ５／４ １０R６／６赤橙 N･H N･H

４４６２８ 土師器 壷 SK３０２３ １６２ ８／５ ５YR６／６橙 N･H･M N CⅡ

４４７ 土師器 甕 SK３０２３ ２００ （２５１） ９／５ ２．５YR６／６橙 N･H N･H AⅠ

１１１
４４８ 土師器 甕 SK３０２３ １８４ ８／６ ７．５YR８／３浅黄橙 N･H N･H

４４９ 土師器 甕 SK３０２３（１８８） ７／６ １０YR８／４浅黄橙 N･H N

４５０３４ 土師器 甕 SK３０２３ １８６ ７８ ２２６ ２２９ １２／３ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N H AⅠ

４５１３４ 土師器 甕 SK３０２３ ２１６ ２５５ ９／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･H 口縁部に穿孔 BⅡ

４５２ 土師器 坩 SK３０２３（１３４）（４０）（１４９）（９７） ７／５ ５YR５／６明赤褐 N･H N･H

４５３ 土師器 甕 SK３０２３ １８８ ７．５YR６／４にぶい橙 N･M N･M 二重口縁

４５４３５ 土師器 甕 SK３０２３ １６３ ２５４ ９／６ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H N

１１２４５５ 土師器 甕 SK３０２３ （２２３） ８／７ ７．５YR６／３にぶい橙 N･H N･H

４５６２９ 土師器 甕 SK３０２３ ２９９ ３０１ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H HN

４５７２９ 土師器 甕 SK３０２３ １４０ ４０ １４２ １１９ １３／４ ７．５YR６／４にぶい橙 N･H･Ke N D

４５８ 土師器 甕 SK３０２３ １２８ （１４６） ７／３ ７．５YR６／４にぶい橙 N･H HN D

４５９ 土師器 甕 SK３０２３ １９２ （２６４） ８／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N

４６０３５ 土師器 甕 SK３０２３ ２１４ ２４７ ７／６ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H N AⅡ

１１３
４６１５４ 石器 剥片 SK３０２３長さ４２・幅８・厚さ１８ ２．５Y３／１黒褐

４６２５４ 石器 剥片 SK３０２３長さ４２・幅５３・厚さ１６ N２／黒

４６３５５ 石製品 砥石 SK３０２３長さ１２０・幅５１・厚さ２０ ７．５Y６／１灰

４６４５３ 石製品 石皿か SK３０２３長径２４２・短径２０４・厚さ４９ ５GY６／１オリーブ灰

遺物計測表
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表１２ 遺物計測表（１０）

１１３４６５５３ 石製品 磨石 SK３０２３長径２１３・短径１６７・厚さ４２ １０YR６／２灰黄褐

４６６ 土師器 高坏 SK３０３２ １３８ ９／５ ５YR５／６明赤褐 M N RP６３４

４６７３５ 土師器 甕 SK３０３２（１８１） ６０ ２５０ ２９２ ７／５ １０YR８／４浅黄橙 N･H N･H Ke RP６３５ BⅠ

１１４
４６８ 土師器 甕 SK３０３２ １９２ ２３３（２５４） ８／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･Ke HN･H RP６３５／６３６／６３７AⅠ

４６９２３ 土師器 坏 SK３０３２ １８２ ７７ １０／３ ５YR７／４にぶい橙 N･M N･M RP６３３ AⅠ

４７０２４ 土師器 坏 SK３０３２ １４８ ４０ ５４ ７／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M N･M Ke･RI RP６３５／６３７ AⅠ

４７１ 土師器 坏 SK３０３２（１４０） （４０） ７／５ ７．５YR７／３にぶい橙 Ke･RI RP６３７

４７２ 石製品 不明 SK３０３２長径１６２・短径１３４・厚さ５８ ２．５GY７／１明オリーブ灰

４７３ 土師器 坏 SK２１８４ ８／４ ７．５YR７／４にぶい橙 N M RP２１１

１１５４７４ 土師器 甕 SK２１８４（２９０） ７６ １０／５ １０YR７／４にぶい黄橙 N･H HN･H Ke RP２１０ AⅢ

４７５ 土師器 甕 SK２１８４（１９０） ６／５ ７．５YR８／３にぶい橙 N･H N･H RP２１３

４７６２９ 土師器 甕 SK２１８４ １７２ ６３ （２０８）２２０ １５／９ ７．５YR８／４浅黄橙 N･H N･H Ke AⅡ

４７７ 土師器 甕 SK２１８４ （２４７） １２／６ １０YR５／３にぶい黄褐 N･H N･H RP２１０

４７８３９手づくね土器 SK３６６８ ３８ ９／６ １０YR７／３にぶい黄橙 N N RP５４４

４７９ 土師器 甕 SK３６６８（１７６） （２０７） ７．５YR７／２明褐灰 N･H HN･Ke RP２６１

１１６
４８０ 土師器 甕 SK３６６８ １９０ ２２８ ６／４ ２．５YR７／６橙 N･H N･H RP２６１

４８１３５ 土師器 甕 SK３６６８（１６２） （１７８） １０R６／６橙 N･H HN RP２６３

４８２ 土師器 甕 SK２８８５（１８０） （１９９） ７／５ ７．５YR７／６橙 N･H N･H RP４２８／４３０

４８３３６ 土師器 甕 SK２８８５ １９０ ２３０ １０YR８／３浅黄橙 N･H N･H･Ke RP４２８／４２９／４３０ BⅠ

４８４３６ 土師器 甕 SK２７４０（１９３） ４５ ２２７ ２７５ １４／５ １０YR８／３浅黄橙 N･H･Ke N･H Ke RP２０８ D

４８５２９ 土師器 甕 SK２７４０ １６１ ５０ １６３ １４２ ８／５ ７．５YR５／２灰褐 N･H N･H RP２０８

４８６ 土師器 坏 SK９０２ ６／５ １０YR８／３浅黄橙 N N Ke･RI

４８７２４ 土師器 坏 SK２１８８
F－６２ １３０ ３０ ６８ １０／６ ７．５YR７／２明褐灰 N･M N･M Ke･RI

４８８ 土師器 坏 SK２８９０（１７０）（８０） ５９ ４／２．５ Ro Ro RP３８０平安

１１７
４８９４６ 土師器 坏 SK２８９０ １４６ ６０ ４９ ５／３ ７．５YR６／３にぶい橙 Ro Ro b RP３９６

平安転用硯か

４９０４８ 土師器 坏 SK２８９１
G４８ １２０ ５０ ３９ ７／３ ５YR７／６橙 Ro Ro b 平安

４９１４８ 土師器 坏 SK２８９１ １３１ ５０ ４０ ４／２．５ ７．５YR８／４浅黄橙 Ro Ro b 平安内面に付
着物（漆か）

４９２ 土師器 甕 SK２２９４（２４２） （２４０） ７．５YR７／３にぶい橙 N･H N･H RP３１６

４９３ 土師器 甕 SK２８９５ ８８ （３３２） ８／７ １０YR５／３にぶい黄橙 H･M HN･H C

４９４５１縄文土器 SK３０３１ ６／５ ５YR７／４にぶい橙

４９５４３ 須恵器 坏 SK２４４１（１４１） ６６ ４２ ４ １０YR６／１褐灰 Ro Ro b
RP５１７平安底
部外面に墨書
「成」か

４９６４３ 須恵器 坏 SK２８８６ １３８ ８８ ４３ ９／４ N５／灰 Ro Ro a RP４３５平安

４９７４７ 須恵器 高台付坏 SK２８８６ １３４ ８４ ４９ ６／３ N６／灰 Ro Ro a RP４３４平安

４９８ 須恵器 蓋 SK１６２３ ７／４ N５／灰 Ro･Ke Ro 平安

４９９４５ 須恵器 坏 SK６５８（１３０）（５６） ４１ ７／４ ５Y６／１灰 Ro Ro a 平安底部外面
に墨書「�」か

１１８５００ 石製品 砥石 SK２８９２長さ１９４・幅７８・厚さ６１ ２．５Y８／２灰白

５０１ 石製品 不明 SK２８９２長さ９１・幅８０・厚さ７５ N５／灰 RQ４０８

５０２ 須恵器 坏 SE２４２０ １２８ ６４ ３４ ８／４ １０YR４／１褐灰 Ro Ro b

５０３ 須恵器 坏 SE２８７１（１４４）（７４） ３５ ５／４ １０YR８／４浅黄橙 Ro Ro b 平安

５０４４３ 須恵器 坏 SE２８７１ １４６ ６０ ４２ ７／４ １０YR７／１灰白 Ro Ro b 平安

５０５ 陶器 段重か SE６４０ ９２ ８８ ４１ RP１４
近世後半以降

５０６ 陶器 小型甕 SE６４０ １１３ ６４ １２４ １３７ 鉄釉：
底部無釉

RP１３唐津１８～
１９世紀

５０７ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（１１４８）・幅（２０１）・厚さ（２５）
５８５０８ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（６４８）・幅（６７）・厚さ（１０）
５０９５８ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（６１５）・幅（４５）・厚さ（４０）
５１０ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（５１８）・幅（２５９）・厚さ（４０）
５１１５８ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（３４９）・幅（１１０）・厚さ（１０）

５９５１２５７ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（２９６）・幅（２６）・厚さ（１４）
５１３ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（１０５１）・幅（１５０）・厚さ（２６）
５１４ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（１００６）・幅（１９４）・厚さ（２７）

遺物計測表
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表１３ 遺物計測表（１１）

５９５１５ 木製品 木枠 SE２４２０長さ（１３０２）・幅（１２１）・厚さ（１７）

６０５１６５７ 木製品 曲物 SE２８７１ RW５８０

５１７ 土師器 高坏 SG１１５７ １６０ １２／９ ２．５YR６／８橙 M H

５１８ 土師器 高坏 SG１１５７ １４／７ ７．５YR８／３浅黄橙 M N

５１９ 土師器 甕 SG１１５７（１６２） ８／７ ２．５YR５／８明赤褐 N N

５２０ 土師器 鉢か SG１１５７（２７４） ７．５YR７／４にぶい橙 N･H HN
１１９
５２１ 土師器 甕 SG１１５７（１６８） （１９３） ７／６ ７．５YR６／３にぶい褐 N･H N･H RP５３

５２２ 土師器 甕 SG１１５７（２９０） ９／６ ２．５YR７／６橙 H N RP５４

５２３ 土師器 甕 SG１１５７ （３１４） ８／７ ２．５YR５／６明赤褐 N･H N･H

５２４４１ 須恵器 高坏 SG１１５７ １０４ ８２ ８６ ５／３．５ N４／灰 Ro･Ke Ro･Ke Ke RP５０脚部三窓

５２５ 石製品 石棒か SG１１５７長さ１０２・長径（４７）・短径４１ ２．５Y８／１灰白

５２６ 須恵器 蓋 SG１０１５ １０YR７／１灰白 Ro Ro 平安

５２７４４ 須恵器 坏 SG２６３９ １３１ ６５ ３９ ８／３ ５Y７／１灰白 Ro Ro b
RP５１５平安底
部外面に墨書
「成」

５２８４４ 須恵器 坏 SG２６３９ １４０ ６６ ３７ ７／４ ２．５Y６／１黄灰 Ro Ro b
RP５５５平安底
部外面に墨書
「成」

５２９４５ 須恵器 坏 SG２６３９ ６４ ６／３ ２．５Y６／１黄灰 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「�」

１２０５３０ 須恵器 坏 SG２６３９（１３２）（６６） ３３ ２．５GY５／１
オリーブ灰 Ro Ro RP５５６平安

内面煤付着
５３１４６ 須恵器 高台付坏 SG２６３９（１２０） ３５ ６／３ N５／灰 Ro Ro a 平安転用硯か

５３２４６ 土師器 高坏 SG２６３９ ２０１ １０／７ ７．５YR７／４にぶい橙 Ro Ro RP５１６平安燈
台か

５３３４５ 土師器 高台付坏 SG２６３９ ６６ ９／５ ７．５YR７／４にぶい橙 Ro M・黒 e RP２４３平安

５３４ 土師器 甕 SG２６３９（２８０） （２６１） ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･H 平安

５３５ 土師器 鉢 SG２６３９（１８０） ６／４ ７．５YR６／２灰褐 N M・黒 平安

５３６ 木製品 SG２６３９長さ（１６４）・幅５７・厚さ９

５３７３９ 土師器 坏 SG３０００（１３０） ６／４ １０YR８／３浅黄橙 N･M N RP４４７
外面彩色か AⅠ

５３８３９ 土師器 坏 SG３０００（１５７） ６／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･M N･M RP４４９
外面彩色か C２

５３９ 土師器 有孔鉢 SG３０００ １３８ ４３ １１３ ８／６ ５YR７／４にぶい橙 N･H N･H Ke RP４４２ D

５４０ 土師器 甕 SG３０００ １５１ ９／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･H RP４５４
１２１
５４１ 土師器 甕 SG３０００（１５０） ５YR７／４にぶい橙 N N RP４５０

５４２ 土師器 甕 SG３０００（１４０） ７／５ ７．５YR６／２灰褐 N･H N･H

５４３３６ 土師器 甕 SG３０００ １４２ ６６ ２５７ ２７４ ７／６ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･M Ke RP４４１／４５６

５４４ 須恵器 双耳坏 SG３０００ ８／４ ２．５YR４／２赤 Ro･Ke Ro･Ke 平安耳部片のみ

５４５３９手づくね土器 SG３０００ ３０ ４７ １０YR８／４浅黄橙 N N RP４５７

５４６ 須恵器 高台付皿 SD８２９（１３４）（５９） ２５ ８／４ ７．５YR６／４にぶい橙 Ro Ro 平安
内面煤付着

５４７ 須恵器 坏 SD８２９（１３６）（６０） ３８ ７／３ １０YR６／１褐灰 Ro Ro b 平安底部外面
墨書「□」

５４８５０ 須恵器 壷 SD８２９ （２００） １０／６ ７．５Y５／１灰 Ro･Ka Ro 平安

１２２５４９５０ 須恵器 壷 SD８２９ （２２０） ９／７ N５／灰 Ro Ro 平安

５５０４９ 土師器 鉢か SD８２９（１２７）（７５） ６８ ６／４ ５YR７／６橙 M・黒 d 平安

５５１５０灰釉陶器 甕 SD８２９ １０／４ ２．５Y６／１黄灰 Ro Ro

５５２ 須恵器 甕 SD８２９ １３／１１ N３／暗灰 N N･ka 平安

５５３５０ 須恵器 甕 SD８２９ １１／９ １０YR７／３にぶい黄橙 T A 平安

５５４ 須恵器 坏 SD２４８１ ６０ ７／４ N６／灰 Ro Ro b
RP２７６平安底
部外面に箆書
「木」

５５５ 須恵器 坏 SD２４８１ １４２ ６０ ３５ ６／４ １０Y５／１灰 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「丁」か

１２３５５６４５ 須恵器 高台付坏 SD２４８１ ７０ ７／４ ２．５YR５／２灰赤 Ro Ro b
RP２７８平安底
部外面に墨書
「大寺」

５５７ 須恵器 高台付坏 SD２４８１（１４３） ７４ ７３ ８／３ N３／灰 Ro Ro b 平安

５５８ 須恵器 高台付坏 SD２４８１ ７２ ２．５Y５／１黄灰 Ro Ro b 平安

５５９４７ 須恵器 双耳坏 SD２４８１ ７／４ N４／灰 Ro･Ke Ro･Ke 平安耳部片のみ

遺物計測表
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表１４ 遺物計測表（１２）

５６０ 土師器 坏 SD２４８１ ７６ ５／４ ７．５YR７／２明褐灰 Ro M・黒 b RP２７９平安

５６１４９灰釉陶器 壷 SD２４８１ ３０ ６．５／４ ２．５Y６／１黄灰 Ro Ro RP２０３

５６２５５ 石製品 砥石 SD２４８１長さ８１・径４９ １０YR６／４にぶい黄橙

５６３ 土師器 甕 SD６２４（１１０） （１２０） ７．５YR４／２灰褐 N HN

５６４４５ 土師器 坏 SD６２４ （５４） ６／５ ５YR７／４にぶい橙 Ro Ro

１２３５６５ 土師器 高台付坏 SD６２４ ６６ Ro Ro ｅ RP１０平安

５６６ 土師器 高台付坏 SD６２４ １６２ ６６ ６５ ８／３ ７．５YR８／３浅黄橙 Ro M・黒 b RP１１平安

５６７ 土師器 甕 SD１８６ ８４ １０YR８／３浅黄橙 Ke M・黒

５６８ 土師器 甕 SD１８６ ８４ ８／６ １０YR７／３にぶい橙 H H c

５６９４４ 須恵器 坏 SD１８６（１２７） ５８ ３８ ７．５／３ １０Y５／１灰 Ro Ro b 平安底部外面
に箆書「並」

５７０ 須恵器 坏 SD１８６（１４４）（６４） ４２ １０YR７／２にぶい黄橙 Ro Ro b

５７１ 須恵器 高台付坏 SD１８６（１３０）（８０） ５１ N４／灰 Ro Ro 平安

５７２ 土師器 鉢 SD６０２５（２２０） （２１１） ７／５ Ro M・黒

５７３ 須恵器 坏 SD６０２５ ８／５ １０YR６／１褐灰 Ro Ro b
平安体部外面
に墨書「□」転
用硯か

５７４ 須恵器 坏 SD６０２５ １４０ ６４ ３９ N６／灰 Ro Ro b RP８平安

５７５ 須恵器 坏 SD６０２５ ６０ ６／５ ５YR５／３にぶい赤褐 Ro Ro b 平安

５７６ 須恵器 坏 SD６０２５ １４０ ７０ ３３ ７／３ ５Y６／１灰 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「□」

５７７ 土師器 甕か SD２０５４（１８０） ７．５YR６／４にぶい橙 N N RP２２６平安

５７８４９ 土師器 高台付皿 SD２０５４（１３５） （７５）（２６） ５／３ ７．５YR６／４にぶい橙 Ro Ro b RP２２８平安

５７９４８ 土師器 坏 SD２０５４（１３６） ５２ ４２ ４／２．５ Ro Ro b
RP２２７平 安 底
部外面に箆書
「×」

１２４５８０４９灰釉陶器 壷 SD２５２２ １２／５ ２．５Y６／１黄灰 Ro Ro

５８１ 須恵器 坏 SD６０２０（１３６）（６６） ３５ ８／４ N４／灰 Ro Ro b 平安

５８２ 土師器 高坏 SD６０２０ １９９ ２．５YR５／８明赤褐 N･M N･M

５８３４８ 土師器 坏 SD２０５６ １３２ ５８ ５／４ ７．５YR７／３にぶい橙 Ro Ro b
平安底部外面
に墨書「七」か
「亡」

５８４４７ 須恵器 双耳坏 SD６０１５ ７／３．５ ５Y６／１灰 Ro･Ke Ro･Ke 平安耳部片のみ

５８５４７ 須恵器 双耳坏 SD６０８７ ８／３．５ １０YR６／１褐灰 Ro･Ke Ro･Ke 平安耳部片のみ

５８６ 須恵器 坏 SD２６２７ （７０） ５／４ ５Y６／１灰 Ro Ro a 平安転用硯か

５８７ 須恵器 坏 SD２９２２ １４０ ７６ ３６ ８／５ １０Y５／１灰 Ro Ro a 平安

５８８ 須恵器 坏 SD２９３９ １４０ ９８ ３８ ２．５Y７／１灰白 Ro Ro a 平安

５８９ 須恵器 高台付坏 SD１０３５（１３６）（４１） ４４ ３．５ １０YR８／１灰白 Ro Ro a 平安

５９０４７ 須恵器 高台付坏 SD６０１３ １２６ ７０ ４９ ５B３／１暗青灰 Ro Ro b 平安

５９１ 石製品 不明 SD８６３ 長さ６８・幅４９・厚さ９ ７．５Y５／１灰

５９２２３ 土師器 坏 SP２４３４ １３２ ５０ ４８ ６．５／４．５７．５YR８／４浅黄橙 N N E

５９３ 土師器 坏 SP２３２１ １５５ ５１ １４／３ １０YR８／４浅黄橙 N･M N･M Ke C１

５９４ 土師器 坏 SP２３６２ １５０ ５４ ５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･M M F

５９５ 土師器 高坏 SP３６７６（１８０） ８／２ １０R６／８赤橙 N･M N･H

５９６４８ 土師器 坏 SP２８５０ １３２ ６９ ４２ ２．５YR５／８明赤褐 Ro Ro b RP４２２平安

５９７ 土師器 坏 SP１５２９（１００） ５０ ４０ ４／２ ７．５YR７／３にぶい橙 Ro Ro b 平安

１２５５９８ 土師器 皿 SP３０８７（１３０） ７６ ２１ ７．５YR７／３にぶい橙 Ro Ro b 平安

５９９ 土師器 坏 SP２３０３ ７２ ６ ７．５YR８／４浅黄橙 ケズリ M・黒

６００２３ 土師器 坏 SP２３３５（１３７） ８０ ５７ ７．５／５．５７．５YR６／３にぶい褐 N･M M・黒 a 平安

６０１ 土師器 甕 SP３１０５ ２１０ ７／５ ５YR５／６明赤褐 N･H N･H

６０２ 土師器 甕 SP２６７０ ８６ ９／５ ２．５YR６／６橙 H N d RP３０６

６０３ 土師器 甕 SP３６２３（２６０） （２１１） ７／２ １０YR７／３にぶい黄橙 N･H H

６０４４９ 土師器 甕 SP２３３５ ２４８ ７６ ２００ ３２７ １０／４ ７．５YR７／３にぶい橙 N･H N･H d RP３１２平安長胴

６０５４８ 土師器 高台付坏 SP２８６０ １３２ ６６ ５５ １１／３ N２／黒 M・黒 M・黒 b 平安底部外面
に箆書「王」か

１２６６０６ 土師器 鉢か SP３１０９ １３６ （８０） ８４ ５／４ １０YR６／３にぶい黄橙 M M・黒 c 平安
６０７ 土師器 高台付坏 SP２３２４（１６８） ９４ ６８ ５／４ ７．５YR７／４にぶい橙 Ro M b 平安
６０８ 須恵器 蓋 SP６９２ ７ N４／灰 Ro･Ke Ro 平安

遺物計測表
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表１５ 遺物計測表（１３）

６０９４５ 須恵器 坏 SP６６１ （６２） １０／３ ２．５GY５／１オリーブ
灰 Ro Ro b 平安底部外面

墨書「恵」か

６１０４５ 須恵器 坏 SP６６１ （５８） ７ N６／灰 Ro Ro b 平安底部外面
墨書「恵」か

６１１ 須恵器 坏 SP６６０ ４ ２．５Y７／１灰白 Ro Ro 平安体部外面
墨書「□」

１２６
６１２ 須恵器 高台付坏 SP２７３０（１４０）（７６） ６７ ６／４．５ N４／灰 Ro Ro b 平安

６１３ 須恵器 壷 SP１５２９ （６８） N５／灰 Ro･Ka Ro 平安体部外面
に炭化物付着

６１４５１ 陶器 碗 SP２５８ ５２ 肥前 呉器手 灰釉１８c

６１５ 須恵器 坏 SX１１５６ （５４） ８／４ ５YR６／６橙 Ro Ro b 平安底部外面
墨書「□」

６１６ 須恵器 坏 SX６８０（１４０） ６６ ３５ ８／４ ２．５GY６／１
オリーブ灰 Ro Ro b 平安底部外面

墨書「�」か
６９６１７６０ 木製品 柱根 SP２０２２長さ（３３９）・長径２２７・短径２０５

６１８６０ 木製品 柱根 SP３６７７長さ（４９６）・長径１５４・短径１２４

６１９ 土師器 甕 SX６７９ ６６ ９／４ １０YR４／３にぶい黄橙 N･H･Ke N Ke

６２０ 土師器 鉢 SX６７９ ９４ ７／５．５ ７．５YR６／２灰褐 N･H M・黒

６２１ 土師器 SX６７９（２４５） （２５１） ７．５YR７／４にぶい橙 N･H N･H 平安か
１２６６２２ 須恵器 坏 SX６７９（１３６）（７８） ３２ ７／３ N５／灰 Ro Ro b 平安

６２３４７ 須恵器 蓋 SX６７９ １５２ ５PB４／１暗青灰 Ro･Ke Ro 平安

６２４ 須恵器 坏 SX６７９（１４０） ４／３ ２．５Y６／１黄灰 Ro Ro 平安体部外面
墨書「□」

６８６２５６０ 木製品 柱根 SX６７９ 長さ（４６６）・長径２８３・短径２３６

６２６４５ 須恵器 壷か SX７６９ ６／４．５ N３／暗灰 Ro Ro
１２６
６２７４５ 須恵器 甕 SX２３３０ １１／７ ５P６／１紫灰 T A 平安体部外面

箆書「大寺」
６２８ 土師器 甕 SX１４９（１７０） ９／６ １０YR７／４にぶい黄橙 N･M N

６２９３６ 土師器 甕 SX１４９ ２０８ （３５４） ９／８ １０YR８／４浅黄橙 N･H･M HN RP６

６３０ 土師器 高坏 SX１４９ １５０ １０YR８／３浅黄橙 N･M N･H RP２

６３１ 土師器 坏 SX３００４ １４４ ７０ ３９ ５／４ ５YR６／６橙 Ro Ro b 平安

６３２４３ 土師器 坏 SX３００４ １４０ ５８ ４６ ４／３ ２．５YR６／６橙 Ro Ro b RP３８５平安

１２７６３３３８ 土師器 甑 SX３６６７ ２００ ２１０ ９／５ ２．５YR６／６橙 H N RP５１８ A２

６３４３９ 土師器 坏 SX３６６７（１９２） ６／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N N･M 内面彩色か

６３５ 土師器 高坏 SX７０２ １５／５ ７．５YR７／４にぶい橙 N･H･M N

６３６ 土師器 坏 SX６９４ １３０ ６１ ８／４ ７．５YR７／４にぶい橙 N N Ke AⅠ

６３７ 土師器 鉢 SX２３３０ ７８ ４ ５YR７／４にぶい橙 M・黒 c 平安

６３８４９ 土師器 甕 SX２３３０ ８８ ７．５YR４／２灰褐 H H c RP３１７平安

６３９５３ 石製品 石皿か SX６９４ 長径２７３・短径２７１・厚さ５４ ７．５YR５／６明褐

６４０ 石製品 不明 SX６７９ 長さ８３・幅５６・厚さ５０ ２．５Y８／１灰白

６４１５６ 石製品 模造石製品 H－４４ 長径２８・短径（２０）・厚さ３ N４／灰 有孔円盤

６４２５６ 石製品 模造石製品 X－０ 長径３５・短径３２・厚さ４ N４／灰 有孔円盤

６４３５６ 石製品 紡錘車 K－５６ 径５１・厚さ１２ ２．５Y７／１灰白

１２８６４４５６ 石製品 模造石製品 I－６５ 長径５２・短径２７・厚さ９ ２．５Y５／１黄灰 RQ３２８

６４５３９ 土製品 カマド支脚か B－５８ 長さ９８・径６４ ７．５YR８／４浅黄橙

６４６５６ 石製品 不明 E－５７ 長さ５３・幅４４・厚さ３４ ２．５Y７／３浅黄

６４７ 石製品 砥石 F－４７ 長さ９３・幅４３・厚さ２１ ２．５Y８／１黄灰

６４８ 石器 剥片 G－４７ 長さ６６・幅１８・厚さ３６ ２．５YR４／１黄灰

６４９ 石製品 砥石か F－４６ 長さ（１２１）・幅７３・厚さ５５ １０YR７／４にぶい黄橙

６５０２３ 土師器 坏 A－６８（１２４） ５６ ６１ ８／５ ７．５YR７／３にぶい橙 N N･M Ke

６５１２３ 土師器 坏 I－６０ １４８ ６０ ５８ ５／４ ５YR７／６橙 N･M M Ke RP２３９ AⅠ

６５２２３ 土師器 坏 X－０ ９６ ２６ ５３ ６／３．５ ７．５YR６／４にぶい橙 N･Ke N･M AⅠ

６５３４５ 土師器 高台付坏 K－５５ ７０ ８／４ ２．５YR７／６橙 Ro M・黒 e 平安

１２９
６５４４７ 土師器 双耳壷 K－５４ ７．５YR８／４浅黄橙 平安耳部片のみ

６５５４７ 土師器 双耳坏 K－５３ ７．５YR７／４にぶい橙 Ro･Ke M・黒 平安耳部片のみ

６５６４７ 土師器 双耳坏 J－５３ ８／５ ７．５YR７／３にぶい橙 Ro･Ke M・黒 平安耳部片のみ

６５７ 土師器 甕 I－６０（２２０） （２２４） １０／５ １０YR６／３にぶい黄橙 N･H･Ke HN･H RP２４０／２４２ AⅡ

６５８ 土師器 甕 I－６０ ２１０ ２１７ ８／５ ５YR５／２灰褐 N･H HN･H RP２４１

６５９ 土師器 甕 G－４３ ７４ ７．５YR４／２灰褐 H N c 平安 BⅡ

遺物計測表
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表１６ 遺物計測表（１４）

１２９
６６０３９ 土師器 壷 I－５６ ７／４ １０YR７／４にぶい黄橙 N N 口縁片彩色

６６１ 土師器 甕 I－６０ （２３０） ８／７ ７．５YR６／４にぶい橙 N･H N RP２３９ BⅡ

６６２４１ 須恵器 坏蓋 H－４６ ３２ ７／３ Ro･Ke Ro 自然釉

６６３ 須恵器 壷か L－５０（１１６） ５ N４／灰 Ro Ro

６６４４１ 須恵器 坏身 J－４５ １１７ ５０ ４７ ６．５／３．５N５／灰 Ro･Ke Ro a RP２０４

６６５４２ 須恵器 高坏 F－６７ １１／７ N３／暗灰 Ro Ro 脚部片

６６６４２ 須恵器 器台か X－０（２４６） ７／３ N３／暗灰 Ro Ro 口縁片波状文

６６７ 須恵器 蓋 L－４９（１４０） ２８ ８／４ N４／灰 Ro･Ke Ro 平安

６６８４７ 須恵器 蓋 X－０ １４４ ３１ ８／４ N５／灰 Ro･Ke Ro RP４１５平安

６６９４７ 須恵器 蓋 C－５２ N５／灰 Ro Ro b 平安天井部に
ケズリ調整なし

６７０４６ 須恵器 坏 I－６７ ５８ ５／３．５ １０YR７／１灰白 Ro Ro b
RP３４１平安底
部外面に墨書
「己」か

１３０
６７１ 須恵器 坏 K－５５（１４０） ７６ ３７ ７／４ １０Y６／１灰 Ro Ro a 平安底部外面

に墨書「�」か

６７２ 須恵器 坏 N－６６（１３８） ４ １０YR７／１灰白 Ro Ro 内面に炭化物
付着

６７３ 須恵器 坏 L－５６ （６０） ９／５ ５Y６／１灰 Ro Ro a 平安底部外面
に墨書「�」か

６７４ 須恵器 坏 L－５１ ５６ ９／６ １０YR６／１褐灰 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「�」

６７５ 須恵器 坏 B－５６ （６４） ８／４ N５／灰 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「�」か

６７６４５ 須恵器 坏 X－０ ５９ ７／４．５ １０YR７／１灰白 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「日	」か

６７７ 須恵器 坏 L－５６ （６６） ７．５／５ N６／灰 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「□」

６７８４５ 須恵器 坏 L－５５ （６４） ７／４ １０YR７／１灰白 Ro Ro b 平安底部外面
に墨書「�」

６７９４３ 須恵器 坏 M－４６（１２６） ８７ ３８ ６．５／２．５１０YR６／２灰黄褐 Ro Ro a ８世紀か

６８０４３ 須恵器 坏 H－４５ １６２ ４５ ５８ ９／３ ２．５Y７／１灰白 Ro Ro a RP４３１平安

６８１４３ 須恵器 坏 J－４５ １３６ ６４ ３６ ５．５／３ １０Y６／１灰 Ro Ro b RP２０５平安

６８２ 須恵器 坏 I－６２（１４０） ７６ ３５ N６／灰 Ro Ro a 平安

６８３ 須恵器 坏 G－５４（１４４） ７８ ３５ ２．５Y６／１黄灰 Ro Ro b 平安

６８４４６ 須恵器 坏 H－５７（１２４） ６２ ３３ ７／２ N６／灰 Ro Ro b 平安内面に
黒色付着物

１３１６８５ 須恵器 坏 L－４９ １２８ ５６ ３５ N６／灰 Ro Ro b 平安

６８６ 須恵器 高台付坏 M－４６ １４０ ７８ ５７ ７／３ １０YR６／１褐灰 Ro Ro a 平安

６８７ 須恵器 壷か M－５１（１０４） ４．５／３ ５PB６／１青灰 Ro Ro 平安口縁片

６８８ 須恵器 高台付坏 L－５５（１２８） ８４ ５１ ７／３ ２．５GY５／１
オリーブ灰 Ro Ro 平安高台内側

に墨痕
６８９４７ 須恵器 双耳坏 K－５３ ６．５／４ ２．５YR４／１赤灰 Ro･Ke Ro･Ke 平安耳部片のみ

６９０４７ 須恵器 双耳坏 K－５７ ７．５／３．５N５／灰 Ro･Ke Ro･Ke 平安耳部片のみ

６９１ 須恵器 壷 J－５７ （１９６） ７．２ １０YR６／１褐灰 Ro Ro･Ka

６９２ 須恵器 甕 L－５５ １３／７ ７．５YR７／６橙 T A 平安

６９３ 木製品 不明 X－０ 長さ（１２０）・幅（３４）・厚さ（６） 穿孔

６９４５０ 須恵器 甕 N－５０ １８／６ N６／灰 T A 平安外面に窯
内付着物

６９５５０ 陶器 甕 G－４１ N６／灰 T A 珠洲系１３～１４c

６９６５０ 陶器 甕 F－４７ １０YR６／１褐灰 瓷器系１３～１４c

６９７ 陶器 皿 F－４３ ３６ ８／６ 唐津
１６c末～１７c初

１３２
６９８５１ 陶器 鉢 K－５７ 自然釉 瓷器系

６９９５１ 陶器 高台付皿 B－３７（１１５） ３７ ３２ 灰釉 唐津
１６c末～１７c初

７００５１ 陶器 高台付皿 K－５４ ４２ 灰釉 唐津
１６c末～１７c初

７０１５１ 陶器 擂鉢 N－４８ （９２） １０R５／４赤褐 唐津１７c前半
７０２５１ 青磁 碗か H－４４ 体部外面 連弁文 龍泉窯系１３c
７０３５１ 青磁 碗か H－５６ 体部外面 連弁文 龍泉窯系１３c
７０４５１ 白磁 壷か L－５３ （１８７） 国外産か１３c
７０５ 金属製品 仏具か F－６１ 径３７㎜・高さ７㎜

遺物計測表
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表１７ 遺物計測表（１５）

７０６ 古銭 H－５２ 径２２㎜・厚さ１．１㎜・重さ３g 「□□□□」（名称不明）

１３２７０７ 古銭 M－２６径２４㎜・厚さ１．１㎜・重さ４g 「熈寧元宝」（初鋳：北宋熈寧元年（１０６８年））

７０８ 古銭 B－４８ 径２５㎜・厚さ１．１㎜・重さ３g 「祥符通宝」（初鋳：北宋大中祥符二年（１００９年））

遺物計測表
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分類（B）の竪穴建物跡 

分類（C）の竪穴建物跡 

分類（A）の竪穴建物跡 

分類（A'）の竪穴建物跡 
（本文34・36ページ参照） 
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遺構実測図 
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1：400

第５図　遺構分割図（１） 
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遺構実測図 

0 20m

1：400

第６図　遺構分割図（２） 
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 1. 10YR2/2黒褐色砂質粘土 灰黄褐色と褐色の粘土をブロック状に含む。 
 2. 5Y5/2灰オリーブ色砂質粘土 炭化物をブロック状に含む。固くしまる。グライ化。 
 3. 2.5Y4/3オリーブ褐色砂質粘土 炭化物をブロック状に含む。固くしまる。グライ化。貼床か 
 4. 5Y4/1灰色砂質粘土 炭化物をブロック状に含む。グライ化。 
 5. 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質粘土 多量の炭化物を含む。グライ化。 
 
ＥＰ1～4・ＥＤ5 
 1. 5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 炭化物を粒状に含む。固くしまる。グライ化。 
 2. 7.5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 少量の炭化物を含む。グライ化。 
 3. 7.5Y4/1灰色シルト質微砂 ほぼ均質。グライ化。 
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ＳＴ716 
 Ⅰ. 7.5Y3/2オリーブ黒色砂質シルト ほぼ均質。耕作土。 
 Ⅱ. 10YR3/3暗褐色砂質シルト ほぼ均質。耕作土。 
 1. 7.5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
 2. 2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト 炭化物含む。１よりかたい。 
 3. 7.5Y2/2黒褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
 4. 10YR3/2黒褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。貼床。 
 5. 10YR2/3黒褐色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
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第１３図　ＳＴ735
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ＥＰ1～4 
 1. 2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト 黒褐色の炭化物を粒状に含む。 
     少量の礫を含む。グライ化。 
 2. 7.5YR4/2褐灰色砂質シルト 1より砂質強い。少量の礫を含 
     む。グライ化。 
 3. 7.5YR4/1褐灰色粘土質シルト 1および2よりも粘土質でやわ 
     らかい。グライ化。 
 4. 7.5Y4/3暗ｵﾘｰﾌﾞ色礫質微砂 礫を40%含む。グライ化。 
 5. 7.5Y4/3暗ｵﾘｰﾌﾞ色微砂 ほぼ均質。グライ化。 

ＳＴ735 
 1. 7.5YR4/2灰褐色粘土質シルト にぶい黄褐色シルト粒を含む。 
   固くしまる。黒褐色の炭化物をブ 
   ロック状に含む。 
 2. 2.5YR4/3黄褐色粘土質シルト 黒褐色の炭化物をブロック状に含む。 
   貼床か。 
 3. 10YR1.7/1黒色粘土 全面に黒色の炭化物を含む。柔らかい。 
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ＳＴ751 
 1. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト 炭化物と植物繊維を少量含む。グライ化。 
 2. 5Y4/1灰色粘土質シルト １よりやわらかい。炭化物と植物繊維を少量含む。 
   グライ化。 
 3. 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 炭化物と植物繊維を少量含む。グライ化。 
 4. 5Y5/1灰色砂質シルト ほぼ均質。グライ化。 
 5. 5Y5/1灰色砂質シルト 炭化物と植物繊維を少量含む。グライ化。 
 6. 5Y4/2灰オリーブ色粘土質シルト 炭化物と植物繊維を少量含む。グライ化。 
　 
ＥＰ1～2 
 1. 7.5Y4/2灰オリーブ色シルト質粘土 多量の炭化物を含む。グライ化。 
 2. 5Y4/1灰色シルト質粘土 多量の炭化物を含む。グライ化。 
 3. 2.5Y4/2暗灰黄色シルト質粘土 多量の炭化物を含む。グライ化。 
 4. 5Y4/2灰オリーブ色砂質粘土 ほぼ均質。グライ化。 
 5. 7.5Yオリーブ黒色粘土 少量の炭化物を含む。グライ化。 
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第１５図　ＳＴ751カマド 
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 1. 7.5Y4/3暗オリーブ色砂質シルト 焼土粒を多量含む。黄褐色 
   微砂をまだら状に含む。 
 2. 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
 3. 10YR3/3暗褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
 4. 10YR2/1黒色シルト 炭化物を粒状に含む。 

石 

土器 

６７



68

遺構実測図 

0 3m

1：60

第１６図　ＳＴ777
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 1. 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 少量の黄褐色微砂を含む。 
 2. 10YR3/3暗褐色微砂 少量の礫が混じる。固くし 
   まる。 
 3. 10YR4/4褐色粘土質シルト 少量の炭化物を含む。 
 4. 5Y5/4オリーブ色微砂 ほぼ均質。 
 5. 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 少量の炭化物を含む。 
 6. 7.5Y5/2灰オリーブ色粘土質シルト 少量の炭化物を含む。グラ 
   イ化。 
 7. 5Y4/3暗オリーブ色微砂 少量の礫が混じる。固くし 
   まる。グライ化。 
 8. 7.5Y4/1灰色粘土質シルト 炭化物をまだら状に含む。 
   グライ化。 

ＥＰ1～4 
 1. 5Y4/1灰色微砂質粘土 炭化物をブロック状に含む。 
   グライ化。 
 2. 7.5Y5/2灰オリーブ色微砂質粘土 少量の炭化物と礫を含むグ 
   ライ化。 
 3. 5Y6/2灰オリーブ色微砂質粘土 少量の炭化物と礫を含む。 
   グライ化。 
 4. 10YR4/2灰黄褐色微砂質粘土 多量の炭化物をブロック状 
   に含む。少量の礫を含む。 
 5. 10YR3/1黒褐色微砂質粘土 炭化物をブロック状に含む。 
   少量の礫を含む。 
 6. 5Y5/4オリーブ色微砂 ほぼ均質。 
 7. 10YR2/2黒褐色微砂質粘土 少量の炭化物を含む。 
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（H=89.70mで統一） 

ＳＴ792・ＳＴ789（ＳＴ792） 
 1. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 炭化物を含む。グライ化。 
 2. 2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト 固くしまる。炭化物を含む。 
   グライ化。 
 3. 5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 炭化物をブロック状に含む。 
   グライ化。 
 4. 5Y6/6オリーブ色微砂 酸化。 
 5. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
 6. 10YR2/3黒褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
（ＳＴ789） 
 7. 7.5YR3/3暗褐色砂質シルト 耕作土。 
 8. 2.5Y5/3黄褐色砂質シルト 少量の炭化物を含む。グライ化。 
 9. 2.5Y4/4オリーブ褐色砂質シルト 炭化物をブロック状に含む。 
   グライ化。 
 10. 7.5Y3/2オリーブ黒色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
   グライ化。 
 11. 5Y2/2オリーブ黒色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
 12. 2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
 

ＳＴ792／ＥＰ１～３　ＥＤ５ 
 1. 5Y5/1灰色砂質シルト 少量の炭化物を含む。やや固い。 
   グライ化。 
 2. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
   グライ化。 
 3. 2.5Y5/4黄褐色微砂 酸化。 
 
ＳＴ789／ＥＰ１～３　ＥＫ4～５　ＳＴ792／ＥＰ４ 
 1. 2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
   グライ化。 
 2. 5Y5/3灰オリーブ色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
   やややわらかい。グライ化。 
 3. 5Y4/1灰色粘土質シルト 少量の炭化物を含む。 
   グライ化。 
 4. 5Y2/1オリーブ黒色粘土質シルト 多量の炭化物を含む。 
   グライ化 
 5. 5Y5/1灰色砂質シルト やや固い。グライ化。 
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第１８図　ＳＴ795
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ＳＴ795 
 1. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 少量の黄褐色微砂と炭化物を含む。 
 2. 5Y4/2灰オリーブ色粘土質シルト 少量の褐色粘土質シルトを粒状に 
   含む。グライ化。 
 3. 10YR2/1黒色粘土質シルト 少量の灰黄褐色粘土質シルトをブ 
   ロック状に含む。 
 4. 7.5YR4/3暗オリーブ色砂質シルト 少量の炭化物を含む。グライ化。 
 
ＥＰ1～2・ＥＫ3～6 
 1. 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
 2. 2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト 炭化物をブロック状に含む。 
   グライ化。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
 

 
 4. 7.5YR5/2灰褐色砂質シルト 少量の炭化物を含む。グライ化。 
 5. 7.5YR2/1黒色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
 6. 7.5Y4/3暗オリーブ色砂質シルト 少量の炭化物を含む。グライ化。 
 7. 2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト 炭化物をブロック状に含む。 
   グライ化。 
 8. 10YR4/1褐灰色粘土質シルト ほぼ均質。グライ化。 
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遺構実測図 
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第１９図　ＳＴ795カマド 
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ＥＬ 
 1. 7.5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 固くしまる。カマドの袖。 
 2. 7.5YR4/3暗オリーブ色砂質シルト 多量の炭化物を含む。暗オリーブ色微砂を 
   まだら状に含む。グライ化。 
 3. 10YR3/3暗褐色砂質シルト 多量の炭化物を含む。 
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遺構実測図 
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       第２０図　ＳＴ1110・ＳＴ1112
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ＳＴ1110 
 1. 10YR1.7/1黒色シルト ほぼ均質。 
 2. 5Y4/1灰色砂質シルト 黒色シルトが２% 
   粒状に混じる。 
 3. 5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 
 4. 5Y6/1灰色シルト質細砂 ほぼ均質。 
 
ＥＰ1～3・ＥＤ1 
 1. 7.5Y4/2灰オリーブ色粘土質シルト 均質。 
 2. 5Y4/1灰色砂質シルト 均質。 
 3. 2.5Y4/1黄灰色砂質シルト 均質。 
 

ＳＴ1112 
 1. 10YR6/1褐灰色粘土質細砂 均質。 
 2. 10YR4/1褐灰色砂質粘土 微量の炭化物混じる。 
 3. 10YR3/1黒褐色砂質粘土 多量の炭化物混じる。 
 ①. 10YR2/1黒色砂質粘土 褐灰色粘土が3%粒状に混 
   じる。SD1116覆土。 
 
ＥＰ1～3、ＥＤ1 
 1. 7.5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 均質。 
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遺構実測図 
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ＥＰ1～4・ＥＫ5・ＥＫ6 
 1. 7.5Y4/3暗オリーブ色砂質シルト 均質。 
 2. 5Y4/1灰色砂質シルト 均質。 
 3. 5Y5/1灰色砂質シルト 均質。 
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第２１図　ＳＴ1127
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ＳＴ1127・ＥＬ1 
 1. 2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂質シルト 微量の炭化物が粒状に混じ 
   る。 
 2. 10YR2/1黒色砂質シルト 微量の焼土混じる。 
 3. 2.5Y4/1黄灰色シルト質微砂 微量の焼土混じる。（カマ 
   ド構築土の崩落？）  
 ③. 3に同じ カマドの袖 
 4. 7.5YR4/3褐色焼土 
 5. 10YR2/1黒色シルト 多量の焼土・炭化物混じる。 
   ねばりあり。 
 6. 10YR5/3鈍い黄褐色微砂 焼土混じる。 
 7. 10YR5/4鈍い黄褐色シルト質微砂 焼土・炭化物混じる。 
 8. 5Y4/1灰色シルト質微砂 （ST覆土） 
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第２２図　ＳＴ2002
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遺構実測図 
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第２３図　ＳＴ2002カマド 

ＳＴ2002 
 1. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。やや粘りあり。 
   径5～15mmの小礫と少量の土器片を含む。 
 2. 5Y4/1灰色シルト質砂 しまりやや欠ける。径5～20mmの小礫と少量の土器片を含む。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 径5～10mmの小礫を含む。土器片を多く含む。 
 4. 5Y2/1黒色粘質シルト しまりに欠ける。粘りあり。腐植土。 
 5. 5Y5/2灰オリーブ色シルト質微砂 しまっている。カマドの袖。 
 6. 5Y3/1オリーブ黒色微砂質シルト しまりに欠ける。粘りあり。 
 7. 2.5Y3/2黒色粘質シルト しまっている。径3～20mmの小礫を含む。 
 8. N1.5/0黒色粘質シルト しまっている。やや粘りあり。炭化物層。 
 9. 2.5Y2/1黒色微砂質シルト しまっている。やや粘りあり。 
   径5～15mmの小礫を少量含む。 
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ＳＴ2002ＥＬ 
 1. 5Y3/2オリーブ黒色シルト質砂 しまりあり。土器片含む。 
 2. 2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト しまりあり。 
 3. 10YR4/2灰黄褐色シルト質微砂 しまりあり。 
   焼土をまだら状に3%含む。 
 4. 10YR3/2黒褐色シルト質砂 
 5. 5Y3/2オリーブ黒色シルト質砂 しまりあり。土器片含む。 
 6. 10YR3/2黒褐色微砂 しまりやや欠ける。 
   焼土をブロック状に30%含む。 
 7. 5Y5/2灰オリーブ色シルト質砂 しまりあり。袖 
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第２４図　ＳＴ2004
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ＳＴ2004 
 1. 5Y2/1黒色砂質シルト しまりあり。砂分を含む。 
 2. N1.5/0黒色シルト しまりにやや欠ける。腐植土。 
 3. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。地山の崩落土。 
 4. 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト ややしまりに欠ける。炭化物・ 
   焼土ブロックを含む。 
 5. 5Y3/2オリーブ黒色砂質シルト しまりあり。粗砂含む。炭化  
   粒と土器細片を含む。 
 6. 2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト しまっている。炭化粒と粗砂  
   を含む。 
 7. 5Y3/2オリーブ黒色シルト質砂 しまりあり。微量の炭化粒を  
   含む。 
 8. 2.5Y4/1黄灰色シルト質砂 しまっている。少量の炭化粒  
   を含む。 
 9. 10YR1.7/1黒色砂 しまっている。炭化粒と炭化  
   材を含む。 
 10. 5Y3/2オリーブ黒色砂 ややしまっている。炭化粒・  
   炭化材を含む。 
 11. N1.5/0黒色シルト質砂 ややしまりに欠ける。炭化物  
   に砂が混入。炭化材を含む。 
 12. 5Y5/2灰オリーブ色シルト質砂 しまりあり。炭化物を少量含  
   む。 
 13. 10YR2/1黒色砂質シルト しまっている。炭化粒を少量  
   含む。 
 14. 2.5Y4/1黄灰色砂質シルト 炭化粒・土器細片を含む。  
 15. 2.5Y3/1黒褐色シルト質砂 炭化物・土器片を含む。 
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第２５図　ＳＴ2006・ＳＴ2007
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ＳＴ2006・2007 
 1. N1.5/0黒色シルト ややしまりに欠ける。植物腐植土。 
 2. 5Y2/1黒色シルト ややしまりに欠ける。４層土ブロックを5%含む。 
   土器細片と炭化物を含む。（SK3661覆土） 
 3. 5Y2/2オリーブ黒色シルト ややしまっている。土器細片・微砂を微量含む。 
 4. 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト 微量の土器・炭化物を含む。貼り床か。 
 5. 2.5Y3/2黒褐色微砂質シルト 径1～5cmの礫と少量の炭化物を含む。 
 6. 5Y3/2オリーブ黒色砂 しまっている。 
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第２６図　ＳＴ2008
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ＳＴ2008（a-a'） 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト しまりにやや欠ける。火山灰 
   と腐植土をまだら状に含む。 
 2. 2.5Y4/3オリーブ褐色シルト質微砂 ややしまりに欠ける。 
 3. 7.5YR2/1黒色微砂質シルト しまっている。 
 4. 2.5Y4/1黄灰色砂質シルト しまりあり。 
 5. 10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりあり。 
 6. 5Y4/1灰色微砂 しまりあり。微量の炭化物 
   を含む。床土。 
 7. 5Y4/2灰オリーブ色微砂 しまりあり。少量の炭化粒 
   を含む。 
ＳＴ2008・ＳＴ2009（b-b'～e-e'） 
 1. 7.5YR3/1オリーブ黒色シルト しまっている。粗い砂粒が 
   混じる。 
 2. 10YR3/1黒褐色シルト ややしまりに欠ける。腐植土 
   と火山灰をまだら状に含む。 
 3. 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト しまりなし。 
 4. 2.5Y4/1黄灰色シルト質砂 しまっている。 
 5. 5Y3/2オリーブ黒色シルト質砂 しまっている。 
 6. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまりあり。ややねばりあり。 
 7. 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト しまりあり。 
 8. 5Y4/1灰色微砂質シルト ややしまっている。ねばり 
   あり。 
 9. 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト しまっている。炭化物・植 
   物根を含む。 
 10. 5Y6/1灰色砂 しまっている。床土。 

 11. 2.5Y4/3オリーブ褐色シルト質砂 ややしまりに欠ける。 
 12. 7.5YR3/2黒褐色シルト しまっている。径5～30mm 
   の礫を含む。 
 13. 7.5YR2/1黒色シルト しまっている。少量の砂を 
   含む。腐植土。 
 14. 7.5YR2/2黒褐色腐植土 しまっている。多量の植  
   物繊維を含む。 
 15. 10YR3/2黒褐色砂 しまりあり。 
 16. 10YR6/2灰黄褐色火山灰 
 17. 5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト しまりなし。腐植土。 
 18. 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト しまりなく、多量の植物  
   繊維を含む。 
 19. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。 
 20. 2.5Y5/2暗灰黄色砂 しまりあり。 
 21. 2.5Y5/1黄灰色砂 しまりあり。炭化粒を含む。 
 22. 5Y5/2灰オリーブ色シルト質微砂 しまりあり。 
 23. 暗灰黄色シルト質微砂 しまりあり。炭化粒を含む。 
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第２８図　ＳＴ2010・ST2011
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ＳＴ2010・2011 
 1. 10YR5/1褐灰色微砂 しまりあり。グライ化。7.5YR2/1 
   シルトをブロック状に2%と少量 
   の酸化物と微量の土器細片を含む。 
 2. 10YR5/1褐灰色微砂 しまりあり。炭化物・土器細片を 
   少量含む。（床面）。 
 3. 2.5Y4/1黄灰色微砂質シルト しまりあり。炭化物を含む。  
   （床面）。 
 4. 5Y4/1灰色微砂質シルト しまりあり。炭化物を微量含む。 
 5. 2.5Y5/2暗灰黄色微砂質シルト しまりあり。10YR2/1シルトをブ 
   ロック状に2%と少量の炭化物を 
   含む。（床面） 

 6. 2.5Y5/1黄灰色微砂 非常にしまりあり。グライ化。 
   7.5YR2/1シルトをブロック状に2%と 
   酸化物と微量の炭化物を含む。 
 7. 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。土器片と多量の炭化物を 
   含む。床面。 
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ＳＴ2012 
 1. 2.5Y5/1黄灰色シルト かたくしまる。少量の炭化粒含む。10YR2/1シルトを粒状に2%含む。 
 2. 2.5Y5/2暗灰黄色シルト かたくしまる。微量の2.5Y4/1シルトがまだら状に混じる。 
 3. 10YR2/1黒色シルト 貼り床。 
 4. 10YR5/1褐灰色シルト ほぼ均質。少し粘りあり。（周溝か？） 
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（RP345） 
238（RP322） 

（RP321） 

ＳＴ2014 
 1. 5Y4/2灰オリーブ色砂 しまっている。10YR2/1シルトを 
   ブロック状に3%と土器片を含む。 
  　　　　　　　　　　　　　　　  激しくグライ化。 
 2. 2.5Y5/1黄灰色砂 しまりに欠ける。グライ化。 
 3. 2.5Y4/1黄灰色シルト質砂 しまりに欠ける。グライ化。 
 4. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト しまっている。炭化物を少量含む。 
 5. 5Y5/1灰色シルト質砂 非常にしまっている。激しくグラ 
   イ化。径1～5mmの粗砂を含む。 
 6. 2.5Y3/1黒褐色シルト質砂 しまっている。少量の炭化物を 
   含む。 
 7. 2.5Y5/3黄褐色シルト質砂 しまっている。10YR3/1シルトを 
   ブロック状に15％含む。貼り床。 
   （生活面） 
 8. 2.5Y4/1黄灰色シルト質砂 しまりに欠ける。グライ化。 
 
ＥＰ1  
 1. 5Y4/1灰色砂質シルト しまりあり。径5～10mmの小礫 
   と炭化物を含む。 
 2. 7.5Y4/1灰色砂質シルト やや粘りあり。炭化物を含む。 
   柱根。 

ＥＰ2 
 1. 5Y4/1灰色砂質シルト ややしまりあり。炭化物・土器片 
   を含む。 
 2. 5Y5/1灰色砂質シルト ややねばりあり。 
 3. 2.5Y5/1黄灰色シルト質砂 ねばりあり。炭化物を少量含む。 
 
ＥＰ3 
 1. 5Y4/1灰色砂 ややしまりに欠ける。炭化物を含 
   む。 
 
ＥＰ4  
 1. 2.5Y4/1黄灰色砂質シルト しまりあり。土器細片と微量の炭 
   化物を含む。 
 2. 2.5Y4/1黄灰色シルト質砂 ややねばりあり。 
 3. 5Y4/1灰色砂質シルト ねばりあり。しまりなし。 
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ＳＴ2016 
 1. 2.5Y3/1黒褐色シルト質砂 しまりあり。粗砂を含む。 
 2. 5Y3/2オリーブ黒色粗砂 しまりあり。 
 3. 2.5Y4/2暗灰黄色シルト質砂 しまりあり。 
 4. 10YR2/1黒色砂質シルト しまりあり。ややねばりあり。 
   炭化粒を少量含む。 
 5. 2.5Y2/1黒色砂 しまりあり。少量の粗砂を含む。 
 6. 2.5Y5/1黄灰色シルト質砂 しまりあり。粗砂を含む。  
 7. 2.5Y5/2暗灰黄色シルト質砂 しまりあり。  
 8. 10YR3/2黒褐色シルト質砂 しまりあり。  
 9. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト しまっている。ややねばりあり。 
 10. 7.5YR5/2灰褐色砂 しまっている。径5mm程度の小 
   礫を含む。 
 11. 7.5YR4/3褐色砂質シルト しまっている。 
 12. 2.5YR2/2極暗赤褐色シルト質砂 しまりあり。炭化物と粗砂を含 
   む。 
 13. 10YR4/2灰黄褐色粗砂 ややしまっている。炭化粒を微 
   量含む。地山崩落土。 
 14. N2/0黒色粗砂 ややしまっている。炭化物層。 
 

ＳＸ2480 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト 微量の砂を含む。 
 2. 5YR5/2灰オリーブ色シルト 砂をブロック状に10％含む。 
   （地山） 
 3. 2.5Y6/2灰黄色粗砂 地山に2層土をブロック状に7% 
   含む。 
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ＳＴ2017 
 1. 2.5Y2/2極暗赤褐色シルト かたくしまる。微量の炭化粒を含む。 
 2. 5Y3/1オリーブ黒色シルト ほぼ均質。かたくしまっている。 
 3. 7.5YR4/6褐色シルト 焼土。 
 4. 5Y5/3灰オリーブ色シルト ややしまっている。微量の細砂が混じる。 
 5. 5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 崩れやすい。 
 6. 2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルト ややしまり弱い。径2mm程度の礫を微量含む。 
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272

266

280

277

276

273

7

8

9

RP352 6

3

8 暗渠 10

3

R
P
35
7 4

6

5
2
1

8

3

H
=8
9.
90

�
a'

H=89.90
� b'

H=89.90
� c'

H
=89.90

�
d'

H
=8
9.
90

�
e'

  267 
（RP358） 

266・272・274 
（RP352） 

  279  （RP353） 

  268 
（RP357） 

271・278（RP502） 

   270 
（RP257） 264・275（RP259） 

   269 
（RP360） 

（RP356） 

（RP355） 

（RP347） 

ＳＴ2019

ＳＴ2019

0 3m

1：60
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ＳＴ2019 
 1. 5Y2/1黒色シルト 炭化物を含む。柱根。 
 2. 5Y3/2オリーブ黒色砂質シルト しまりあり。 
 3. 2.5Y3/2黒褐色砂質シルト しまりあり。炭化物と土器片 
   を含む。 
 4. 5Y4/1灰色砂質シルト しまりあり。ねばりあり。 
 5. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト しまりあり。ねばりあり。 
 6. 10YR2/1黒色砂質シルト ややしまりに欠ける。ねばりあ 
   り。炭化物層。 
 7. 2.5Y4/1黄灰色微砂質シルト しまっている。径1～2cmの小 
   礫を含む。 
 8. 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト しまっている。貼り床。 
 9. 5Y3/2オリーブ黒色微砂質シルト しまっている。ややねばりあり。 
 10. 2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト ややしまっている。やや粘り  
   あり。 
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ＳＴ2020 
 1. 5YR3/6暗赤褐色シルト質砂 しまりに欠ける。炭化粒を少量含む。 
　　　 10YR8/3火山灰を微量含む。 
 2. 2.5Y3/2黒褐色細砂 しまりあり。炭化粒を含む。 
 3. 2.5Y4/2暗灰黄色シルト しまりあり。焼土をブロック状に3%、炭化 
   粒・土器細片を少量含む。 
 4. 5Y4/2灰オリーブ色シルト質微砂 しまりあり。炭化粒を少量含む。崩落土。 
 5. 2.5Y5/3黄褐色シルト質微砂 しまりあり。土器細片を微量含む。 

焼土 

ＳＴ4002

a
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（RP601） 

（ＳＫ3030） 

ＳＴ4002 
 1. 2.5Y3/1黒褐色シルト ややしまりに欠ける。 
   少量の粗砂を含む。 
 2. 10YR2/1黒色シルト しまりに欠ける。 
   微量の砂を含む。 
 3. 2.5Y5/1黄灰色砂質シルト しまりあり。 
 4. 10YR2/1黒色シルト しまりに欠ける。 
   地山ブロックを10% 
   含む。 
 5. 5Y5/1灰色砂質シルト しまりあり。 
 6. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまりあり。 
   地山ブロックを30% 
   含む。 
 7. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまりあり。地山ブ 
   ロックを40%含む。 

焼土 

焼土 

８７



88

遺構実測図 

3
カクラン カクラン 

3

4

4
4

4
5

2

2

1 21 2 6

6

H=89.80
� f'

H=89.80
� e'

H=89.80
� d'

H=89.80
� c'

H
=8
9.
90

�
a'

H=89.90
� b'

F-47
E-47

ee e'e'

0 3m

1：60

第３６図　ＳＴ4003

ＥＬ1

ＥＫ2

ＥＰ2

ＥＰ1

ＥＰ3

ＥＰ3 ＥＫ1 ＥＫ2ＥＰ1 ＥＰ2

ＥＫ1

b b'

f
f'

a

a'

d

d'

c

c'

E-48

ＳＴ4003

石 

土器 

ＳＴ4003 
 1. 5Y4/1灰色砂質シルト 5Y3/1シルトをブロック状に 
   5%含む。 
 2. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 
 3. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト ねばりあり。 
 4. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 炭化物を粒状に5%、砂質シル 
   トをブロック状に5%含む。 
 5. 5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 5Y2/1シルトをブロック状に 
   10%含む。 
 6. 5Y4/2灰オリーブ色シルト 
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炭跡 
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H-49

ＳＴ4004 
 1. 5Y4/1灰色シルト やや砂質。ねばりあり。 
 2. 5Y4/1灰色砂質シルト 炭化物を粒状に5%含む。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 炭化物をブロック状に20%含む。 
 4. 5Y4/1灰色シルト ねばりあり。5Y3/1シルトを粒 
   状に10%含む。 
ＥＰ1  
 1. 5Y4/2灰オリーブ色シルト ねばりあり。 
 2. 5Y4/1灰色砂質シルト ねばりあり。 
 3. 10Y砂質シルト。 
ＥＰ2  
 1. 5Y3/1オリーブ黒色シルト  
 2. 5Y5/1灰色砂質シルト 

 
ＥＰ3  
 1. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト ねばりあり。 
 2. 5Y3/2オリーブ黒色シルト 炭化物を粒状に5%含む。  
 3. 5Y4/1灰色砂質シルト ねばりあり。 
 ＥＰ4  
 1. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト ねばりあり。  
 2. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 炭化物を粒状に10%含む。 
 3. 5Y5/1灰色砂質シルト 
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第４１図　ＳＴ4005カマド 
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ＳＴ4005EL 
 1. 5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 5Y3/1シルトを粒状に5%含む。 
 2. 10Y4/1灰色砂質シルト ねばりあり。 
 3. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト ねばりあり。 
 4. 5Y4/2灰オリーブ色粘質シルト 均質。カマドの袖。 
 5. 5Y2/2オリーブ黒色シルト 炭化物をブロック状に10%含む。 
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 1. 5Y3/1オリーブ黒色シルト ねばりあり。 
 2. 5Y4/2灰オリーブ色砂質シルト 
 3. 5Y2/2オリーブ黒色シルト 炭化物をブロック状に20%含む。 
   （床面） 
 4. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 砂利を含む。 
 5. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 砂利を含む。5Y3/1シルトをブ 
   ロック状に10%含む。 
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第４２図　ＳＣ5001
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ＳＣ5001 
ＥＤ1 
 1. 5Y2/1黒色シルト しまりあり。少量の5Y5/1シルト 
   が混じる。 
 2. 10YR2/1黒色シルト しまりあり。5Y5/1シルトが径30～ 
   50mmの塊状に15%混じる。 
 3. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまりあり。2.5Y5/2シルトがま 
   だら状に25%混じる。 
 4. 2.5Y5/2暗灰黄色シルト しまりあり。2.5Y3/1シルトが塊 
   状に10%混じる。 
 5. 5Y3/1オリーブ黒色シルト しまりあり。2.5Y5/1シルトが3% 
   混じる。 
 6. 7.5Y3/1オリーブ黒色シルト しまりあり。2.5Y5/1シルトが10% 
   混じる。 
 7. 10Y2/1黒色粘質シルト しまりあり。ねばりあり。  
   2.5Y5/1シルトが5%混じる。 
 8. 10Y3/1オリーブ黒色粘質シルト ほぼ均質。しまりあり。ねばり 
   あり。 
 9. 10YR1.7/1黒色シルト 固くしまる。2.5Y5/1微砂質シル 
   トがまだらに7%混入。 
 10. 2.5Y2/1黒色シルト しまっている。5Y4/2微砂質シル 
   トが粒状に5%混じる。 

 
ＥＤ2 
 1. 2.5Y2/1黒色シルト しまりあり。2.5Y5/1シルトが 
   2%混じる。 
 2. 2.5Y2/1黒色シルト しまりあり。2.5Y5/1シルトが 
   まだら状に35％混じる。 
ＥＰ1・ＥＰ2 
 1. 2.5Y4/3オリーブ褐色細砂 
 2. 2.5Y3/1黒褐色シルト 固くしまる。5Y4/1微砂質シル 
   トが粒状に15％混じる。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 固くしまる。ほぼ均質。 
 4. 5Y4/2灰オリーブ色微砂質シルト 5Y3/1シルトが7%混じる。 
 5. 5Y2/1黒色粘質シルト しまりあるが軟弱。上部に5Y5/1 
   微砂質シルトが塊状に混入。 
 6. 5Y2/1黒色粘質シルト しまっている。ほぼ均質。 
 7. 5Y5/1灰色微砂質シルト やや軟弱。均質。 
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ＥＤ1 
 1. 2.5Y2/1黒色シルト かたくしまる。ほぼ均質。 
 2. 10YR2/1黒色シルト かたくしまる。 
 3. 5Y2/1黒色シルト かたくしまる。5Y4/1シルトが3% 
   混じる。 
 4. 5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト しまりあり。5Y4/1シルトがまだら 
   状に5%混じる。 
 5. 5Y4/1灰色粘質シルト しまりあり。ねばりあり。5Y3/1シ 
   ルトが30%混じる。 
 6. 7.5GY5/1緑灰色粘質シルト しまりあり。ねばりあり。ほぼ均質。 
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ＳＢ107 
 1. 5Y6/1灰色砂質粘土 黒褐色シルトがブロック状にまだ 
   らに混じる。（掘り方埋め土） 
 2. 5Y6/2灰オリーブ色砂質粘土 黒褐色シルトブロックが30%まだら 
   に混じる。 
 3. 10YR2/2黒褐色砂質シルト ほぼ均質。1よりねばりあり。 
 4. 5Y6/1灰色砂質粘土 黒褐色シルトが粒状に混じる。 
 5. 10YR2/2黒褐色砂質シルト ほぼ均質。 
 ①. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 均質。アタリ。 
 ②. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 灰色砂質粘土粒が10%混じる。 
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ＳＢ457 
 1. 5Y6/2灰オリーブ色粘土 
  黒褐色粘土質シルトブロックが 
  まだらに20%混じる。掘り方。 
 2. 5Y5/1灰色粘土質小礫  
  微量の黒褐色シルトブロックが 
  まだらに混じる。掘り方埋め土。 
 ①. 10YR2/2黒褐色粘土質シルト  
  5YR7/1灰白色粘土粒がわずかに 
  混じる。  
 ②. 10YR2/3黒褐色砂質シルト  
  灰色粘土が粒状にわずかに混じ 
  る。  
③.  10YR2/2黒褐色粘土質シルト  
  灰白色粘土粒が10%混じる。 
 ④. 10YR2/3黒褐色砂質シルト  
  灰白色粘土ブロックが20%まだ 
  らに混じる。 
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ＳＢ672 
 1. 10YR3/3暗褐色砂質シルト 
 2. 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト 
 3. 10YR2/1黒褐色粘土混じりシルト 
 4. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 
 5. 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 
 6. 10YR2/1黒褐色シルト質粘土 
 7. 10YR3/4暗褐色粘土質シルト 
 8. 10YR4/4褐色粘土質シルト 
 9. 10YR2/3黒褐色砂質シルト 
 10. 10YR6/6明黄色微砂　 
 11. 10YR2/3黒褐色砂質シルト 
 12. 10YR5/2灰黄色微砂 
 13. 10YR3/2黒褐色砂質シルト 
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第４６図　ＳＢ879・ＳＢ1620
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ＳＢ879 
 1. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 
  微量の褐灰色微砂質粘土粒が混じる。 
 2. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 
  褐灰色微砂質粘土粒ブロックがまだらに20% 
  混じる。 
 3. 10YR2/2シルト質粘土 
  酸化鉄がまだらに混じる。 
 ①. 10YR2/1黒色粘土 
  礫混じる。酸化鉄混じる。10GY4/1暗緑灰細 
  砂質粘土が粒状に3%混じる。 
 ②. 10YR5/1褐灰色微砂質粘土 
  酸化鉄混じる。 
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 1. 10YR2/2黒褐色砂質シルト  
  灰色細砂が20%混じる。 
  しまっている。 
 2. 10YR2/2黒褐色粘土質 
  シルト 
  灰色土ブロックがまだらに 
  混じる。 
 3. 5Y4/1灰色粘土質粗砂  
 4. 5Y6/1灰色粘土質細砂 
  黒褐色シルト粒が5% 
  混じる。 
  （掘り方の埋め土）  
 5. 10YR3/1黒褐色細砂 
  均質　多量の炭化物含む。  
 6. 7.5Y5/1黄褐色粗砂 
  黒褐色の粘土が30%混じる。 
 7. 2.5Y5/3黄褐色シルト混じり粗砂 
  黒褐色の粘土が30%混じる。 
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ＳＢ1601 
 1. 5Y6/1灰色粘土質細砂 
  黒褐色シルト粒が5%混じる。 
  （掘り方の埋め土） 
 2. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 
  灰色細砂が20%混じる。 
  しまっている。 
 3. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 
  均質。 
 4. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 
  微量の灰色土が混じる。 
 5. 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 
  灰色土ブロックがまだらに混 
  じる。 
 6. 5Y4/1灰色粘土質粗砂  
 7. 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 
  灰色細砂が40%混じる。 
 ①. 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 
  （アタリ） 
 ②. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 
  灰色土がまだらに混じる。 
  もろい。（アタリか） 
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第４８図　ＳＢ3501・ＳＡ3508
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ＳＢ3501・ＳＡ3508 
 1. 10YR2/1黒色砂質シルト 固くしまる。2.5Y5/1微砂質シルトが 
   ブロック状に混じる。径5～50mmの 
   礫が少量混じる。 
 2. 10YR2/1黒色砂質シルト ねばりあり。 
 3. 10YR2/2黒褐色砂質シルト しまりあるがもろい。径5～40mmの 
   礫が多く混じる。 
 4. 10YR2/1黒色シルト しまりなし。くずれやすい。 
 5. 2.5Y5/1黄灰色微砂質シルト しまりあり。均質。 
 6. 10YR1.7/1黒色シルト しまりあり。微量の2.5Y5/2微砂質シ 
   ルトが混じる。 
 7. 10YR3/2黒褐色砂質シルト しまりあり。径5～50mmの礫が混じ 
   る。 
 8. 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりあるがくずれやすい。径5～ 
   50mmの礫が多く混じる。 
 9. 10YR3/3暗褐色砂質シルト しまりあるがくずれやすい。径5～ 
   30mmの礫が混じる。 
 

ＳＫ2174・SP2133・SP2169・SP2778 
 1. 10YR2/1黒色砂質シルト  
 2. 2.5Y3/2黒褐色シルト  
 3. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト  
 4. 2.5Y5/1黄灰色微砂質シルト  
 5. 2.5Y5/2暗灰黄色細砂 
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第４９図　ＳＢ3501出土遺物 
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遺構実測図 

391

ＳＢ3502 
 1. 10YR2/1黒色シルト 固くしまる。均質。 
 2. 2.5Y5/2暗灰黄色シルト しまりあり。10YR2/1シルトがまだら状に20%混じる。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 固くしまる。10YR5/2シルトがまだら状に30%混じる。 
 4. 10YR2/1黒色シルト しまりあり。5Y5/2微砂が中央に層状に混じる。 
 5. 5Y5/2灰オリーブ色微砂 しまりあり。ほぼ均質。 
 6. 10YR1.7/1黒色シルト 固くしまる。ほぼ均質。 
 7. 5YR3/1黒褐色シルト しまりあるが軟弱。ねばりあり。 
 8. 10YR5/2オリーブ灰色シルト ややしまりあり。炭化粒を含む。 
 9. 5Y4/2灰オリーブ色微砂質シルト しまりあり。微量の5Y3/1シルトが混じる。 
 10. 5Y3/2オリーブ黒色シルト 固くしまる。微量の5Y5/1シルトが混じる。 
 11. 10YR3/1黒褐色シルト 固くしまる。微量の2.5Y5/1微砂質シルトが混じる。 
 12. 2.5Y3/1黒褐色シルト 固くしまる。ややねばりあり。2.5Y5/1微砂質シルトがブロック状に混じる。 
 13. 7.5Y4/1灰色シルト しまりあり。均質。 
 14. 10YR4/2灰黄褐色シルト 固くしまる。ねばりなし。2.5Y4/1シルトが30%混じる。 
 15. 5Y4/1灰色微砂質シルト しまりあり。ねばりなし。5Y2/1シルトがブロック状に10%混じる。 
 16. N2/0黒色粘質シルト ねばりあり。少量の5Y4/1シルトが混じる。 
 17. 5Y5/1灰色シルト しまりあり。少量の5Y3/1シルトがまだら状に混入。 
 18. 5Y2/1黒色シルト しまりあり。ねばりなし。ほぼ均質。 
 19. 7.5Y5/2灰オリーブ色微砂質シルト しまりあり。2.5Y2/1シルトが層状に混じる。 
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第５０図　ＳＢ3502/ＳＢ3502出土遺物 
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394

392

393

ＳＢ3503 
 1. 5Y2/1黒色シルト  固くしまる。ねばりなし。7.5Y4/1シルトがまだら状に15%混じる。 
 2. 5Y4/1灰色微砂質シルト しまりあり。ほぼ均質。  
 3. 10YR3/1黒褐色シルト 固くしまる。ねばりなし。2.5Y4/1シルトがブロック状に10%混じる。  
 4. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 固くしまる。ねばりなし。7.5Y5/1微砂質シルトが30%混じる。  
 5. 2.5Y2/1黒色シルト 固くしまる。2.5Y5/1シルトがブロック状に10%混じる。  
 6. 5Y5/2灰オリーブ色シルト 固くしまる。10YR2/1シルトがブロック状に30%混じる。 
 7. 5Y2/2オリーブ黒色シルト しまりあり。微量の10YR4/2が混じる。 
 8. 7.5YR2/2黒褐色粘質シルト しまりあり。少しねばりあり。微量の5Y4/1シルトが混じる。  
 9. 7.5Y5/1灰色微砂質シルト 固くしまる。ねばりなし。ほぼ均質。  
 10. 7.5Y4/1灰色シルト 固くしまる。ねばりなし。5Y2/1シルトが粒状あるいはブロック状に混じる。  
 11. 10YR2/1黒色シルト しまりあり。5Y4/1微砂質シルトがブロック状に15%混じる。 
 12. 5Y4/2灰オリーブ色シルト しまりあり。微量の5Y3/2シルトが混じる。  
 13. 5Y3/2オリーブ黒色シルト しまりあり。微量の5Y4/2シルトが混じる。  
 14. 7.5Y3/2オリーブ黒色シルト しまりあり。5Y4/2シルトがまだら状に混じる。  
 15. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまりあり。10YR4/2シルトがまだら状に25%混じる。 
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第５１図　ＳＢ3503/ＳＢ3503出土遺物 
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第５２図　ＳＢ3505・ＳＢ3506
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ＳＢ3505 
 1. 5Y2/1黒色シルト 
  しまりあり。5Y4/2シルトが7%混じる。 
 2. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 
  しまりあり。2.5Y5/1シルトが10%混じる。 
 3. 10Y2/1黒色粘質シルト 
  ねばりあり。均質。 
 4. 7.5Y4/1灰色微砂質シルト 
 5. 5GY5/1オリーブ灰色微砂質シルト 
  しまりあり。5Y3/1粘質シルトが2%混じる。 
 6. 2.5Y2/1黒色シルト 
  しまりあり。2.5Y5/1微砂質シルトがブ 
  ロック状に25%混じる。 
 7. 5Y4/1灰色シルト　しまりあり。 
 8. 2.5Y3/1黒褐色シルト 
  しまりあり。5YR4/2シルトがブロック 
  状に15%混じる。 
 9. 7.5Y5/2灰オリーブ色シルト 
  しまりあり。2.5Y2/1シルトがまだら状 
  に10%混じる。 
 10. 7.5Y2/2オリーブ黒色粘質シルト 
  しまりあり。7.5Y4/1シルトがまだら状に 
  3%混じる。 
 11. 5Y4/2灰オリーブ色シルト 
  しまりあり。5Y2/2シルトが10%混じる。 
 12. 5Y2/2オリーブ黒色シルト 
  しまりあり。5Y4/2シルトが粒状に2%混じる。 
 13. 5Y3/2オリーブ黒色シルト 
  しまりあり。5Y5/1微砂質シルトがブロッ 
  ク状に25%混じる。 
 14. 7.5Y5/1灰色微砂質シルト 
 15. 2.5Y4/1黄灰色微砂質シルト 
  しまりあり。5Y2/1シルトが20%混じる。 
 16. N1.5/0黒色シルト　均質。 
 17. 7.5Y2/1黒色シルト　しまりあり。均質。 
 18. N2/0黒色粘質シルト 
  しまりあり。均質。 
 19. 14層土に5Y4/2シルトがまだら状に3%混 
  じる。  
 20. 10YR2/3黒褐色砂質シルト　灰色粘土粒  
  がまだら状に5％混じる。 
 21. 7.5Y5/1灰色砂質粘土　黒褐色粘土がま  
  だら状に10％混じる。 

ＳＢ3506 
 1. 2.5Y2/1黒色シルト しまりあり。5Y5/2微砂質シル 
     トが径3mmの粒状に混じる。 
 2. 5Y5/2灰オリーブ色微砂質シルト しまりあり。ややねばりあり。 
 3. 2.5Y4/2暗灰黄色微砂質シルト ややしまりあり。上部に10Y1.7/1 
     シルトが10%混じる。 
 4. 10YR1.7/1黒色シルト  
 5. 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト しまりあり。5Y5/2微砂質シル 
     トがまだら状に5%混じる。 
 6. 5Y4/1灰色微砂質シルト しまりあり。1層土がまだら 
     状に10%混じる。 
 7. 5Y3/2オリーブ黒色シルト しまりあり。5Y5/2微砂質シルト 
              がブロック状に30%混じる。 
 8. 5Y2/1黒色粘質シルト しまりあり。ねばりあり。 
 9. 5Y5/3灰オリーブ色微砂質シルト 固くしまる。2.5Y4/1砂質シルト 
     がブロック状に30%混じる。 
 10. 5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト しまりあり。ややねばりあり。 
     7.5Y5/2シルトがブロック状  
     に20%混じる。 
 11. 2.5Y4/1黄灰色シルト しまりあり。2.5Y3/1シルトが 
     塊状に10%混じる。 
 12. 7.5Y5/2灰オリーブ色微砂質シルト しまりあり。 
 13. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまりあり。5Y5/2微砂質シル 
     トがブロック状に5%混じる。 
 14. 5Y3/2オリーブ黒色シルト しまりあり。5Y5/2微砂質シル 
     トが径5～10mmの粒状に30% 
     混じる。 
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第５３図　ＳＢ3507/ＳＢ3507出土遺物 
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ＳＢ3507 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト 2.5YR5/1シルトがブロック 
   状に40％混入。径5～40mm 
   の礫が混入。しまりあり。 
 2. 2.5YR5/2暗灰黄色シルト 10YR3/1シルトがブロック状 
   に30％混入。しまりあり。 
 3. 2.5Y5/2暗灰黄色粘質シルト 10YR3/1シルトがブロック状 
   に20％混入。粘性あり。し 
   まりあり。 
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遺構実測図 

H=89.70

1

撹乱 撹乱 

1 2
23 33

5
4

H=90.30
a a'

H=90.30
b b'

 
ＳＫ1097 
 1. 2.5Y4/1黄灰色シルト 微量の焼土・炭化物が混じる。 
 2. 2.5Y3/1黒褐色シルト 多量の炭化物が混じる。 
 3. 10YR1.7/1黒色シルト 少しグライ化。 
 4. 7.5Y4/1灰色シルト 
 5. 7.5Y4/1灰色シルト 微量の細砂が混じる。 
 
ＳＤ186 
 1. 10YR2/3黒褐色砂質シルト 黄褐色の酸化した土を微量含む。 
 2. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 黄褐色の酸化した土を微量含む。 
 3. 5Y5/2灰オリーブ色粘土 黒褐色砂質シルトが混じる。　 
 

0 2m

1：40

第５４図　ＳＫ1097・ＳＤ186

0 4m

1：80

0 2m

1：40

ＳＫ1097 ＳＤ186

（ＳＤ175） 

  

M-63

L-63

b

b'b'

a

a'

13
2

2

石 

土器 
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遺構実測図 

422

418

426

429

428

421

416

417

425

423
419

1

2

3
4

H=89.90

H=89.90

0 1m

1：20

第５５図　ＳＫ3023・ＳＫ3030/ＳＫ3030遺物出土状況 

0 2m

1：40

ＳＫ3023 ＳＫ3030

  

  

2

1

3 4

ＳＫ3030遺物出土状況 

（RP395） 

（RP382） （RP384） 

（RP481） 
（RP386） 

（RP387） 

（RP417） 

（RP416） （RP381） 

ＳＫ3023 
 1. 10YR3/2黒褐色シルト かたくしまる。ほぼ均質。 
 2. 10YR2/1黒色シルト かたくしまる。均質。 
 3. 5Y5/1灰色シルト しまりあり。ほぼ均質。 
 4. 2.5Y4/1黄灰色粘質シルト しまりあり。炭化粒を含む。 

ＳＫ3030 
 1. 5Y5/1灰色砂質シルト しまっている。少量の粗砂含む。 
     激しくグライ化。 
 2. 7.5Y3/1オリーブ黒色シルト しまっている。ややねばりあり。 
     炭化粒・焼土ブロックを含む。 
 3. 7.5Y4/1灰色粘質シルト しまっている。ねばりあり。少量 
     の炭化物を含む。 
 4. 5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト しまりなし。ねばりあり。多量の 
     炭化物を含む。堆積土。 

石 

土器 
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遺構実測図 

1 1 22

4 3 5H=90.10

H=89.90 H=89.90 H=89.90

H=89.90

12
2

1
1暗渠 暗渠 

423

3
5

21

4

6

3

4

0 2m

1：40

第５６図　ＳＫ2112・ＳＫ2260・ＳＫ2294・ＳＫ2308・ＳＫ2320

ＳＰ2794

ＳＫ2112

ＳＫ2260

ＳＰ3675

ＳＫ2294 ＳＫ2308

ＳＫ2320

    

      

ＳＫ2112・ＳＰ2794 
 1. 2.5Y2/1黒色シルト しまりあり。微量の砂を含む。 
 2. 10YR2/1黒色シルト しまりあり。微量の砂を含む。  
   1層よりややねばりあり。 
 3. 2.5Y4/1黄灰色砂 崩落土。 
 4. 5Y2/1黒色粘質シルト  
 5. 5Y4/2灰オリーブ砂  
 
ＳＫ2320 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。ねばりなし。  
   2.5Y4/2シルトが粒状に混じる。 
 2. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまりあり。ねばりなし。2.5Y4/2 
   シルトが粒状に少量混じる。 
 3. 2.5Y4/2暗灰黄色シルト しまりあり。ねばりなし。2.5Y3/1 
   シルトがブロック状に混じる。 
 4. 5Y5/2灰オリーブ色微砂質シルト しまりあり。ねばりなし。2.5Y3/1 
   シルトが多量混じる。 
 
ＳＫ2260・ＳＰ3675 
 1. 10YR2/1黒色シルト しまっている。少量の砂を含む。 
 2. 10YR3/2黒褐色シルト しまっている。 
 

ＳＫ2294 
 1. 10YR3/1黒褐色微砂質シルト 少量の炭化物を含む。崩落土。 
 2. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 堆積土。 
 3. 5Y4/1灰色微砂質シルト  
 4. 2.5Y3/1黒褐色シルト 少量の炭化物を含む。 
 
ＳＫ2308 
 1. 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。炭化粒と焼土ブロ  
    ックを含む。 
 2. 10YR2/1黒色微砂質シルト 少量の炭化粒を含む。崩落土。 
 3. 5Y2/1黒色シルト 
 4. 2.5Y2/1黒色微砂質シルト 炭化物と焼土を含む。 
 5. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト 微量の炭化物を含む。 
 6. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 

ＳＫ2112ＳＰ2794

ＳＫ2260ＳＰ3675

ＳＫ2539（次ページ左上） 
 1. 10YR5/2灰黄褐色シルト ややしまりに欠ける。耕作土。 
 2. 2.5Y3/1黒褐色シルト しまっている。砂と径5mmの小礫を 
    含む。下部に炭化物が堆積。 
 3. 2.5Y4/1黄灰色砂質シルト ややねばりあり。 
 

石 

土器 
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遺構実測図 

1

2

3

H=90.00 H=89.90

1

RP469 2

H=89.90

1

2 3 4 5

H=89.90

ＳＫ2477ＳＫ2478

H=89.90

0 2m

1：40
第５７図　ＳＫ2539・ＳＫ3024・ＳＫ2477・ＳＫ2478・ＳＫ3665・ＳＥ2419

ＳＫ2539

ＳＫ2478

（土層注記は前ページ） 

ＳＫ3665

ＳＫ2477

ＳＫ3024

    

H-55

  

  

1

23

4

ＳＫ3024 
 1. 2.5Y4/1黄灰色シルト かたくしまる。微量の炭化粒を含む。 
 2. 2.5Y5/2暗灰黄色粘質シルト しまりあり。均質。 
 
ＳＫ2478・2477 
（1～3＝2478、4～5＝2477） 
 1. 10YR2/1黒色シルト 炭化粒と径5～8mmの小礫を少量含 
    む。 
 2. 5Y4/2灰オリーブ色シルト やや粘りあり。堆積土。 
 3. 2.5Y2/1黒色シルト やや粘りあり。崩落土。 
 4. 10YR2/1黒色シルト 堆積土。  
 5. 5Y4/2灰オリーブ色シルト 少量の炭化物と植物根、径3～8mmの小 
    礫を含む。堆積土。 
    （2477自然堆積後に2478掘削） 
 

ＳＫ3665 
 1. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。少量の炭化物を含む。 
    崩落土。 
 2. 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。ややねばりあり。  
    少量の炭化物を含む。堆積土。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト しまりあり。少量の炭化物を含む。 
    崩落土。 
 4. 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト しまりあり。ややねばりあり。  
      少量の炭化物を含む。堆積土。 

ＳＥ2419

1

2

3

5
6

4

  

ＳＥ2419 
 1. 10YR2/2黒褐色シルト しまりあり。微量の砂を含む。 
 2. 10YR2/1黒色シルト ややしまりに欠ける。少量の炭 
   化物を含む。腐植土。 
 3. 2.5Y2/1黒色粘質シルト 植物腐食土。 
 4. 10YR2/1黒色粘質シルト 植物腐植土。3層より植物繊維 
   の量が多い。 
 5. 7.5Y2/1黒色粘質シルト 植物腐植土。層中に灰白色の火 
   山灰？の堆積あり。 
 6. 10Y4/1灰色粘質シルト 植物繊維と微量の砂を含む。 
 

石 

土器 
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遺構実測図 

ＳＥ2420

1

4
3

9
W

W W

W

6

10

2

6

9

5

10

11
8 7

508

509

507

0 40cm

1：8

0 4m

1：80

第５８図　ＳＥ2420・ＳＥ2420出土木製品（１） 

H=89.90

ＳＥ2420 
 1. 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。 
 2. 7.5YR2/1黒色砂質シルト ねばりあり。崩落土。 
 3. 7.5YR3/1オリーブ黒色砂質シルト ねばりあり。植物繊維と炭化物を含む。 
   崩落土。 
 4. 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト しまりあり。植物根と少量の粗砂を含む。 
 5. 2.5Y6/2灰黄色シルト 崩落土。 
 6. 7.5Y6/2灰オリーブ色シルト 崩落土。 
 7. 7.5Y5/1灰色粘質シルト 径5mm程度の小礫を含む。崩落土。 
 8. 5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト 微量の細砂・小礫と植物繊維を含む。 
   腐植土。 
 9. 10YR3/1黒褐色粘質シルト 微量の砂と多量の植物繊維を含む。 
   しまっている。 
 10. 2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト 崩落土。 
 11. 10YR2/1黒色微砂質シルト 多量の植物根を含む。 

石 

土器 
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遺構実測図 

510

511

512

515

514
513

0 40cm

1：8

第５９図　ＳＥ2420出土木製品（2） 

１１１
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遺構実測図 

403
401

407

398

399

402

397

405

404

516

WW

408

H=90.00
 

H=89.70

0 2m

1：40

0 4m

1：80

0 40cm

1：8

第６０図　ＳＫ2182・ＳＥ2871/ＳＥ2871出土木製品 

F-65

E-64

 

（RP222） 

（RP221） 

（RP219） 
（RP216） 

（RP207） 

RP206

400

P

P

P

（RP218） （RP215） 

504 
（RP579） 

1

4
6 5

ＳＫ2182

ＳＫ2182

ＳＥ2871

ＳＤ2181

1 2
23 4

E-65

F-64
 

  

3 2
5

7

a'

ＳＥ2871 
 1. 2.5Y3/1黒褐色シルト質砂 しまりあり。ややねばりあり。 
   崩落土。 
 2. 2.5Y4/1黄灰色砂 ややしまりに欠ける。礫含む。 
 3. 7.5Y3/1オリーブ黒色シルト ねばりあり。植物繊維含む。 
 4. 7.5Y4/1灰色砂 ややしまっている。径5～ 
   10mmの小礫を含む。 
 5. 5Y4/1灰色シルト質砂 ややしまっている。多量の砂を 
   含む。植物腐植土を含む。 
 6. 5Y3/1オリーブ黒色シルト質砂 
   しまっている。植物腐植土と径 
   20～40mm程度の礫を含む。 
 7. 10Y5/1灰色微砂質シルト しまっている。埋土。 
 
 

ＳＫ2182 
 1. 5YR1/7/1黒色砂 しまりあり。 
 2. 7.5YR2/1黒色砂 ややしまりあり。 
 3. 2.5Y3/2黒褐色シルト しまりあり。ねばりあり。 
 4. 2.5Y4/1黄灰色砂 しまりあり。2層土をブロック 
   状に2%含む。 

石 

土器 

１１２
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遺構実測図 

ＳＤ89（a-a'・b-b'） 
 1. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
 2. 10YR3/2黒褐色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
 
ＳＫ1532覆土（c-c'） 
 1. 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 少量の炭化物を含む。 
 2. 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 少量の炭化物を含む。 
 
ＳＤ95（d-d'） 
 1. 10YR3/2黒褐色砂質シルト 黄褐色シルトをブロック状 
   に含む。 
 

0 3m

1：60

第６１図　ＳＤ89・ＳＤ95・ＳＫ1532

a' c

1
2

2

2

1

1

2

H=90.50
a a'

H=90.50
b b'

H=90.50
c c'

H=90.50
d d'

0 1m

1：40
土層断面図 

遺構平面図 

0 2m

1：100

ＳＤ89

ＳＤ95

（ＳＢ107） 

ＳＫ1532

M-68

N-69N-69M-69

M-70

M-70M-70L-70

L-71

N-71N-71M-71

L-69

調査区外 

c'

ca a'

a'b

b'

d

d'

１１３
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遺構実測図 

3

2

36

45 2 52 2 25 54141

2

3 4 4 3 4765

1

1

3

4 2
1

6 7

8

ＳＤ 
6017

ＳＤ 
6018

ＳＤ 
6023

ＳＤ624

ＳＤ 
6022

ＳＤ 
6021

（ＳＥ 
     640） 

ＳＤ 
6019

ＳＤ 
6016

ＳＤ6015

ＳＤ 
6001

ＳＤ 
6002

ＳＤ 
6003

ＳＤ 
6004

ＳＤ 
6006

ＳＤ6005 ＳＤ6007

ＳＤ 
6020

ＳＤ 
6011

ＳＤ 
6009

ＳＤ 
6008

ＳＤ 
6012

ＳＤ6014

ＳＤ6013

ＳＤ 
6010

ＳＤ 
6027

ＳＤ 
6029ＳＤ 

6026

ＳＤ 
6024

ＳＤ 
6028

ＳＤ6025

ＳＤ 
6030

ＳＤ 
6031

（6021） 
（ＳＤ2508） 

ＳＤ 
　609

（6020） 

（6019） 

（ＳＤ6016） 

（ＳＢ1620） 

（ＳＢ 
　 1601） 

（ＳＢ879） 

5

ＳＤ 
829

（ＳＥ2419） 

d d'

b b' a

a'

e

e'

第６２図　　畝跡（１） 

H=90.30
b b'

e'

48

49

50

51

52

53

54

55

56

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ Ｊ Ｉ Ｈ 

d d'

b b'

c c'c c'

a

a'

e

e'

H=90.30
c c'

H=89.90
d d'

H=90.30
a a'

0 5m

1：200
遺構平面図 

0 2m

1：80
土層断面図 

H=89.90
e

（e-e'） 
 1. 10YR2/1黒色シルト 
  ややしまりに欠ける。炭化物・焼土を含む。 
  地山ブロックを3％含む。崩落土。 
 2. 2.5Y3/2黒褐色微砂質シルト 
  地山に1層土をブロック状に5％含む。 
  崩落土。 
 3. 2.5Y2/1黒色シルト 
  しまりあり。地山ブロックを15％含む。 
  崩落土。 
 4. 2.5Y5/1黄灰色微砂質シルト 
  3層ブロックを20％含む。崩落土。 
 5. 5YR5/2灰褐色微砂質シルト 
  粘性ややあり。3層土ブロックを5％含む。 
  崩落土。 
 6. 10YR3/1黒褐色粘質シルト 
  土器細片を少量含む。堆積土。 
 7. 10YR1.7/1黒色シルト 
  植物根含む。地山ブロックを3％含む。 
  崩落土。 
 

ＳＤ6001～6031（a-a'） 
 1. 2.5YR2/2極暗赤褐色砂質シルト 炭化物を少し含む。 
 2. 7.5YR3/2黒褐色砂質シルト 炭化物を少し含む。 
 3. 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 炭化物を少し含む。 
 4. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 炭化物を少し含む。 
   硬い。 
 5. 5YR3/2オリーブ黒色砂質シルト 炭化物を少し含む。 
 6. 5Y4/1灰色砂質シルト グライ化。 
（b-b'・c-c'・d-d'） 
 1. 2.5YR2/1赤黒色質シルト 炭化物少し含む。 
 2. 10YR1.7/1黒色砂質シルト 炭化物少し含む。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 炭化物少し含む。 
 4. 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 炭化物少し含む。 
 5. 5Y4/1灰色砂質シルト グライ化。硬い。 
 6. 10YR3/1黒褐色シルト 8の基本土が混じる。 
   硬くしまる。 
 7. 2.5Y2/1黒色シルト 8の基本土が縦縞状 
   に流れ込んでいる。 
 8. 5YR5/2灰オリーブ色微砂質シルト しまりあり。 
 

１１４



115

遺構実測図 

2 1
3

1 2 3 4 5
ST4004覆土 

7 6 8 11 10
9

ＳＤ6073

ＳＤ 
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ＳＤ 
6074

ＳＤ 
6075

ＳＤ 
6080

ＳＤ 
6081

ＳＤ6076

ＳＤ6083

ＳＤ6079

ＳＤ 
6086

ＳＤ 
6088

ＳＤ 
6082

ＳＤ 
6084

ＳＤ 
6085

ＳＤ 
6087

ＳＤ6078

（ＳＴ2011） 

（ＳＴ2020） 

（ＳＤ6066） 

（6085） 

（ＳＴ2010） 

（ＳＴ2012） 

（ＳＢ3503） 

（ＳＴ4003） 

ＳＤ 
6051

ＳＤ 
6053

ＳＤ 
6055

ＳＤ 
6054

ＳＤ 
6056

ＳＤ 
6057 ＳＤ 

6058 ＳＤ 
6059

ＳＤ 
6060

ＳＤ 
6061

ＳＤ 
6062

ＳＤ 
6063 ＳＤ 

6064

ＳＤ 
6065

ＳＤ 
6067

ＳＤ 
6069

ＳＤ 
6070

ＳＤ 
6071

ＳＤ 
6072

ＳＤ 
6068

ＳＤ 
6066

ＳＤ 
6052

（6066） 

（ＳＣ5001ＥＤ１） 

（ＳＢ3505） 

（6070） 

（ＳＴ　 4004） 

（ＳＣ5002） 

（ＳＴ2019） 

ＳＤ6051～6088 
 1. 10YR2/1黒色シルト　しまりあり。5の基本土を10％含 
　　　　　　　　　　　　 む。崩落土。 
 2. 10YR2/1黒色シルト　しまっている。炭化粒を微量、 
       　　　　　　　　　　5の基本土ブロックを2％、土器細 
　　　　　　　　　　　　 片を微量含む。崩落土。 

 3. 2.5Y5/2暗灰黄色微砂質シルト しまっている。地山に2層 
   土ブロックを10％含む。 
   崩落土。 
 4. 2.5Y3/2黒褐色シルト しまっている。炭化物を 
   微量、5の基本土ブ 
   ロックを1％含む。 
　　　　　　　　　　　　　　　　 崩落土。 
 

a'

a

b b'

第６３図　畝跡（２） 

0 5m

1：200
遺構平面図 

0 2m

1：80
土層断面図 

Ｆ 
47

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ 

48

49

50

51

52

53

54

55

a'

a

b b'

H=90.00
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 5. 5YR4/2灰オリーブ色微砂質シルト 
  土器細片を微量、4層土ブロック 
  を10％含む。崩落土。 
 6. 4の基本土に5の基本土ブロック  
  を3％、土器細片を微量含む。し 
  まっている。崩落土。 
 7. 2.5YR4/1黄灰色微砂質シルト  
  5の基本土に6層ブロックを20％ 
  含む。崩落土。 
 8. 5Y2/1黒色微砂質シルト  
  しまっている。土器細片を微量、 
  5の基本土ブロックを3％、及び 
  炭化物を含む崩落土。 
 9. 2.5Y2/1黒色微砂質シルト  
  しまっている。5の基本土ブロッ 
  クを10％含む。崩落土。 
 10. 10YR1.7/1黒色粘質シルト  
  粘性ややあり。5の基本土ブロッ 
  クを20％含む。崩落土。 
 11. 5Y5/1灰色微砂質シルト  
  粘性ややあり。5の基本土に9の 
  基本ブロックを15％含む。土器 
  片を含む。 
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遺構実測図 

ＳＤ2054（a-a'・b-b'） 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。微量の砂と炭化物を含む。 
 2. 10YR4/1褐灰色シルト  
 3. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト 炭化粒を含む。 
 4. 10YR4/1褐灰色シルト  
 5. 2.5Y2/1黒色シルト ややねばりあり。腐植土。 
 6. 2.5Y4/1黄灰色シルト しまりなし。ややねばりあり。植物根および微量の炭化物を含む。 
 
ＳＤ2056（c-c'～f-f'） 
 1. 10YR3/1黒褐色砂質シルト  
 2. 5Y6/2灰オリーブ色微砂 しまりあり。2.5Y4/1微砂質シルトをブロック状に5%含む。 
 3. 10YR2/1黒色砂質シルト  
 4. 2.5Y5/1黄灰色砂質シルト 少量の炭化物を含む。 
 5. 2.5Y4/1灰色砂 10YR2/1シルトをまだら状に20%含む。 
 6. 5YR3/2オリーブ黒色粗砂  
 7. 5Y4/2暗灰黄色砂 2.5Y4/1微砂質シルトをブロック状に7%含む。 

第６４図　ＳＤ2054・ＳＤ2056
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遺構実測図 

ＳＧ1157

ＳＧ3000

ＳＤ2952

ＳＤ2922

ＳＤ3643

1 3

1

RP448
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H=89.90
a a'

H=89.90
b b'

H=89.90
c c'

H=89.90
d d'

H=90.20
e e'

H=89.90
f f'

H=90.20
g g'

H=90.20
h h'

ＳＧ1157（a-a'） 
 1. 10YR1.7/1黒色シルト 均質。 
 2. 5Y4/1灰色砂質シルト 炭化物混じる。グライ化。 
 3. 5Y5/1灰色礫 グライ化。 
 4. 5Y5/1灰色砂質シルト 炭化物混じる。グライ化。 
 5. 5Y6/1灰色砂質シルト グライ化。 
 

ＳＤ2952（f-f'） 
 1. 2.5Y3/1黒褐色砂質シルト 
  非常にしまっている。 
 2. 5Y5/2灰オリーブ色砂質シルト 
 
ＳＤ2922（g-g'） 
 1. 2.5Y4/1黄灰色微砂質シルト 
  しまりあり。微量の炭化物を含む。 
 2. 2.5Y2/1黒色微砂質シルト 
  しまりあり。 
 
ＳＤ3643（h-h'） 
 1. 5Y4/2　灰オリーブ色粗砂 
  しまりあり。粗砂を少量含む。 
 2. 2.5Y5/4オリーブ色シルト質砂       
  しまりあり。（ST覆土）  

（e-e'） 
 1. 10YR1.7/1黒色シルト 均質。 
 2. 5Y4/1灰色砂質シルト 炭化物混じる。グライ化。 
 3. 5Y5/1灰色礫 砂質シルト混じる。グライ化。 
 4. 5Y5/1灰色砂質シルト 炭化物混じる。グライ化。  
 

 10. 5YR3/4暗赤褐色粗砂 非常にしまっている。多量の 
   径10～20mmの礫を含む。酸化 
   している。 
 11. 5Y4/1灰色粗砂 しまっている。グライ化して 
   いる。 
 12. 5YR4/6赤褐色砂 しまっている。径20～30mmの 
   礫を含む。 

第６５図　ＳＧ1157/3000
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ＳＧ3000（b-b'～d-d'） 
 1. N1.5/0灰色粘質シルト ややしまりに欠ける。腐植土。 
 2. 10YR3/1褐黒色砂質シルト ややねばりあり。炭化物を含 
     む。 
 3. 7.5YR5/4にぶい褐色粗砂 しまりあり。2.5Y3/2シルト質 
     砂をまだら状に7%含む。全体 
     に酸化。 
 4. 5Y4/3暗オリーブ色粗砂 しまりあり。径2～5cmの礫を 
     含む。全体に酸化。  
 5. 2.5Y5/2暗灰黄色砂 しまっている。少し酸化。 
 6. 10YR2/1黒色砂質シルト 多量の径3～20mmの小礫を含む。 
     腐植土を含む。 
 7. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 多量の径20～30mmの小礫を含む。 
 8. 2.5GY5/1オリーブ灰色砂 多量の径20～50mmの礫を含む。 
     グライ化激しい。 
 9. 10YR4/3にぶい黄褐色砂 多量の径20～50mmの礫を含む。 
     酸化している。 

１１７



118

遺構実測図 
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第６６図　ＳＤ2481・ＳＤ3560・ＳＸ2524・ＳＸ658・ＳＰ660・ＳＰ661
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遺構平面図 

0 1m
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土層断面図 

ＳＤ3560・ＳＤ2481・ＳＸ2524 
 1. 10YR4/1褐灰色シルト しまりに欠ける。やや粘性あり。地山砂をまだら状に15％含む。 
 2. 2.5Y5/2暗灰黄色砂 地山土に１を3％含む。 
 3. 10YR4/1褐灰色シルト しまっている。地山砂を7％含む。 
 4. 5Y4/2灰オリーブ色砂 地山に3を2％含む。 
 

石 

土器 
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SD2481出土 SK658出土 SP661出土 
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遺構実測図 

（ＳＢ672） 
ＥＢ2

ＳＸ149

ＳＸ149　遺物出土状況 

（ＳＢ672） 
ＥＢ1

56

132 4
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630

遺物出土状況は下図 

H=90.50

0 1m

1：20

第６７図　ＳＸ149/ＳＸ149遺物出土状況 

遺物出土状況 

0 2m

1：40

L-6
7

ＳＸ149 
 1. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 均質。 
 2. 10YR2/3黒褐色粘土質シルト 黄褐色粘土質シルトが10%粒状に混じる。 
 3. 10YR3/3暗褐色粘土質シルト 黄褐色粘土質シルトが10%粒状に混じる。 
 4. 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 黄褐色粘土質シルトが5%粒状に混じる。 
 5. 10YR3/4暗褐色粘土質シルト 均質。 
 6. 5Y4/2灰オリーブ色粘土質シルト 均質。 
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遺構実測図 
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第６８図　ＳＸ679・ＳＸ170・ＳＸ2541

L-65

N-65M-65

H-55

G-55

0 1m

1：40

0 2m

1：80

0 20cm

1：8

b'

b

a'

a

c'

c

ＳＸ170（c-c'） 
 1. 7.5YR4/1褐灰色微砂混じり粘土 少量の炭化物を含む。 
 2. 10YR2/3黒褐色微砂質粘土 均質。 
 3. 10YR2/2黒褐色シルト質粘土 少量の黄褐色シルトを含む。 
 4. 10YR1.7/1黒色粘土 微砂と多量の炭化物を含む。 
ＳＸ679（a-a'・b-b'） 
 1. 10YR3/3暗褐色微砂 礫と酸化した土が混じる。 
 2. 10YR2/2黒褐色粘土質微砂 黄褐色の酸化した土をブロック 
   状に少量含む。 
 3. 5Y4/3暗オリーブ色微砂 均質。 
 4. 5Y5/3灰オリーブ色微砂質粘土 少量の炭化物を含む。グライ化。 
 5. 5Y5/2灰オリーブ色微砂質粘土 少量の炭化物を含む。グライ化。 

ＳＸ2541 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。2.5Y5/2 
   シルトが粒状またはブ 
   ロック状に混じる。 
 2. 2.5Y3/1黒褐色シルト 2.5Y5/2シルトが微量混 
   じる。 
 3. 2.5Y2/1黒色シルト ほぼ均質。  
 4. 5Y5/2灰オリーブ色微砂質シルト 
   しまりあり。2.5Y3/1シ 
   ルトがブロック状に 
   20%混じる。 
   （SX2541各層とも、径2 
   ～5mmの礫が少数混じ 
   る。） 
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ＳＰ2021 
 1. 10YR2/1黒色シルト 5Y5/2微砂質シルトを粒状に含 
   む。しまりあり。 
 2. 5Y2/1黒色シルト 5Y5/2微砂質シルトが層状に30％ 
   混じる。粘性あり。 
 3. 5Y4/1灰色シルト 5Y5/2微砂質シルトがブロック状 
   に20％混じる。粘性あり。 
 4. 5Y6/2灰オリーブ色微砂質シルト 10YR2/1シルトがブロック状（径 
   100mm）となって混じる。　 
 5. 2.5Y2/1黒色粘質シルト 均質。粘性あり。 
 6. 5Y5/1灰色微砂質シルト 均質。しまりあり。 
ＳＰ2022 
 1. 2.5Y3/1黒褐色シルト 2.5Y5/2微砂質シルトがまだら状 
   に少量混じる。しまりあり。 
 2. 10YR3/1黒褐色シルト 2.5Y5/2微砂質シルトがブロック 
   状に混じる。しまりあり。 
 3. 7.5Y3/1オリーブ黒色シルト 均質。粘性ややあり。 
ＳＰ2023 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。 
 2. 2.5Y2/1黒色シルト 5Y5/2微砂質シルトがブロック状 
   に少量混じる。しまりあり。 
 3. 5Y3/1オリーブ黒色シルト 5Y5/2微砂質シルトがブロック状 
   に40％混じる。 
ＳＰ2024 
 1. 5Y2/1黒色シルト質粘土 均質。粘性ややあり。 
 2. 2.5Y2/1黒色シルト質粘土 均質。粘性あり。 
 3. 5Y5/2灰オリーブ色微砂 しまりなし。 

ＳＰ2025 
 1. 10YR2/1黒色シルト質粘土 粘性ややあり。 
 2. 5Y2/1黒色微砂質シルト 1層がブロック状に混じる。 
 3. 7.5GY6/1緑灰色微砂質シルト 粘性なし。しまりあり。 
ＳＰ2026 
 1. 2.5Y2/1黒色シルト質粘土 粘性ややあり。しまりあり。 
 2. 5GY6/1オリーブ灰色微砂質シルト 1層がブロック状に混じる。 
ＳＰ2037 
 1. 10YR3/1黒褐色シルト 5Y4/1微砂質シルトがブロック 
   状に混じる。しまりあり。 
 2. 5Y4/1灰色微砂質シルト ほぼ均質。しまりあり。 
 3. 5Y5/2灰オリーブ色微砂質シルト 均質。しまりあり。 
ＳＰ3677 
 1. 5Y5/1灰色砂 しまりに欠ける。2.5Y4/1粘質シ 
   ルトをブロック状に10％含む。 
 2. 2.5Y5/1黄灰色砂 ややしまりあり。5Y4/1シルト 
   ブロックを35％含む。 
 3. 7.5GY5/1緑灰色微砂質シルト しまりに欠ける。粘性あり。 
   N2/0シルトブロックを7％含む。 
ＳＰ3590 
 1. 2.5Y2/1黒色シルト質粘土 
 2. 5Y4/1灰色微砂質シルト  
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第７０図　ＳＴ687出土遺物（１） 
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第７１図　ＳＴ687出土遺物（２） 
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第７２図　ＳＴ687出土遺物（３）・ＳＴ716出土遺物（１） 
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第７３図　ＳＴ716出土遺物（２）・ＳＴ735出土遺物（１） 
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第７４図　ＳＴ735出土遺物（２） 
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第７５図　ＳＴ751出土遺物 

0 10cm

1：3

46
47

48

51
50

49

52

55

54

53

１２７



遺物実測図 

128

第７６図　ＳＴ777出土遺物・ＳＴ789出土遺物（１） 
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第７７図　ＳＴ789出土遺物（２）・ＳＴ792出土遺物 
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第７８図　ＳＴ795出土遺物（１） 
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第７９図　ＳＴ795出土遺物（２） 
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第８０図　ＳＴ795出土遺物（３） 
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第８１図　ＳＴ795出土遺物（４）・ＳＴ1110出土遺物（１） 
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第８２図　ＳＴ1110出土遺物（２）・ＳＴ1112出土遺物・ＳＴ1127出土遺物（１） 
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第８３図　ＳＴ1127出土遺物（２） 
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第８４図　ＳＴ1127出土遺物（３） 
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第８５図　ＳＴ1127出土遺物（４） 
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第８６図　ＳＴ2002出土遺物（１） 
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第８７図　ＳＴ2002出土遺物（２）・ＳＴ2004出土遺物 
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第８８図　ＳＴ2006出土遺物・ＳＴ2007出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第８９図　ＳＴ2007出土遺物（２） 
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第９０図　ＳＴ2008出土遺物・ＳＴ2009出土遺物（１） 
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第９１図　ＳＴ2009出土遺物（２） 
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遺物実測図 
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第９２図　ＳＴ2010出土遺物・ＳＴ2011出土遺物・ＳＴ2012出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第９３図　ＳＴ2012出土遺物（２）・ＳＴ2014出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第９４図　ＳＴ2014出土遺物（２） 
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遺物実測図 
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第９５図　ＳＴ2016出土遺物・ＳＴ2017出土遺物 
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遺物実測図 
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第９６図　ＳＴ2019出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第９７図　ＳＴ2019出土遺物（２） 
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遺物実測図 
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第９８図　ＳＴ2020出土遺物・ＳＴ4002出土遺物・ＳＴ4003出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第９９図　ＳＴ4003出土遺物（２） 
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遺物実測図 
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第１００図　ＳＴ4003出土遺物（３） 
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遺物実測図 
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第１０１図　ＳＴ4003出土遺物（４） 
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遺物実測図 
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第１０２図　ＳＴ4004出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第１０３図　ＳＴ4004出土遺物（２） 
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第１０４図　ＳＴ4005出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第１０５図　ＳＴ4005出土遺物（２） 
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遺物実測図 
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第１０６図　ＳＴ4006出土遺物・ＳC5001出土遺物・ＳC5002出土遺物 
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第１０７図　ＳＫ2182出土遺物 
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遺物実測図 
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第１０８図　ＳＫ3665出土遺物・ＳＫ3030出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第１０９図　ＳＫ3030出土遺物（２） 
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遺物実測図 
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第１１０図　ＳＫ3023出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第１１１図　ＳＫ3023出土遺物（２） 
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遺物実測図 

164

第１１２図　ＳＫ3023出土遺物（３） 
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遺物実測図 
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第１１３図　ＳＫ3023出土遺物（４） 
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遺物実測図 
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第１１４図　ＳＫ3032出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第１１５図　ＳＫ3032出土遺物（２）・ＳＫ2184出土遺物 
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遺物実測図 
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第１１６図　ＳＫ3668出土遺物・ＳＫ2885出土遺物・ＳＫ2740出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第１１７図　ＳＫ2740出土遺物（２）・ＳＫ902・ＳＫ2188・ＳＫ2294・ＳＫ2895・ＳＫ3031出土遺物 
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遺物実測図 
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第１１８図　ＳＫ出土遺物・ＳＥ出土遺物 
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遺物実測図 
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第１１９図　ＳＧ1157出土遺物 
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遺物実測図 
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第１２０図　ＳＧ2639出土遺物 
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遺物実測図 
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第１２１図　ＳＧ3000出土遺物 
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遺物実測図 
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第１２２図　ＳＤ829出土遺物 
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第１２３図　ＳＤ2481出土遺物・ＳＤ186出土遺物・ＳＤ624出土遺物 
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第１２４図　ＳＤ6025出土遺物・ＳＤ出土遺物 
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遺物実測図 

第１２５図　ＳＰ出土遺物（１） 
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遺物実測図 
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第１２６図　ＳＰ出土遺物（２）・ＳＸ出土遺物（１） 
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遺物実測図 

第１２７図　ＳＸ出土遺物（２） 
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第１２８図　ＳＸ出土遺物（３）・遺構外出土遺物（１） 

遺物実測図 
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第１２９図　遺構外出土遺物（２） 
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第１３０図　遺構外出土遺物（３） 
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遺物実測図 
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第１３１図　遺構外出土遺物（４） 
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第１３２図　遺構外出土遺物（５） 
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写真図版

ＳＢ１０７ 掘立柱建物跡（西から）

写真図版１



第２次調査区（東側道部南から）

第３次調査区（南から）

写真図版２



ＳＴ６８７（東から） ＳＴ７１６（東から）

ＳＴ７３５（東から） ＳＴ７７７（南東から）

ＳＴ７８９，ＳＴ７９２（南から） ＳＴ１１１０ 遺物出土状況

ＳＴ１１１０（西から） ＳＴ１１１２（東から）

写真図版３



ＳＴ７５１ カマド（北から）

ＳＴ７５１（南東から）

写真図版４



ＳＴ７９５ カマド（西から）

ＳＴ７９５（西から）

写真図版５



ＳＴ１１２７ カマド（南東から）

ＳＴ１１２７（南東から）

写真図版６



ＳＴ２００２ カマド（北から）

ＳＴ２００２（南から）

写真図版７



ＳＴ２００４ 炭化材出土状況（南から） ＳＴ２００４ 完掘状況（西から）

ＳＴ２００６・２００７（南東から） ＳＴ２０１０・２０１１（南東から）

ＳＴ２０１２（南から） ＳＴ２０１２ 地床炉（南から）

ＳＴ２０１４（南から） ＳＴ２０１９（南から）

写真図版８



ＳＴ２０２０（南東から） ＳＴ４００２（西から）

ＳＴ４００２ 炉（東から） ＳＴ４００３（南東から）

ＳＴ４００３ 石組炉（南から） ＳＴ４００４（南から）

ＳＴ４００５・４００６（南から） ＳＴ４００５ カマド（南から）

写真図版９



ＳＣ５００１（上空から、画面上が北）

ＳＣ５００１ 完掘状況（南から）

写真図版１０



ＳＣ５００２（上空から、画面上が北）

ＳＢ１０７（北から） ＳＢ４５７（西から）

ＳＢ６７２（東から） ＳＢ１６０１（西から）

写真図版１１



ＳＢ３５０１・ＳＢ３５０７・ＳＡ３５０８ 完掘状況（西から）

ＳＢ１６０１ ＥＢ３ 柱痕検出状況 ＳＢ３５０１ ＥＢ１０ 柱痕検出状況

ＳＢ３５０２ 完掘状況（南から） ＳＢ３５０５ 完掘状況（南から）

写真図版１２



ＳＢ３５０３ 完掘状況（南から）

ＳＢ３５０６ 完掘状況（西から）

写真図版１３



ＳＫ３０２３ 遺物出土状況（西から）

ＳＫ１０９７ 完掘状況（東から） ＳＸ１４９ 遺物出土状況（南から）

ＳＧ１１５７ 遺物出土状況（北から） ＳＧ３０００ 検出状況（北から）

写真図版１４



ＳＥ２８７１ 曲物出土状況（南から）

ＳＫ３０３０ 遺物出土状況（南から） ＳＫ３６６５ 遺物出土状況（南から）

ＳＫ３６６８ 遺物出土状況（東から） ＳＥ２４１９ 完掘状況（東から）

写真図版１５



ＳＥ２４２０ 木製品検出状況（北から）

ＳＥ２４２０ 完掘状況（東から）

写真図版１６



ＳＴ２０１４ 出土遺物

ＳＫ３０２３ 出土遺物
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写真図版１７



古墳時代 土師器 坏（１）

１ ２

２９ ４６

４７ ５６

５８ ５９

写真図版１８



古墳時代 土師器 坏（２）

６０ ７８

７９ ８１

８２ ８３

８４ １１０

写真図版１９



古墳時代 土師器 坏（３）

１１１ １２４

１５６ １６２

１６３ ２１２

２１３ ２１６

写真図版２０



古墳時代 土師器 坏（４）

２１８ ２２４

２２６ ２２８

２３２ ２３５

２８４ ２９８

写真図版２１



古墳時代 土師器 坏（５）

２９９ ３２６

３２８ ３５１

３６６ ３９７

３９９ ４０９

写真図版２２



古墳時代 土師器 坏（６）
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４６９ ５９２
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写真図版２３



古墳時代 土師器 坏（７）

２３０ ４１７

４７０ ４８７

写真図版２４



古墳時代 土師器 高坏（１）
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３６ ３７
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写真図版２５



古墳時代 土師器 高坏（２） 坏（大型） 壷（１）
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写真図版２６
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古墳時代 土師器 壷（３） 甕（１）
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古墳時代 土師器 甕（２）
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写真図版２９
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写真図版３７



古墳時代 土師器 甑（２）・有孔鉢（１）

９

６３３ ６８

８７ １１３

８８ ５３９
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写真図版３９



古墳時代 土師器 坏・甕（底部輪台ケズリ飛ばし、等）
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写真図版４０



古墳時代 須恵器（１）坏・蓋・高坏等

７１ １４５

１４６ ２３８

２３９ ５２４

６６４ ６６２

写真図版４１



古墳時代 須恵器（２）破片資料・平安時代 土師器（１）坏

６２６ ６６６

３７７ ６６５

１４３ １１５

１４４ ２７

３３６ ３３８

写真図版４２



平安時代 土師器（２）坏・須恵器（１）坏

４９５ ４９６

５０４ ５８７

６３２ ６７９

６８０ ６８１

写真図版４３



平安時代 須恵器（２）墨書土器等

１９７ ５２７

５２８ ５６９

写真図版４４



平安時代 土師器（３）菊花状ナデ・須恵器（３）墨書土器等

５６４

３９１

１９９
５５４

「
大
寺
」

５５６ ６２７

５３０ ６７８ ６１０ ６５３

６７６ ４９９ ５３３６３

写真図版４５



平安時代 土師器（４）高坏・須恵器（４）転用硯・灯明皿等

４８９ ５３２

５３１ ６８４

６７１ ４０８

写真図版４６



平安時代 土師器（５）双耳坏片等・須恵器（５）双耳坏片・高台付坏等

５８５ ５４４２８３５５９

６５６
６５５

６５４

５８４ ６９０６８９

５８５
２８３５５９ ５４４

６８９ ６９０
５８４

４９７

５９０ ６２３

６６８ ６６９

写真図版４７



平安時代 土師器（６）箆書文字等

４９０ ４９１

５８３５９６

５７９ ６０５

写真図版４８



平安時代 土師器（７）甕等 灰釉陶器（１）壷等

３９３ ５６１

５７８ ５８０

５５０

６３８
５５０

６０４

写真図版４９



平安時代 須恵器（６）壷・甕・灰釉陶器（２）

６９６５５１
５４９

６９５５５３

５５１

５４９

５５３

１９８

５４８ ６９４

写真図版５０



縄文土器・中世の磁器・近世・近代の陶器

４９４
７０３

７０２

２９４

２５１ ７０４

７００
６９９６１４

７０１
６９８

７００ ６９９６１４

７０１

６９８

写真図版５１



石製品（１）

１０６

写真図版５２



石製品（２）

１２２ ４６４

４６５ ６３９

１０５ １４０

１４１ ３４０

写真図版５３



石製品（３）・石器

１６１ ４６１

２５４ ４６２

１１９ ２６２

１０４

１４２ １５４

１５５ ５００

写真図版５４



石製品（４）

２８２

５６２

１８８

３３９ ２５２
２９４

４６３

写真図版５５



石製品（５）・土製品

６４６ ２５３

２８９２８１

２６
５０１

３６０
３５９

６４４６４３

６４１
２９３

２８１ ２８９

２９１
２９０

３６０
３５９

６４２

２９２

写真図版５６



木製品（１）曲物等

５１６

２０２

５１２２０１

２０３

写真図版５７



木製品（２）柱痕等

５１１ ５０９ ３８２ ３８３

３８５

３８６３８７

写真図版５８



木製品（３）柱痕等

３８８ ３８９

３９０ ３９４

写真図版５９



木製品（４）柱痕等

３９５ ６２５

６１７ ６１８

写真図版６０



５１６（スギ） 木口 ５１６ 柾目 ５１６ 板目

２０３（スギ） 木口 ２０３ 柾目 ２０３ 板目

３９６（クリ） 木口 ３９６ 柾目 ３９６ 板目

木製品 顕微鏡写真（１）

写真図版６１



３８０（クリ） 木口 ３８０ 柾目 ３８０ 板目

３８７（クリ） 木口 ３８７ 柾目 ３８７ 板目

３８５（クリ） 木口 ３８５ 柾目 ３８５ 板目

木製品 顕微鏡写真（２）

写真図版６２



３９４（クリ） 木口 ３９４ 柾目 ３９４ 板目

３８６（コナラ） 木口 ３８６ 柾目 ３８６ 板目

５０７（トチノキ） 木口 ５０７ 柾目 ５０７ 板目

木製品 顕微鏡写真（３）

写真図版６３



６１７（クリ） 木口 ６１７ 柾目 ６１７ 板目

６１８（アスナロ） 木口 ６１８ 板目 ６１８ 板目

６２５（クリ） 木口 ６２５ 柾目 ６２５ 板目

木製品 顕微鏡写真（４）

写真図版６４
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ま と ば い せ き

的場遺跡

やまがたけ ん

山形県
て ん ど う し

天童市
おおあざ な り う
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遺構が検出され、墨書土器も
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